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第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」 1

銀座座会　第１回

「私から見た銀座」

コリーヌ・ブレ

ジャーナリスト

モロッコ生まれ。フランス国籍。パリ大学法学部卒業。1975 年

初来日。78 年、パリに戻り、81 年パリ東洋大学日本語学科卒業。

82 年から 91 年まで、仏「リベラシオン」紙の特約記者のほか、

日本の雑誌で多彩な執筆活動を展開。テレビ番組やラジオ番組出

演多数。89 年 7 月から 90 年 2 月まで、日本の月刊誌「STUDIO

VOICE」のフリー・チーフ・エディターを務める。現在、東京在

住。主な著書に『水中出産』『創造の国・ジャポン』『赤ちゃん・

ザ・革命人』『おへそを眺めながら』『自由への入門』『山猫の

愛のように』がある。

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■日本の個性とパリの個性

ブレ／ 今日は、銀座という場所をどういうアン

グルで見て話をすればいいのかなと考えました

が、私がこの４、５年ぐらい前から気にしてい

る一つの言葉がありまして、そのアングルから

少しお話してみようと思っています。それは一

見、銀座とは関係ないように見えていても、す

ごく関係があることだと思います。そのキーワ

ードは「個性」。先日いただいたレポートの中

で端山公明さんが「パリは個の権利を生かす

街」と、おっしゃってまして、それがすごく面

白かったのですが、日本では最近「個性的な人

間が現れてこないと企業は困る」といっていま

すが、私は「本当かな」と思っています。それ

はいわゆる、企業内で個性的な人間がほしいと

いうことなんだと思うんです。

もともと「個」というのは、人間のコミュニケ

ーションとも関係していて、すごく大きなテー

マだと思うんです。私が「パリは個の権利を生

かす街」と聞いた時に、まず思い浮かんだこと

は、小さい時に個性的な人間になるためにどれ

ほど苦しんだか、どれほど大変だったか、とい

うことです。私が東洋に来たのは、ある意味で、

たぶんその「個性的な人間になりなさい」とい

うような圧迫感から逃れようとしていたんだと

思います。東洋に来る人の中には、他にもそう

いう人がいるんじゃないかな。日本はアジアな

んですけど、私はここ 10 年間ぐらい特に日本の

文化には、もしかしてヨーロッパに無いような

「個性」あるいは「個」というのがあるんじゃ

ないかなと思ってきました。

私は３年ぐらい前に、子育てに関する本を書い

たんですけれども、子育てという字に私は個人

の「個」をあてて「個育て」と書いていて、教
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第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」2

育は「共に育つ」と書いているんです。私は一

人で子供を育てていますけれども、小さい子供

を育てながら人間の「個」はどうやって育って

いくのか、ずっと自分の６歳の娘を観察しなが

ら書いています。「パリは個の権利を生かす

街」という言葉にある「個」というのは、私か

ら見るとそれはとても作られた「個」なんです。

非常に意識的に作られているもので、しかし私

はもっと別の「個」というのがあるんじゃない

のかなと思っています。これについては、後で

少しずつお話しします。

■個性と消費

私は、消費文化は「個」や「個性」、「人間に

は個性がある」といったことに基づいて成り立

っているのではないかと思っています。

具体的な例を言うと、例えばファッション。洋

服を買う時に売り手は、「あなたの個性に合う

ような服」、あるいは家具を買いに行くときに

「あなたの個性に合うような家具」という具体

的な言葉は決して言わないんですけれども、で

もおそらく、そういう前提で買わされていると

思うんです。あるお店に行って「あ、私はこれ

が好き」と思う時、なぜそれが好きなのかと探

っていけば、もちろん非常に単純な理由で「好

き」だということだけかもしれませんが、もし

かしたら小さい時に突然目の前に赤い物を見た

からかもしれなくて、それで深い記憶の中に

「赤」という色ができていて「じゃあ今度、赤

を買ってみよう」と思ったのかもしれなくて、

そうして自分の個性になっているのかもしれな

い。そういった表面的な個性というのは、とて

もイージーに出来上がっているものじゃないか

と思ってます。ですから、例えば私がある家具

屋さんに行って、私の個性に合うような、つま

り「私好みの物」を買ったとしたら、これはも

しかして「偽物の個性」かもしれません。つま

りそれが、本来の「私」や、私の中にあるオリ

ジナルの部分から来る個性であるのかどうか、

ということをすごく疑問に感じているんです。

つまり「あなたの個性に合う」とか、「あなた

にだけ似合う」というような前提や、そういっ

た価値観、悪く言えば先入観が無かったら消費

文化は成り立たないんじゃないかなと思ってい

ます。

■大正時代の家

少し話が変わりますが、最近、私はある日本の

家を見たんです。それは大正時代の最後の年に

できた家で、１階は洋風で２階は和風で、大正

時代のままのシャンデリアとかがあって、非常

にうまくミックスされている。この家を見た時

に、私はすごく大きなショックを受けたんです

が、同時に「あ、これが日本の文化だ」と思っ

たんです。私がこれまで日本の文化に昔からず

っと感じていたようなことを目のあたりにした

というか、それが実物として現れたというか。

そこで何に一番感心したかというと、昔の家に

は「床の間」とか、建築の中にすでに飾りがつ

いているということです。つまり、わざわざお

店に行って家具を買う必要が全然ない。押入は

ちゃんとあるし、床の間という飾りがあって、

家というか建物が既に主体性を持っているんで

す。今まで私が住んできた家の中では、主体性

を持つのは私という人間だけ。家はあくまでも

オブジェクトであって、他にいろんな物を買っ

てきても、やはりそれらは物体＝ objet でしかな

い。ところがあの家を見た時、ここに外からそ

ういう objet を入れたら、とてもおかしいと思っ
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第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」 3

たんです。その家には主体性があるんです。そ

して、そこに住む人の主体性があって、その二

つの主体性と主体性、サブジェクトとサブジェ

クトが対話できるような感じなんです。これを

みて、昔の建築家というか、昔の職人さんは、

人間の心理をよく知っていたんだな、と思いま

したね。

私は、今まで家といったら壁に囲まれた箱形の

家が当たり前だと思っていたんですけれども、

この大正時代の家を見た時に、まず感じたこと

は、壁が生きているということでした。生きて

いるというのは、何十年の間にそこにいた人た

ちの笑い声とか、泣き声が染み込んでいるみた

いだということです。普通、こういう壁という

のはただの壁であって、つまり私たちを入れる

ための「箱」でしかない。生きてはいないんで

す。ところが、あの家の壁を見た時は、なんか

生きていると思いました。きっと、木造だから

その中に何か人間の息とかが、全部染み込んで

いたのかもしれない。もしかすると科学的にも

説明できるかもしれない。フランスでは石造り

の家が多いせいか、もちろん今までにフランス

のブルジョアの家で、そういう非常に文化的な

何かを感じさせているような家に行ったことも

あるんですけれども、この大正時代の家に感じ

たようなことは、ヨーロッパの家とまた少し違

います。

それで、端山さんの「パリは個の権利を生かす

街」という言葉を考えた時、ここでの「個」は

作られた概念であって、自然なものではなく作

られたものだから、権利も考えることができる

し、ビジョンを持ってすべてを考えの上で作る

ことができるんだと思ったんです。ところが日

本の文化はまるで正反対というか、もっと別な

ベースで物事が発生していたのではないかと思

えて。いわゆるヨーロッパ的な作られた「個」

に対して、「自然」という言葉ではなく、「素

直な個」というか「裸の個」というか。先ほど

の大正時代の家の中にいると、そのことをすご

く感じるんです。私の「個」が「裸の個」にな

るというか、いわゆる消費文化のためにつくら

れた「個」ではなくて、何かひとつ、本当に人

間的な「個」が私の中にあったということを感

じさせてくれるような環境なんです。

■本能と個性

私は、小さな子供たちが持っている個性には、

すごく共通性があると思います。例えば、小さ

な子供にはまだ個性ができていないと言われま

すけれども、たしかにまだ未熟ですが、面白い

ことに、だいたい生まれた時から２歳ぐらいま

で、世界の子供たちはみんな同じような行動を

するんですよ。例えば、２歳の頃には、ある入

れ物から他の入れ物に物をこうやって入れ替え

たりするんです。誰も教えたことがなくても、

２歳ぐらいになるとみんな同じようなことをす

るんです。これは、私の言葉で言うと「生命の

インテリジェンスにプログラムされている」こ

とだと思うんです。このことを少し調べて人に

聞いてみたら、そういうことをすると、普段使

わないような筋肉を使えるんだそうで、そこか

ら注意力が育つらしいです。また同じように、

小さい子は２歳ぐらいになると、こうやって物

を重ねたりもするんです。これも、全世界の子

供が同じようなことをやるんです。物を重ねる

というのは、塔を作るということに近くて、あ

る秩序というか、ひとつの柱みたいなものを作

ることになるんですね。

それで、子供がなぜそういったようなことをす

るのかというと、特に２歳ぐらいの子供は、ま
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第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」4

だ自分の中が白紙状態なので、本能というか、

さきほど話した「生命のインテリジェンスにプ

ログラムされている」何かに命令されてそうい

うものを作っているのではないか、と思うんで

す。そして、それをひとつの映像にして自分の

中にインプットしていくんだと。例えば、塔を

作る時には、その塔のイメージを自分の中にイ

ンプットして、自分の中にひとつの塔ができる。

その塔というか柱というのか、いわゆる、これ

がモラルを立てるための心理的な手本になるん

だと思うんです。こういうようなことを子供た

ちはみんなやっています。いわゆる個性という

のは、そういったごく自然な「生命のインテリ

ジェンス」によって、少しずつ確立するんだと

思うんです。

さきほど、ヨーロッパの「個」というのが非常

に作られたものだと言ったんですけれども、例

えば子供の話をすると、特にブルジョア階層の

小さな子供は、非常に躾が厳しいですから、例

えばここに、もし２歳の子供がいたとしても決

して暴れたりしません。２、３時間はじっとで

きるように訓練されているんです。それは、子

供の自然な行為ではなく、大人が作った形には

められて出来たものです。こうやって、作られ

た個性が小さい時から出来上がっていくんです。

日本も、もともと昔は躾が厳しかったんだと思

うんです。まあ、どこの文化でも、厳しかった

と思いますが。その厳しさの背景には人間関係

とか、近所との関係とか、いろんな理由があっ

たと思うんです。しかし日本では、ヨーロッパ

みたいに、躾によって個性をいじった作り物に

するのではなくて、もっと人間の個性をありの

ままにするような文化だったのではないかと思

います。例えば、花が咲いたら、その花の行こ

うとしている方向に行かしてあげる、そういっ

たようなことがあったんじゃないかなと、私は

日本に来て、そういうふうに感じるようになり

ました。

もっと違うところで言うと、例えばヨーロッパ

の文化には「エロティズム」がありますよね。

この「エロティズム」というのは作られたもの

ですが、日本語の「色気」というのは、西洋に

無いような価値観だと思うんです。「エレガン

ス」というのもヨーロッパ的な感覚なんですけ

れども、それと似たようなもので、日本には

「粋」というのがありますね。

それから作品ということでいうと、作品という

言葉自体がヨーロッパ的ですが、日本でいえば、

例えば床の間の中にある生け花だと思うんです。

誰が作ったのかわからない床の間に、誰が作っ

たのかわからない生け花。そこに聖なる何かが

来る。それは例えば庭からきた左右の光がパッ

とそこにあたる。もしかするとそれは、聖なる

神聖な光というような。なにか聖なることがそ

こにあるようでもあって。こういうものは、ヨ

ーロッパには無いです。あくまでも人が主体で

すね。

■二面性を持つ銀座

銀座の話をする時に、よく銀座はシャンゼリゼ

に似ていると言われるんですが、確かにそうい

うふうに作られたのかもしれませんけれど、で

も私は、銀座にはシャンゼリゼに無いような面

白い様相があると思うんです。それが、これま

でにも話した、いわゆる日本の独特の何かが残

っているということなんですが。それはまた職

人の世界でもあると思うんです。

以前、銀座のことを調べた時に、もともと銀座

は非常に汚い下町っぽい一つの道だった、とあ
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第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」 5

ったんです。今はこんなに立派なところになっ

ていますが、それでもやっぱり非常に下町的と

いうか、とても日本的な職人の世界の商売がま

だありますよね。例えば、手ぬぐいの専門店と

か、包丁とか、和紙とかのいろんな店が。こう

いう職人というのが、まずヨーロッパの都会に

はないんですね。コンパニオナージというのが

ありますけれども、それは、どっちかというと、

町を転々としながら、自分の芸を、自分の職を

育てていくというようなもので、アルチザンと

いう職人的な何かがあるというのは、シャンゼ

リゼのブルジョア文化にしたか私には映らない

んですね。そういうダブルアスペクト、いわゆ

る二面性のあるところが、新鮮なのかもしれま

せん。

もともと銀座がパイオニアと言われていたのは、

いわゆる西洋の文化の窓だったからだと思うん

ですけど、もう一つ、職人のいる下町に近いよ

うな銀座という面が私たち外国人にはあまり認

識されてませんね。しかしそれは古いヨーロッ

パ文化の窓によったかもしれません。今は、例

えば代官山といったもっと他の場所の方が、私

は今のヨーロッパのエスプリを感じますね。

■ヨーロッパ文化とサービス精神

いわゆるフランスのデラックスなブルジョア文

化のようなことを話す時、よくブティックの精

神とかサービスのことについて話すんですが、

フランスでは、お客様のことは「王様」という

んです。「お客様は、神様」とは決して言わな

いんです。しかし、最近はシャネルやディオー

ルも本当にサービスが悪くなったらしくて、友

達が「近所のスーパーと全然変わらない」と言

ってました。そういった点で私が日本に来て一

番に驚いたのは、どこへ行っても、小さなスー

パーへ行ってもサービスがすごくいいというこ

とですね。私は決してブルジョア出身じゃない

んですけれども、日本にいると、普通の生活を

しながらスーパーで買い物をしているだけでも

シャネルのブティックで買い物をしているよう

な気分になれるんです。これはきっと私だけで

はなくて、フランス人のほとんどみんながそう

思っていますよ。だからフランス人がいったん

日本に住んだら、この贅沢な気持ちを覚えてし

まって、なかなかフランスには戻れないんです

よ。「サービス精神」という言葉は、おそらく

日本特有のもので、フランス語には今ほとんど

無いんだと思いますね（笑）。

しかし、この「サービス精神」というのと「余

裕」とはまた別なものだと思うんです。「ゆと

り」と「サービス精神」も違うと思います。サ

ービス精神ばかりしていると、余裕が出て来な

くなって、ゆとりも無くなる。なぜかというと、

これは私の勝手な考えなんですけれども、余裕

が発生するためには「あげる」、つまり「して

あげること」だけではなくて、同じぐらい「も

らう」ということが必要だと思うんです。例え

ば、この報告書を読んで私も同感したところで、

昔、銀座のお店の人が、お店には何もなくて、

しかしお客さんが来たら、なんかちょっと話を

していったり、お客さんの好むようなものを出

してあげていた、というところ。これはやっぱ

り、お店の人が「してあげる」という気持ちだ

けではなくて、相手のことを聞く耳や、聞く心

という、聞く感性を持っていたんだと思うんで

す。私は、代官山のようなシックなところへ行

くと、どこか居心地が悪いんですよ。なぜ居心

地が悪いのかというと、サービス精神ばかりだ

から。一応、「お客さんは神様」なんですけれ

ども、あまりにも「神様」すぎて、なんか居心

地が悪い。向こうは商売としてやっているから、
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サービス精神はひとつのポーズでしかないんで

すよね。そうじゃなくて、私という知らない人

に会って、私という相手を歓迎する。そういう

風に知らない人から何かをもらうということ、

これがゆとりの世界だと思うんです。昔の日本

の文化には、これが日常的にあったんだと思い

ますが。

だから 30 年前の日本を知っていた外国人が、あ

の当時の日本では「小さなもの」が良かったと

いいますね。例えば、おばあさんが手で作った

「ワラジ」とか。私が昔、日本に来た時に、京

都とかでおみやげとして売られていたんです。

大原あたりで、おばあさんがわらじを作ってい

て、おみやげ屋さんにあったんです。それはす

ごく良かったんです。贅沢なものではなくて、

小さなもの。ところがその小さな小物の中に、

すごく大きな贅沢があったと思うんです。そう

いったシンプルな物の中にあった贅沢というの

が、もう今では、ほとんど見あたらなくなって。

おみやげの世界ではみんなプラスチック製品ば

かりですし。

■個の主張

個性の話に戻りますが。個性といえば「主張」

するということになって、つまり自分が「個性

的だ」というふうに常に見せなければいけなく

なる。これはご存じだと思うんですけれども、

もともとローマ時代に、握手をする意味という

のは、相手の袖口の中にナイフが隠されていな

いか調べるためだったそうです。つまり、ヨー

ロッパのコミュニケーションの基には、まず疑

いの精神があるんです。日本は逆で、まず信頼

しあう。私は日本に来た時に、そういった精神

にまず驚いたんですね。ヨーロッパ人の個性、

あの強い個性の裏には、常に「自分は悪い人で

はないよ」と主張しないと、まず認めてもらえ

ないというのがある。だから小さいときから、

常に「私はこういう人なんだ」と見せなければ

いけないんです。ところが、日本に来た時、最

初に「こんにちは」と挨拶したあと、私は癖と

して「私はこういう人間なんだ」と見せようと

すると、そんなのはいらないみたいで。なんか、

すごく単純に受け入れられるような感じで。

最初は、簡単に「受け入れられる」というのが、

けっこう居心地がよくて、とても気持ちが良か

ったんですけれども、そのうちに、こっちから

相手を受けることも、実はすごく居心地がいい

ということが、だんだんわかってきて。それで、

「受け入れること」と「あげる」ことのバラン

ス、これがちゃんとしていないと、じつは本物

の個性は出て来ないんじゃないのかなと思うよ

うになって。そうなると、もうそんなに自分を

主張しなくてもよくなったんです。そして、た

ぶん今私は最悪の消費者になっていると思うん

です。つまり、物は買わない、いらない、なん

にもいらなくなるんです。もう貰うことだけで

気持ちがいいというか。今では、空気を吸って、

ちょっとのことだけで喜ぶようになりましたね。

特に子供が産まれたあとは、一種のあきらめと

いうか、余裕というのも加わって（笑）。

それで、さきほど話していた「素直な裸の個性」

というのも、昔の日本人がもっていた謙遜する

心とか、非常にモデストであるということから

は生まれてくるものじゃないかなと思います。

■「自由」にこだわるフランス

今ヨーロッパは、ひとつの行き止まりにきてい

ると思うんですけど、その理由のひとつは自由

だと思うんです。自由といえば、フランス人ほ
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ど自由にこだわっている文化はいないんじゃな

いかな。何かあるんだと思うんですけど、でも

やっぱりそれに限界がきてますね。自由という

のはひとつの大きな限界をもつ概念なんです。

それは壁がなかったら、不自由がなかったら、

自由はないということで。

フランスがどのくらいこの「自由」にこだわっ

ているかというと。フランスでは今、日本をい

ろいろと紹介する１年ということで、いろんな

催しをやっていますが、その後、日本で来年の

５月から１年間、フランス・イン・ジャパンと

いうフェスティバルのようなものをやるらしい

んです。その時の文化的なイベントは、フラン

スからくるものとして、ドラクロアの「リベラ

ティー」、自由の女神が大衆を案内するという

有名な絵がありますよね。それともう一つ、パ

リのセーヌ河のある島にある「自由の女神」、

これも来るらしいんです。このことを聞いた時、

私は「いやー、ダサイ。本当にフランスはおく

れているな」と、思いましたね（笑）。もう何

だか、コロニアリズム、植民地的。「私たちは

自由を知っている」、「自由の概念」「自由」

を知っているから、これをシンボルとして持っ

てくるんですけれども、「はい、さぁどうぞ」

みたいな感覚で、すごく腹が立ちますよ。この

ぐらいの莫大なお金を持っていたら、もっと他

に使い道があると思いますが。フランスがそこ

まで自由にこだわっているといることは、もう、

おかしいとしか思えないですよね。フランスが

自由の国であるということや、自由を大事にし

たということ、「自由・博愛・愛」の国だとい

うことは、もう誰でも知っていることなのに、

まだこだわっている。つまり「個人」という概

念にこだわっていると思います。そしてそれを

越えることができずにいて、限界にきていると

私はみています。

■日本における「生」の意味

日本では、もともと「自由」という言葉には「わ

がまま」という意味が含まれていたんですけれ

ど、明治の時、中江兆民がルソーの『社会契約

論』を翻訳した時に「自由」という言葉を使っ

てしまった。これ、ミス翻訳だと思うんです。

やっぱり「自由」には、もっと「遊ぶ」という

意味を使った方がよかったと思うんです。つま

りフランス人にとっての自由の中には、楽しさ

が入っていますが、日本の自由のなかには楽し

さなんか入っていない。居心地の悪さしか入っ

ていないと思うんです。でもその自由とは何な

のか、ってずっと考えて来て、その限界を感じ

たときに何が見えてきたかというと、これは錯

覚でもあるんですけれども、その時「愛」が見

えて来たんです。「愛」というのは他人の世界

だと思うんです。その他人の「愛」の方が、底

がないようなテーマであって、「自由」という

と、少し単純に言えば実存のレベル、実存的な

次元での話で「愛」というか「他人」という方

が、まさに「生きてる」次元のものだと思うん

です。

日本は「生」を実感するという意味で、その答

えを持っていると思うんです。もう少し簡単に

いえば、私はヨーロッパ人として自分のことを

考えると、やっぱり背景にはキリスト教文化と

いうのがあると思うんです。これはどうしても

見逃せない問題というかテーマであって、そこ

には地獄と天国が存在するんですが、それは自

分のいるところとは違うところに何か別な世界

があるということなんです。だから、たぶん欧

米人はみんないつも、「じゃあ、見てみよう、

行こう、行こうじゃないか」と、こことは違う

所に行こうとすると思うんです。これが自分の
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中にある一つの動機というか、とにかく見に行

きたいという感じで。悪く言えば、そこでコロ

ニアリズムが発生するんですけれども。そして

おそらくそのコロニアリズムのもとで、よく言

えばビジョンが育つことでもあると思うんです。

日本は、そういう精神界が自分の外にあるので

はなく、自分の中にあると思うんです。だから

率直に言えば、日本人はきっと動かないで、じ

っとしていても満足できるんじゃないかな、と

想像するんです。私たちは、じっとしていて満

足するというようなことはないと思います。常

に外で何かを作っていかないと気がすまないん

です。ところが、日本では非常にストイシズム

といいますか、じっとしていて生きている実感

がある。西洋人は、動くことで生きる実感があ

る。そのことが、とても大きな差じゃないかな

と思ったりします。もしそうだとすれば、結局、

言葉や概念で自分の中でその「生」を実感する

時に、それを表現する必要は無いんですね。だ

から、日本では、いろんな表現や概念が生まれ

にくいんじゃないかなと、思ったりします。

ジャーナリズムの世界では、もう十何年ぐらい

前から言われていることなんですが、「日本は

いいものを持っている、けれども、それを表現

しなければいけない」と。ところが、日本人に

とって表現するということは、つまり概念とい

う「箱」を作ることは、もしかしてものすごく

難しいことじゃないかなと。

端山さんはヨーロッパを見て「ヨーロッパでは

300 年ぐらいの規模でプランをたてる」という

ふうに、おっしゃっていますけど、日本では今

こういうことはとてもできないことなんですね。

まあ徳川家康の時代だったら、それもできたか

もしれませんけれども。私は、あの江戸時代の

徳川家康のことは研究していないので、どうい

う心理状態、精神状態だったのかはわからない

んですけれど、でもきっと今の日本人とは違う

精神状態だったのではないでしょうか。もしか

して西洋人に近い人だったかもしれません。も

ちろん権限も違っていたと思うし、徳川家康だ

とフランスの大統領と同じくらいに圧倒的な権

限を持っていたと思うから。その圧倒的な権限

を持っていれば、人が何をいっても勝手に町を

作れると思いますね。今、そういった権限を持

っているような政治家はもう日本にはいないで

すね。

日本人は、おそらく「実存のレベル」よりも、

自分の中に「生」の感覚があって、歴史の中で

「生きていく」のではなく、もっと大きな時間

の、宇宙の中で「生きている」という感覚があ

るんでしょうね。だから「仕方がない」という

ような表現が出てくるんだと思うんです。フラ

ンス人は「仕方がない」とは決して使いません。

「仕方がなくないよ、自分で何かしないと」と。

例えば、一つの建物がなくなると日本人はよく

「ああ、仕方がない」といいますが、フランス

人は「仕方がない」と聞くと怒るんですよ。物

を作ったり、守ったりするのは、生きている間

にしかできないことで、自分が死んだあとには、

もう自分がいないから、何もできないんだと。

だから「自由」というのは、生まれた時と死ぬ

時の間の自由なんです。そのふたつの「壁」の

間での「自由」なんです。非常に「生」や「死」

を気にするんです。

ある日パリで、ある絵描きとある詩人と私が、

たまたま３人でいて。２人は、私よりとても年

輩だったし、私がじっと話を聞いていただけな

んですけれども。その時、彼らは「物事の死」

について話していて。例えば音楽というジャン

ルの中にクラシック音楽がありますが、このク
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ラシック音楽というジャンルは、守ってあげな

ければ死んでしまうだろうと。その「死んでし

まう、だから何とかしなきゃいけないな」とい

う風に考えるところが、私にとってとても以外

だったと同時に新鮮で、これはヨーロッパ人的

な発想だなと思ったんです。常に努力しなけれ

ばいけない、というのはまさにヨーロッパ人の

発想なんです。

■銀座のビジョン

そういうヨーロッパの影響を受けた存在として

銀座を考えていくとしたら、おそらくこれから

の銀座の大きなビジョンを持つのは無理だと思

うんです。むしろ日本的な、つまりヨーロッパ

にはないような、日本人にしかできないような

生かし方というのがあると思うんです。

よく日本のインテリが「ビジョンを持たなけれ

ばいけない」と言いますが、私からみると、も

ともと日本人がビジョンを持つというのは、無

理だと思って出発した方がいいんじゃないかと

思うんです。なぜかというと、ビジョンを持つ

とか、さきほど話した「個性的」なことととか

「オリジナリティー」という言葉は、あくまで

も外国語であって、そういうヨーロッパからき

た概念をそのまま日本で使って、何かをしよう

としても、もうそんな時代じゃないんじゃない

かと。

むしろ、逆に私たちでは想像できないような何

かを、教えてもらいたいと思いますね。つまり、

英国の鏡である日本というのではなくて、例え

ば歌舞伎とか能とかを見た方が、現代バレーを

みるより、当然驚きますよね。でもまだ今の日

本には、そういう明治以降の日本というのが、

深いところで続いてるなと思います。まだまだ

現代の日本人、一人一人の意識の中に、そうい

う錯覚があるような気がします。だから、まだ

表現されていない日本文化の独特の何かを表現

していけば、けっこう面白いことがあるんじゃ

ないかなと。

銀座に関して言えば、さきほども話したように、

銀座は多分特に若い層からは、もうそれほど憧

れられているような街ではないという風に思う

んですね。確かにこの辺に来ると、けっこう年

輩の方がいますけど、それは田舎から来た人が、

地元の銀座と本物の銀座を比較しよう、みたい

な気持ちだったり、ある種のノスタルジーだっ

たり。また、少し悪く言えば「成金趣味」で、

銀座の非常に贅沢なお店に入ったりするとかと

いう気持ちで来ているのかもしれないと。でも

もう本物の余裕とか本物の贅沢というものは、

銀座ではなくどこか違うところにあるような気

がするんです。例えばこの報告書の中にも出て

いた昔のお店のあり方とかも、サービス精神と

いう「余裕の世界」「ゆとりの世界」のあるお

店は、銀座にはほとんど無いんじゃないかな。

今、私はたまたまというか、仕方なく外国人と

して住んでいるので、そういった観点からみて

考えたんですけど。憧れの的としての銀座でな

くなってきているとしたら、これからの銀座は、

できれば日本特有の、もうほとんど死んでしま

ったような日本の文化の窓になればいいな、と

思ってます。

最近、わりといろんな地方で流行っていたみた

いですけれども、例えば伊勢の町を再現させる

みたいなことが。観光の町としては、まあそれ

もいいと思うんですけれども、そんな時、建物

の形を、ただそのファサードだけを再現するの

ではなくて。
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■職人の世界

今の日本には、特に職人がいなくなってますよ

ね。いつだったか、伊豆のあるところにかわい

い美術館があって、そこの壁があまりに滑らか

だったので、触ってみたら、こんな感触は生ま

れて初めてだったんです。話を聞いたらそれは

「漆喰」だったんです。その漆喰の技術を持っ

ている人は、もう九州に数人いるだけらしくて。

そこも、その九州の人を伊豆に２、３ヶ月間滞

在させて、全部漆喰の壁にしてもらったと聞き

ました。先ほどお話した大正時代の家も釘を使

わない建築らしくて、今作ろうと思ったら、も

う無理なんだそうです。

そういう「もの」を作る職人、その職人の世界

が日本の文化を支えてきたんだと私は思うんで

す。職人の世界というのは、作られた個性では

ない別の個性を持っていたはずで、これはアー

ティストつまり「私が作ったよ」「私が作った

んだぞ」というような、作られた個性、作られ

た世界ではないと思うんです。昔のヨーロッパ

にも、そういう誰が作ったのかわからないよう

な素晴らしい職人の世界があったと思うんです

けれども、もう今ではほとんど無くなってしま

っていますね。

ですから例えば、銀座のある一つの道で、そう

いう職人の店をすべて再現させてみるとか。能

の面を作る人とか、刀鍛冶とか、お豆腐作りと

か。そこには本物の贅沢、徹底的な贅沢がある

と思うんですけど。東京の佃煮で今一番おいし

い佃煮というのは、これ江戸料理のシェフから

聞いた話なので間違いないと思うんですけど、

つまり今の佃島の佃煮ではなくて、なんとかと

いう橋のところにある一軒家の小さな所の職人

さんが作っている佃煮だそうで、もうその一軒

だけだそうです。

そういうものはもっと普及してほしいと思うの

で、町のはずれにあるのではなくて、そういう

ものは銀座という、本当の贅沢を求めている所

には、意識的にお店を持ってもいいんじゃない

かなと。しかしまだ銀座は高いですね。ヨーロ

ッパではどこの国にも、大きなメーカーが、一

つの大きな建物の中に店舗をいくつか持ってい

て、そこにアルティザナが、一つのフォルクロ

ールとして存在しているような所があるんです。

そのような私たちの生活の中に入っていて、な

おかつ、人間がこの地球に生まれてきて、ずっ

と何千年の歴史の結果にあるものとして、超贅

沢なものとして、存在するようなものがあって

もいいんじゃないのかなと思いますね。ただフ

ォルクロールというのは、観光をあてにしてい

るようなもので、わりと市に近いアルチザンな

んですけれども、そういうものではなくて、本

当に最高の技術を見せるというところとして。

みんなの日常を贅沢するためにね。

■「ファンテジー」のない銀座

あと最近私が銀座にあまり来なくなった理由の

一つに、銀座は子供を連れてくるようなところ

ではない、というのがあります。私の娘を、わ

りとあちこちに連れていくんですけれども、ど

うも銀座にはあまり活気を感じないというか、

生き生きしていないので、きっと子供は退屈す

ると思うんですね。昔 30 年くらい前に「銀座は

東京の中でいちばん生き生きした盛り場だっ

た」というふうに言われていて、私もそういう

ふうに思ったんですけれども。

盛り場というのは、あらゆる物があって、非常

に生き生きしているものだと思うんですけれど
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も、銀座には、フランス語でいう「ファンテジ

ー」がないんです。「ファンテジー」とは、フ

ァンタジーに近い言葉で、オリジナイリティー

とファンタジーの合いの子みたいな言葉です。

このいわゆる、ちょっとおかしい、面白い、独

特、とかそういうった言葉なんですけれども、

日本語ではちょうどあてはまる言葉が見つから

ないんですが、銀座はそういうファンテジーの

ない盛り場になってしまったという風にも感じ

るんです。

それで、これはその時の私の結論なんですけれ

ども、それはマリオンとか、大きなデパートが

現れてきたせいじゃないかと思うんです。あそ

こには偽物の文化を持って来ているだけで、消

費文化だけじゃなくて、その文化そのものもア

ート・イベントになっている。これはひとつの

形、フレームの中に入っている文化というアー

トであって、自然発生的なアートではないです。

つまりストリート文化からは一番遠いものです。

もともと私の認識では、銀座はやっぱりストリ

ート文化だった。いろんな工房があり、いろん

な所から若者たちも来ていたし、インテリ階層

も来ていた。とにかくいろんな方面から、いろ

んな人が集まっていて、非常に活気があって生

き生きしていた。憧れだけじゃなくて、おそら

く街の持っている、田舎に無いような緊張感と

いうのが銀座にはあった。その緊張感が無くな

って、街は少しずつ死んで行っているのではな

いでしょうか。

実は、私が世界で一番嫌いなのはフランスの日

曜日なんです。フランスの日曜日には全ての店

が閉まっているんです。特に小さい子供という

のは、常に生きていて、常に動いているんです

が、その自分の中の動きと同じように、外でも

動かないとなんか居心地が悪くて、もうそこに

はいられない。そういう不動のフランスには、

あまり帰りたいとは思いません。いまだに日曜

日のデパートを開けよう、という動きがあるら

しいですが、大反対がおこって「とんでもない、

フランス人はなぜ生きているかというと、バカ

ンス、つまり休むために生きている」と。特に

日曜日には絶対仕事はしません。そういったフ

ランスの日曜日を、銀座でも少し感じるんです。

どこかでスタティックというか、何か止まって

いるような。渋谷とか新宿と比べて、動きが違

いますね。

最後に、先ほども話した日本にはもう無くなっ

てしまった、最高の余裕のところとか、粋とか

色気とか、そういったことをこの銀座で再現す

れば、おそらく人は来るんじゃないかなと思う

んです。例えば、エロティズムを、色気を本当

に感じさせているようなお店があったら、すご

く受けそうじゃないですか。もちろん銀座のバ

ーも、その一つだと思いますが、もっと風俗的

なところも何らかの形できっと必要なんだと思

いますね。

■日本における「空間」の価値

以前、私はフランスのリベラシオンの特派員だ

ったので、当時、朝日新聞の 11 階にあったＡＦ

Ｐ通信の場所を借りて、そこで記事を書いて送

っていたんです。フランスとの時差もあって、

取材はだいたい６時とか８時頃までにして、そ

れからＡＦＰ通信の人たちがいなくなったあと、

11 時頃とか 12 時頃から、朝の４時頃まで仕事

をしていましたね。そうするとちょうど向こう

の入稿の時間と合うんです。それで、その後４

時頃から築地でお寿司を食べて家に帰りました

（笑）。あと買い物や映画館にもよく行ってま

したね。その頃はどこも広々していましたね。
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その「広々」を感じていて楽しんでいました。

日本人にはもうマイホームは買えなくなってき

て、日常的な商品にお金をかけるようになって

きたと思うんです。それで 80 年代の後半から、

多分イッセイ・ミヤケとかあの辺のファッショ

ン感覚の影響があったんじゃないかと思うんで

すけれども、わりとお店がからっぽになった時

代があって。コム・デ・ギャルソンとか、パル

コの４階とか５階ぐらいに行くと、大きな空間

があって他には何もないんです。そこで何を感

じたかというと、日本人は自分の家の中に作れ

ない空間をデパートが代わりに作ってあげてい

るのか、と。これは私流に言えば、偽物の余裕。

フランスの車のことを取材していた時にも、

「日本人は家の中はごちゃごちゃしているから、

自分の車をサロンとして使っている」と言って

いる人がいました。これをフランス人に言うと、

もう、みんなびっくりしますよ。みんな車は実

用車として使っているので。私の車なんかまさ

にフランス人の車です、とにかくデコボコで、

もうどこをぶつけても平気。車は走ればいいと

思っているので。サロンというのは、やっぱり

家の中に欲しいものですよね。日本では、何も

ないような空間、整備された空間というのは家

の中には無理なので、だから他のいろんな所で

求めているみたいにみえますね。日本の事務所

に行くと、それはごちゃごちゃしていてびっく

りしますね（笑）。そんな風にどこに行っても

ごちゃごちゃしている。だから町の美しさとい

うのを日本人は、余計なものがないというとこ

ろに美しさを感じているんじゃないかな、と思

ったり。

たしかに銀座でもそれは感じますが、デパート

とか喫茶店の中で感じるようになってきた時に、

盛り場としての銀座のライバルというのは、渋

谷とか新宿という街ではなくて、室内の空間な

のではないかと思いましたね。つまり、スペー

ス的な余裕がわりとあちこちに発生してきたか

ら、それらを集めたら銀座と同じくらいの面積

になるかもしれない。それは、何もない「きれ

いな面積」。もしかしたらこれが銀座にとって、

一番のライバルになるかもしれない。

（講演終了）

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

－全体議論より－

■日本人と計画

前田／ 地域計画をやっているものとして、お話

のなかの「日本人にはビジョンをつくることが

できない」という部分は、もしそうだとしたら、

かなりつらいものがあります。とはいえ、非常

に鋭く日本を観察してもらっていると思いまし

た。

もともと私は、大学では建築を専攻していたん

ですが、どうも建築というものの中に性が合わ

ない部分を感じていたのですが、先ほどのお話

を聞いて、その違和感は日本人本来の性格から

来ていたのかなと思いましたね。もともと西欧

的職能であるアーキテクト（建築家）というの

は、「俺が、俺」と、無理してでも自己主張し

なければいけないわけで、それがどうも性に合

わないところがあるわけです。 もちろん、そう

でないタイプのアーキテクトもいますが。
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そこへいくと、地域計画とか都市計画というの

は、住んでいる人たちの話を聞きながら、「成

り行き」でつくっていくところがあります。「成

り行き」というのはすごく日本的な言葉ですが、

反対に「こうでなければいけない」と人に押し

つける立場にいるのがアーキテクトなんだと思

います。地域計画というのはブロセスがすごく

大切で、仮説として「こうでなければいけない」

とか、「こういうふうにした方が、いいんじや

ないですか」とは言うんですが、全くその通り

にはならないんです。結局、住んでいる人達や、

関わりのある様々な主体がいろんなことを言い

あって、その中で、じわじわと合意や計画が自

然にできていくんです。

最近欧米で、プロセス・デザインという考え方

が重視されていると新聞紙上で読みました。最

終的な目標像を示そうとするグランド・デザイ

ンではなく、合意形成の仕方やそれに対応でき

るフレキシビリティの確保を計画に入れるブロ

セス・デザインの考え方は、すごく日本的な考

え方ではないかと思います。そのような意味で、

「日本人的なビジョンの作り方」はあると思い

たいですね。

ブレ／ 私も少し取材したことがあるんですが、

例えばひとつの町であるものを建設する時に、

その下に流れている川を残すとか、木を残した

りとか。もっと本当に、人間と宇宙がうまく共

存できるような角度を考えている。そういうの

は大きな「ビジョン」としてではなく、もっと

直接的に。今、ＮＴＴがやろうとしている、Ｎ

ＴＴマルチ・メジャー開発でやろうとしている

ソーラーシステム。これは、いろんな建物の上

にソーラーシステムパネルを作って、それを全

部関連させて、リンクさせて、ひとつの分散型

発電所を作ろうじゃないかという構想で、これ

は聞いてて面白いと思いますね。人間の持つ一

人一人のつながりを大事にして、一緒に大きな

ことを作るという。だから、分散型発電所とい

うのが実現したら、面白いなと思うんですけど

ね。

長澤／ さきほど塔の話が出ましたが、建築の話

でいうと日本には「五重の塔」とか、「三重の

塔」というものがあります。その真ん中には「心

柱」というものがあるんです。以前それについ

て、いくつもの塔を調べたことがありますが、

その心柱の下の一番中心にある柱は、地面に着

いてないんですよ。ヨーロッパで塔を建てる時

には、まぁバベルの塔は違うとしても、しっか

り積んでいくのが普通じゃないですか。それが

日本の場合は木と木を組み合わせていって、そ

れを「斗きょう」というんですが、バランスを

とりながら組み合わせていくんです。重構造だ

から揺れても大丈夫なんですが、真ん中の柱は

分銅の役割のようなもので、ぶらぶらと浮いて

いるんですよ。

これがすごく日本人の考え方にも似ていると思

うんです。もちろん、心柱は象徴というよりは、

構造的に必要なものなんですが、なんていうの

か、真ん中に１本しっかりした中心があって筋

を通しつつ、そこから物事を派生させてながら

物事を決めていっているというようなところが。

組織体は、維持しているというよりも、細かい

メンバーをたくさん組み合わせていて、そこに

一見中心がありそうにみえながらも、実はそん

なに確固としたものがあるわけではなくて、細

かいメンバーでそれを支えているだけというか。

そういう風に、同じ塔を作るのでも、そういう

方式で日本人は作っているんですよ。これと似

たような塔は、中国にもあるんですが仕組みは

違うんですよね。
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ブレ／ そういうところでも、日本人はものすご

い実際的、プラマティックだと思いますね。

そのプラマティズムというのは、物が作られる

時に、何て言いますか、素材の規則というのか、

あるいは素材を大事にする、無駄をしないとい

うところなんか。その実際的、プラマティック

であって、素材を無駄にしないことで、きっと、

今、私たちにはわからないような理由があった

としか思えないの。だから、おっしゃっている

日本人に似ていることはよくわかるんですけれ

ども、でも、もともと千何百年前に、こういう

ふうに作られたというのは、きっと理由があっ

たと思う。それが知りたいですね（笑）。

■職人の町としてのイメージ作り

長谷川／ 以前、長澤さんが研究会の中で「銀座

にも物を作っている所があったが、それがだん

だん無くなって来た」「場合によっては作るふ

りでもいいから、作っているというようなこと

をするだけでも、だいぶ違うんじゃないか」と

いうようなお話がありましたが、コリーヌ・ブ

レさんもやはり銀座のこれからのイメージとし

て、職人にこだわり「作る」ということにこだ

わったらどうかというお話がありまして、そこ

と大変呼応する部分があるんですが、職人の町

として銀座を作り変えていったらどうかという

提言についてはいかがでしょうか。

長澤／ 物を作ると言っても、いろいろな物のあ

り方がありまして。いわゆる今の日本の伝統的

な工芸美術品であるものを再現するような地域

はたくさんあるけれども、それではダメだと聞

いてます。もっとモダナイズして、今風という

か。たぶん銀座が流行った頃というのも、今よ

りずっと洋風に憧れたり、文化生活だったりす

るようなところに憧れていたんでしょうね。そ

ういう風に、ある技術と素材を持ってきて、モ

ダンにアレンジメントしてみるといいんじゃな

いでしょうか。たとえそれが現地に行けば１万

円分のものだとしても、ここではもう少し

「High」でいいんです。日本人は高価というこ

とはわかるけど、高級という概念はわかりませ

んから（笑）。そういうような意味では再現し

たらいいと思うけれども。

例えばテーマパークなんか調べても実際にやる

芸以外だと、やっぱり作って見せる見せ物が一

番面白いですね。見せ物といえば、他にもお祭

りとか、金魚すくいとかいろいろありますけれ

ども、あれは、お金と等価交換なんです。しん

粉細工とかも、案外あれでうけるらしいですね。

例えば、ドイツのテーマパークがありますけれ

ども、そこも作ってくれる。ハウステンボスで

も作る、パンも焼く。そういうのを見るのは、

実はすごく面白いと思うんです。京都の町屋と

いうものは、玄関を入ったところを店と呼ぶん

だけれども、そこの土間のところではなく、格

子戸のところでなにかいろいろとやっていた。

そういった仕組みそのものは決して楽しみの装

置ではないんですよね。

だから、ただ持ってこられて、運ばれてきただ

けの市場にするのではおもしろくないですよね。

市場のなかで、やっぱり一番行ってみたいとい

うのは、買いたいということと、あとはたぶん

食べに行くということ。そういう意味で、実際

には演じることのない町というのはつまらない

という気がするんですよね。

もうひとつ言えることで、例えば、銀座に木村

屋というパン屋がありますが、あそこは上でパ

ンを焼いているわけですよね。それで、銀座で

焼くパンというのは、すごく高いんだろうなと
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思うんですけど、でもこれって、やっぱり、そ

ういうモノが「運ばれてきている」ということ

に対して、日本人がいやになってきちゃったと

いうことなんですよね。

例えば「こけし」というのは、本来全国各地の

悲しい思い出というのが中にあるんだけれども、

ほんどの「土産こけし」には、そういう意味は

無いわけですよ。駅なんかで売っている「なん

とかクッキー」も同じで、実はみんな同じとこ

ろで作っていたりするわけですよ。ワインの産

地では全部隣からタンクで買ってくるわけ。

「静岡のお茶」も鹿児島から来たりしているわ

けですよ。そういうことがみんな情報化時代で

わかっちゃったから、みんな「作っているとこ

ろに行きたい」となってきたわけです（笑）。

そうなってくると、たぶんひょっとしたら、佃

煮というのも、どっかに大量に発注していて、

その中で一次加工したやつを持ってきて、もう

一回煮たフリをしているだけかもしれないし。

ディズニーランドでやるというのは、意外とそ

ういうことなのかもしれなくて。でも、みんな

はやっぱり、本当にそこで作ったものをそのま

ま欲しいということだと思うんですね。

だから僕は、フランスのブランド物の人たちっ

て、わりとずるいと思うんです。例えば、一つ

のケースとして、アウト・ドーレの工場で職人

さんがケリーバックを一つ一つ作っている行程

を見せたりしてるけど、あれはあくまでも見せ

物用に作るのであって、郊外にいったら工場で

ワーッと作っているわけですよね。でも、そう

いう意味で考えると、まぁそれが、すごい価値

を生むわけで、そこで作られた価値が大量にあ

る部分であり、価値であるということでもある

んでしょうね。

だから、銀座はむしろ、もう少し生産基地であ

ってほしいと思うんですね。価値の生産基地で

あって、それが評価される物の生産基地ではな

くて。今、ここに１個だけ、もう何百万円で作

っているという装置がある。そういうふうなこ

とを期待しますね。

ブレ／ つまりそれを一言で言ったら、「本物」

ということですよね。フォルクロール、日本語

でいうと民芸品。そういった物ではなくて、本

物の職人が作ったもの。例えば、モロッコのフ

ェズの町に行くと道の両側に延々と作っている

人達がいますけど、それはみんな本物の職人ば

かりで、見せ物なんかじゃないんです。それで

生活をしているので、ここにはやっぱりすごい

活気がありますよ。

だから、この銀座にもフェズみたいな迷路があ

ればいいんじゃないかと思います。何か工夫し

たら、似たようなものが作れるかもしれない。

そういった本物の「エレガンス」とか、「本物

の粋」、「本物の色気」「本物のアート」。

■空間感とライフスタイル

ブレ／ さきほどお話した大正時代の家ですが、

ここに入った日本人は、「気持ち悪い」と言う

んですよね。これは、小さい時から都会で育っ

た人には、自分の中に余裕の空間が無いという

ことなんじゃないでしょうか。こじんまりした

というか、小さな空間でないと生きられない、

生活できないということみたいです。その点、

田舎で育った人は、いわゆる「空間」に慣れて

いて、むしろその「間」の感覚がないと住めな

いという。これは決定的なことだと思いますね。

長澤／ 田舎というのは基本的に、家の周りに家

以上の空間がいっぱいあるんですよね。田圃と
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か、畑とかね。そうすると家というのは、それ

だけだと少し狭い世界なんですよ。ところが、

都会で今、僕が暮らしているところなんかでも、

家の中の方が広いんです。庭なんかすごく狭い

しね。むしろ、家の中の方が部屋と部屋の間に、

距離があって。隣の家なんか窓とかから握手が

できたりとかね（笑）。だからつまり壁と、そ

の外との関係がそれぞれ違うんですよね。そう

いう考えからいくと、やっぱりなんていうのか、

空間感覚というのが全然違ってきてもしょうが

ないというか。

それでもう一つ、田舎の人から聞いてびっくり

したのは、要するに鍵を持たないということ。

僕は今、山形で教えているんですけれども、僕

らは、外出するのに鍵を持ちますよね。ところ

が山形の家というのは、窓から鍵をかけるだけ

なんですよ。そうなると外からは開けられない

んですよね。帰りが遅くなった学生は、家族が

寝ちゃうと家に入れなくなっちゃうんです

（笑）。それで、彼らは授業に出るの遅いから、

塀をよじ登って、自分の部屋の鍵だけを開けと

くんだそうですよ。そうやって２階から入らな

いと、家に入れない。そういうことから考えて

みても、彼らは「内側を確保する」という感覚

があるのであって、何ていうのかインテリアと

エクステリアの感覚の違い、が誤解を招いてい

るような気もしますね。

ブレ／ ねずみを取りにくるあるねずみ取り屋

さんから聞いた話ですが、昔の家の２階の天井

と屋根の間には、人間が１人立てる位のスペー

スがあるんだそうです。また同じように１階と

２階の間にもすごいスペースがあって。畳を上

げても、ものすごいスペースがあるんだそうで

す。

そこで思ったのは、その家では目に見えない「ス

ペース」に囲まれていることになるんだなとい

うことです。これって、今の文化には無いよう

な、すごい余裕ですよね。それに、もちろん庭

が大きくて外も大きい。だからこの「スペース」

に、都会で普通に生まれ育った日本人が会うと、

もうどう動けばいいかわからないみたい。でも

その点ヨーロッパ人は平気みたい。この間もそ

こに２メートルくらいの身長がある３人のセネ

ガル人のミュージシャンが来たんですけど、彼

らは、その家の中でも堂々と歩くんです。全く

驚かない。おそらく、たとえそれがミニチュア

であったとしても、自分の中にある空間と同じ

ようなスケールがあれば、きっと何事にも驚か

ないんだと思いましたね。

■ヨーロッパの窓としての銀座

三枝／ 私は、これまでにも外国の人が銀座を見

て、どういうコメントを残しているのか、とい

うことに大変興味をもっていまして、まだデー

タは不十分なんですが、気にして調べているん

です。

だいたい、盛り場として銀座が有名になってき

たのは明治の始めぐらいで、130 年ぐらい前で

す。ちょうどその頃、外国人が多く来るように

なったんですね。それでも、一人として誉めた

人はいないんですね。日本が好きで、「日本」

を誉める外国の人はいっぱいいますが、「銀

座」を誉めた人というのは、今まで調べた範囲

では一人もいないです。

しかしそれはある意味では当然なんですよね。

つまり、コリーヌ・ブレさんがおっしゃったよ

うに銀座はヨーロッパの真似から出発していま

すから、ヨーロッパから来た人が、日本にある

ヨーロッパみたいなものを見ても、ちっとも面
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白くもないわけです。しかし明治時代の文化と

いえばヨーロッパ文化と合体した頃なわけで、

当時の日本人にとっては、それが非常に斬新だ

ったということなんです。また、日本はヨーロ

ッパ文化をそのままでは受け入れられなくて、

それを日本的に作り替えていったんです。その

仕方というのがあって、それらはヨーロッパの

人から見ると非常に奇妙な形に映ったとは思い

ますね。

それが 130 年の間でずいぶん変わってきたわけ

で、それを日本的にどうやって使いこなすか、

住みこなすかというのが、銀座の最大のテーマ

であり、また現代日本の象徴でもあるんだろう

と思います。

だから、さきほどコリーヌさんがヨーロッパを

感じるのは今や銀座ではなくて、代官山だとお

っしゃったのは、まさにその通りで、当然なん

です。いかに「ヨーロッパ的じゃないヨーロッ

パ」を作るか、というのが銀座のテーマだった

わけですから。そしてその両義的な、懐疑的な

というか、ある意味では、ねじれて歪んでるん

ですけれども、銀座の好きな人というのは、そ

の辺りのヨーロッパの文化を日本的に、みごと

にねじ曲げて同化させて我慢できる形にしてい

ったところが好きなわけで。そこに、日本人の

アイディアや文化を加えていったという面白さ

が銀座だと、そこが銀座の良さなんだと思って

いるんです。しかしヨーロッパの人で、たんに

旅行者として見聞的に来た人には、その面白さ

っていうのはなかなかわかって頂けないという

か、理解しにくい。だけど銀座の人間に言わせ

ると、そこが銀座の良さなんだ、130 年かかっ

てねじ曲げてきた面白さっていうのがあるはず

なんだと。

ブレ／ 昔はそれができたと思いますね。つまり

昔は、といってもつい数年くらいまでは、まだ

外国と日本には時間的なズレがあって。でも、

今はもうリアルタイムですからね。

三枝／ そういうやり方が完全に行き詰まって

いるということも事実で、だからこそ、これか

ら銀座はどうするのかという話がでてくるんだ

と思うんです。

ブレ／ 例えば銀座に、今パリで一番流行ってい

るものを持ってくるとしたら、半年先に持って

くるのではなくて、同時に持ってくるとか。道

でファッションショーをやるとか。それもパリ

とリアルタイムでファッションショーを同時に

やるとかね。

■「銀座まつり」について

ブレ／ あの「銀座まつり」というのは、どうい

うものですか？

石丸／ あれはもう 30 年くらい続いているもの

です。もともとは、終戦直後の東京の人口が 200

万だった時、銀座は唯一の盛り場だったんです。

ところが、朝鮮戦争で東京の人口は 500 万にな

り、東京オリンピックで 1 千万を越し、現座は

1 千 200 万台ですか。そうなってみれば、盛り

場も新宿や渋谷、池袋とできてしまって。

その時、「銀座はベスト１なんだ」というのを、

見せなければいけない、といって始まったのが

銀座まつりの始まりなんです。戦後、新しく東

京に入ってきた人たちに向かって「銀座はどで

かいことが、できるんだよ」という、そういう

イメージを与えるために始めた、というのがま

ぁ本音の動機でしょうか。

そうして確かにはじめは、みなさん「銀座はす
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ごい」と言って下さったんですけれども、やは

りこれも神社の祭礼と同じですから、ただの「祭

り」になってしまって。そうなると、やってい

る方もだんだん深刻になってきてしまって

（笑）。それでも、やはり 10 月のあの時期にな

ると、多少は活気というのが銀座に出ているよ

うな気はしてますけど。

ブレ／ そうなると、銀座の未来は「ものすごく

ノスタルジーを感じさせる」ようなことをやる

か、もしくは「ものすごい大胆不敵なことをや

るのか」のどちらかなんでしょうね。例えばア

ルベールビルの開会式のときに振り付けをやっ

たフランス人がいますよね。あれは、オリンピ

ックの開会式の中でも、今までで一番大胆なも

ので、それはもう、みんなびっくりしましたよ

ね。だから、ああいった人を呼んできて「銀座

まつり」の演出を頼むとか、というのはどうで

しょうか。

■「アルチザン」の街としてのあり方

荒井／ 最初の方のお話でフランス人の「個性」

や「個」についてのお話がありましたが、その

時、「個」というコンセプトは「ブルジョワジ

ー」であって、その対極に「アルチザン」があ

るというお話がありました。そこから一つ、こ

れからの銀座のあり方として「アルチザン」と

いうことも考えてみればということでしたが、

そうしたことを考えた時、例えば、今ヨーロッ

パなりフランス、あるいはイギリス、ドイツに

「アルチザン」というのはいるんだろうか。ア

ルチザンをコンセプトにしたようなことは現実

に行われているんだろうか。あるいは、ヨーロ

ッパの人たちは、そういうことに対する可能性

を真剣に考えているんだろうか、ということを

お伺いしたいのですが。そういう関連性がある

として、もし今、ヨーロッパではそういうこと

を考えることはできない、アルチザンをコンセ

プトとして関心を持ちながらも、新しいスタイ

ルのことを考えることはできないとするならば、

銀座はまったく別のことを考えるというか、新

しいことをやる、ということになりますよね。

ブレ／「個」の話は、「パリは個の権利を生か

す街」という端山さんがおっしゃった言葉に、

たしかに私も同感するところがあったからで。

これは現在のパリ、ある短い歴史の中での話で。

私から見てその「個」というのが、「生きる」

というのに近いような「個」ではなくて、どち

らかというと「作られた個」であって。

私は昔の中世時代の文化と、初期江戸時代の文

化の、例えば、作品を見ると、とても共通性を

感じるんです。それはおそらく、中世時代の人

間と、中世時代のフランス文化、ヨーロッパの

文化がルネッサンスの時に非常にダメージを受

けたからで、それが今再認識されつつあるんで

す。その時代は東洋と西洋が一番接点があった

時代ではないかなと思います。また別の言い方

で言えば、フィクションとノンフィクション。

芸術と非芸術が一緒に重なっている時代だと思

うんです。

ちょうどその頃のヨーロッパでは、教会を作っ

ていたんですが、その教会を作っていた時には、

いろんな職人がいて、みんな技術を持って。そ

のコンパニオナージは今現在も、生きているん

ですよ。ですから、これが多分、一番日本のア

ルチザンに近いような人たちだと思うんです。

それと先ほど話したコミュニティー・コルベル

とどういう関係なのかというのは、おそらくそ

こからきていると思いますね。つまり、フラン

スではものすごくアルチザンの意識が深いとい

うことで、だからそれらは共通性を持っている
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んだと思うんです。自分たちが伝統を伝えると

した時、「残っている」とすごく意識しないと。

つまり、それは無名な人、名前を持たない人た

ちで、またとても厳しい世界でもあると思いま

す。

ただ、私個人としてはオスマンの作ったフラン

スというのは、好きじゃないんです。あれはや

っぱり近代フランスであって。ただ経済成長の

一番頂点に着いた時のもの。アムステルダムも

イギリスも、ロンドンもそうだったように、み

んなある時期に、ものすごく世界に向けて「ほ

ら、こんなに豊かなんだよ」ということをアピ

ールする。日本もそういうことをやろうとした

のかもしれないですけど。

■人間国宝

ブレ／ 日本で一つ面白いと思ったのは「人間国

宝」。特にフランスからみると、あれは驚きま

すよね。「人間国宝」つまり、生きた人間を国

宝にするという発想がすごい。フランスはそこ

まで考えなかった。くやしいと思うんです（笑）。

ですから逆に、日本人はそこまでスケールが大

きくて、もしかしてヨーロッパ人よりもっと大

きなスケールでものを見ているんですけれども、

それをもう少し表現しなければいけないんだと

思います。人間国宝みたいな発想というのが、

いっぱいあればいいと思いますね。職人とは言

わずに、本物のアーティスト、本物の芸を持っ

ている人が選ばれているわけですよね。

前田／ ただ人間国宝ということ自体は、別に悪

いことではないんだけど。例えば、お茶の世界

で千家というのがあるわけですよね。その千家

には、お茶で使う道具を作る人たちがいるわけ

ですよ。彼らは構造として、そういう人たちが

食べていける仕組みを江戸時代を通じて作って

来たわけです。だからそういう人は、人間国宝

にしなくたって十分、食べていけたし、立派に

やってこれた人たちなわけで。もちろん今でも

そういう人はいますけど。しかし、そういう構

造がだんだん壊れてきて、しようがないから、

お国がそういう制度を作って面倒みようとして

いるだけの話で。むしろさきほどのコルベール

の話みたいに、もっと構造的に、アルチザンみ

たいなものを守る仕組みがあった方が本当はい

いんです。

島田／ 私も実はフランスが大好きなんですが、

さきほどフランスのお年寄りの話で「何かが死

にそうだから、これは救わなければいけない」

というお話がありましたよね。そういう考え方

にはある種、現在の欧米などで全体に通じる話

だと思うんです。それに比べると日本の場合の

「人間国宝」の話にはインチキくさい部分もあ

って。たまたまその人がやってきたことが、そ

の人が死ぬことで、完全に死んでしまう。技術、

成果が無くなってしまう、というか、途絶えて

しまう。そういうものに対して、「人間国宝」

とすることで「よくやってきてくれました」と

いう感じの方が圧倒的に強いんです。しかし日

本の場合、歌舞伎とかさきほどの千家の話も、

延々と続いてこれたというその背景には、経済

が成り立ってきたからで。要するにパトロネー

ジされる構造があったからなんです。

要するに、システムとして構築してきたわけじ

ゃなくて、日本では教育のシステムでもそうで

すが、アルチザンを育てていくには、非常にそ

の辺があいまいなんです。ある種、階級社会で

なくなったということではいい意味もあるかも

しれませんが、悪い意味ではそういうところも
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あったと思います。その点、私はヨーロッパ人

ではないので、本当のところはよくわかりませ

んが、聞きかじりで言えば、例えばマイセンや

ロイヤル・コペンハーゲンなどにしても、学歴

みたいなものは別に問わないけれども、本当に

そのことを一生懸命にやる人たちというのは、

小さいうちから育てられていて、そうやって伝

承というか、それらのトラディショナルなもの

がきちんと伝わっていくようになっている。そ

してそれらを受け継ぐ人たちは、またちゃんと

社会の仕組み、システムとして繋がってきてい

るというところが、とても興味深いですね。日

本では、戦後そういうものが家業レベルで企業

として成長してしまうと、そこに伝わる伝統と

か、守るべきものが、儲け主義の中にホモジナ

イズされてしまうんです。

■「偽物の個性」と消費

ブレ／ 銀座にはシャンゼリゼにないような日

常的な要素があって。職人がつくる手ぬぐいや

包丁など、日常的に使っているものの一流品を

その場で売っているというのがすごく面白いと

思いますね。しかし今の日本で、しかも東京の

中にあるということを考えると、銀座はやはり

古くなったなと思いますね。

島田／ たしかにそうなんですが、逆に日本はそ

の時々でものすごく価値が変化するんですよね。

そうすると、ある意味では銀座ではない所での

問題があちこちにでてきて。

ブレ／ 最初にお話したように、私は消費文化と

いうのは「偽物の個性」でないと成り立たない

と思っているんです。ですから、その個性の作

り方によっては、おそらく消費者文化は成り立

たなくなると思いますね。それは、さきほどの

大正時代の家の中に入った途端に、物が入らな

くなるというのと一緒で。だから、きっと江戸

時代にはモノはあまりいらなかったと思います

ね。

そういった非消費社会を作れるのは、ある意味

で日本だと思うんです。ただ、現実にはやらな

いでしょうけどね。しかし理論的にはできるし、

またやらなかったら日本はゴミの中に埋もれて

滅びてしまうかもしれない。ですから、今、そ

れを変えなければいけないと思いますね。

■130 年間の歴史を持つ銀座

船曳／ 私は本日はじめてこの会に参加させて

いただきました。実は、私も子供が４人いるん

ですが、その子供たち全員を連れてくる一番の

盛り場は銀座なんです。さきほどブレさんは「銀

座は、子供を連れてくる所じゃない」とおっし

ゃっていましたが、そういえばそうなのかもし

れなくて。ただ、自分が小さい頃から銀座に親

しんで来たから、子供たちを連れていってもす

ごく楽しいんですよ。そういう意味で私は銀座

ファンの一人なんですけど、その銀座ファンか

ら見ますと、やはりここに職人たちのテーマパ

ークとか、地方の何かを持ってきたら、と言わ

れるとちょっと苦しいなという感じです。

銀座はこの 130 年間の中でいかに西洋文化をこ

こに定着させようか、利用しようかとやってき

た歴史なので、その歴史なりの厚みというもの

があると思うんです。それがやっぱり私にとっ

ては銀座の最大の魅力です。

銀座は西洋文化を擬似的に取りいれたという、

外国から見てのマイナスだけではなく、やはり

これまでの日本の文化には絶対に必要なものだ

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第１回　コリーヌ・ブレ「私が見た銀座」 21

ったと思うし、またこれからも必要だと思いま

す。なぜかというと、私も少し外国で暮らした

ことがあって日本からきた留学する若い方をず

いぶんお世話したことがあるんですが、その時

の経験から、大変断定的なことを言って申し訳

ないのですが、日本人の方でも東京を通過しな

いで、地方からきた留学生というのは非常に欧

米の価値観とか評価というのを非常にうまく受

け入れるんです。受け入れるというか、相手の

深さが見えないためかすごく根元的に入ってし

まって、そのまま結婚して、そのまま離婚して

しまうというケースが多いんです。そういう人

と話をしていると、どうも日本自体もわかって

いないし、西洋もわかっていない気がして。し

かし東京を通過して、銀座的なものを通過した

人というのは、向こうにいってもそれなりの尺

度を持って向こうを見ることができていると思

うんです。ですから日本における銀座はこうい

う意味での存在価値もあるんじゃないかと思い

ます。

■「残す」ための第一歩として

保田／ 今日ブレさんがおっしゃったことは、私

は全部銀座を誉めていることだと思います。子

供を連れてくる所ではない、というのもある種

の誉め言葉だし、銀座はそういう街であった方

がいいんです。

ただ、今までにもいろんな人から銀座について

のいろんな意見を聞いてきて、ものすごい数の

意見があったんですが、どれもこれも、何か一

つやろうとしたら何か障害にぶつかるという。

その現実とこれまでのいろんな意見をどうやっ

てこれから整理していけばいいのかということ

がこれからの課題であって。例えば「残す」と

いうのは、そういった意見の中から何かを残す

というのも一つの「残す」だし。今ある物を「残

す」というのも。また何か持ってきて残すのも

「残す」だし。つまり「残す」というテーマに

絞って何かやらないと、あまりに問題が多すぎ

て大変だと思うんです。ですから今年の「残す」

というテーマ、問題に対して今日のお話は大変

貴重なご意見だったと思います。

三枝／ 今、銀座の街に対して周りからの意見と

いうのはいろいろあって、また個々の方々はそ

れぞれ皆さん意見を持っているんですが、実際

になると、じゃあどうしようかっていうことに

なるわけで。ですから私自身は何かビジョンを

持たなければいけないなわけなんですが、とこ

ろが“日本人にビジョンは持てない”となって

しまうと迷ってしまうわけで。

ブレ／ それはヨーロッパ的に、という意味での

ビジョンであって、だからこそ独自のビジョン

銀座らしいビジョンをこれから育てていけばい

いんですよ。

三枝／ 今まで銀座の街の人間というのは、あん

まり銀座に、これからこうなりますとか、ああ

しようというのは野暮だからやめようという雰

囲気がありましたが、もうそうはいっていられ

なくなって。若い人を中心にそうい動きがあっ

たり、やはりさきほどお話があったように建築

畑の人たちは、やはりビジョンを構築するのが

大好きでいらっしゃるようで、そういう議論を

盛んになさって下さるんですよね（笑）。しか

しあまりにも複雑な要素がありすぎて、まとま

るのかどうかというのが、難しいところで。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*
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長谷川／ 議論は尽きませんが、今日コリーヌ・

ブレさんから出されたいろいろな問題提起をも

とに、座会の方でもさらに「今後どのようにし

て銀座を残すか」ということを、消極的な意味

の「残す」ではなく、より発展的な意味での「残

す」ということで、今年も進めていきたいと思

います。

（ 1997 年 6 月）
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銀座座会　第２回

「銀座の記憶」

上山 良子

ランドスケープ アーキテクト

上智大学英語科卒業。 1978 年 カリフォルニア大学バークレー校

環境デザイン学部大学院ランドスケープ学科修了。

以後 CHNMB、アーバンデザイン／ランドスケープ アーキテクチャー

事務所（旧ローレンス・ハルプリン事務所）を経て、1982 年帰国後

（株）上山良子ランドスケープデザイン研究所設立。長岡造形大学大

学院環境デザイン学科教授。

<プロジェクト>　ロングビーチ市街地再開発、玉川高島ショッピング

センター20 周年改装、日立科学博物館屋上庭園、芝浦シーバンス、

広島空港庭園都市構想、芝三丁目東地区開発ランドスケープデザイン

ガイドライン、東京湾臨海道路換気所立杭景観検討委員会基本計画策

定、長岡平和の森公園、他。

<委員>　建設省建設審議会、歴史的景観保存委員会。

<賞>　都市景観賞、日本建築美術工芸協会賞、ヘルシンキ招待コンペ

トウーランロッティ湖ランドスケープ。

<主な著書>『アメリカに於けるランドスケープデザインの展開』

　（ＳＤ特集「庭園」編集協力）

　　  共著『環境をデザインする』環境デザイン研究会、朝倉書店他。

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■はじめに

上山／ 私は今日のテーマを「土地の記憶」だと

ずっと勘違いしておりましたので、「銀座の記

憶」ということでしたら、おそらく皆様方のほ

うが、ずっと詳しいのではないかと思います。

ただ私は日頃、日本は何層にも「土地の記憶」

が重なってきたところであるにもかかわらず、

そういうものをないがしろにして、開発をして

きているということに対して、非常に憤りを感

じております。アメリカから帰ってきたのは 15

年前ですが、それからずっと、どうしてこれだ

けの歴史があってこれだけ「土地の記憶」とい

うものを持っているにもかかわらず、これほど

までにカオスの都市にしてしまったのか。どう

やって今後この土地ならではの街づくりをすべ

きかを、ずっと言い続けてきています。
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そういう中で、「銀座」というところを私はち

ょっと別な観点で見ています。といいますのは、

さきほど、三枝さんにもお話ししたのですが、

私の中で銀座というと、まず「サエグサ」さん

なんです。それは母が、私が生まれてすぐに九

歳ぐらいまでの洋服を「素敵なのがある」とい

っては「ギンザのサエグサ」から買ってきてし

まっていたからです。そういう記憶からか、銀

座というと私の中ではすぐに「サエグサ」さん

が浮ぶんです。

そういったように、おそらく我々の中には銀座

というと、それぞれ何か特化したイメージがあ

ると思うんです。また銀座は今まで、ずっとそ

ういうものを大切にしてきた所だとも思います

ので、できるだけこれからも、そういうみんな

の記憶に特化されて残ってきたものは残してい

くべきではないかと思っています。

■銀座の土地の記憶

銀座の土地が持っている記憶というものには、

レンガ館時代を含めて独特の歴史があって、そ

の中で街としての記憶というのは、各自何か一

つ特化された思い出があって、そういったキラ

キラ光るものの美しさが重なって、世代から世

代へ継承されてきていたということだと思うん

です。

このあいだ尾島先生と「丸の内をどうするか」

という研究会でお話ししている時に、尾島先生

が「銀座の屋根を全部屋上庭園にする」という

案をお出しになったんです。そのとき「銀座と

いうところはすごいところなんだ」とおっしゃ

っていました。つまり銀座には新しいものをド

ンドン取り入れていける、そういう力があるん

だと。たしかに老舗は老舗であるけれども、新

しいものも取り入れているので、街が活性化し

ているということでしょうか。

私もそれまで銀座をそういうふうには見ていな

かったものですから、ときどき来てみてよく見

てみると、たしかに今までなかったようなもの

が突然パッと出てきたりしているんですね。そ

ういった新しいものを取り込みながら発展して

いるというイメージが銀座にはあります。そし

てその中でも、絶対に変わらないものもある。

そうでなくては、私たちは銀座の意味がない、

と思っているんですね。そういう重層した記憶

の中に、新しい記憶をつくっていくことは、す

ごく創造的な力を要することと思います。

「ネオフィリア」という言葉があります。ネオ

は新しい、フィリアは愛というギリシャ語です。

「人類は究極のネオフィルだ」と、ライエル・

ワトソンが言っています。そういう「ネオフィ

リア」の概念でいいものを作ってきたから、そ

れら一つ一つが歴史をつくって来た訳です。世

界にそして日本各地に「銀座」というのが繋が

っていったのもそのあらわれではないかと思い

ます。つまりフレキシブルにものを取り入れら

れる、というところがキーだと思います。

■パブリックレルム

1992 年の細川政権の時に「美しい街づくり」と

いう委員会がありました。この時、何が日本で

問題になったかというと、やはり「パブリック

レルム」でした。つまり「公共の領域」という

ことは、「人さまのために何ができるか」とい

うことですが、それがない。そういう中でいい

景観というのは作れないわけです。景観とは「公

共の領域」に属するものです。
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ヨーロッパを旅すると、このパブリックレルム

の概念の重要性を痛感します。つまり「自分の

景は人さまの景」という意識がきちっと市民の

マインドに育っているところは、きちっとした

景ができている。そういう「生活の景」という

のが経済的な価値にまで結びついている。「経

済的にアメニティが経済を促す」ということが

最近 OECD の会議の中で云われたそうです。そ

ういうことがようやく言われ出してきたという

のは、随分遅い話だと思うんですけれども。我

が国でも「生活景」がきちんと認められた時、

初めてアメニティが再び生まれ、街がきれいに

なるだろうと思います。それにはおそらく 100

年はかかるのではないでしょうか。

でも 100 年というのは決して長くはないのでは

ないかという考え方も出来ます。江戸でも 400

年かかってああいう形になったんだと思えば。

これはたしか高田公理先生がおっしゃっていた

ことなんですけれども、「江戸はできるまで260

年かかったんだから、これからいい景をつくる

のに 100 年の系でやっていくのも、あながち悪

くないんじゃないか」と。やはり景は、次の次

のジェネレーションまで、つまり３代ぐらいは

かかると思うんです。生活のストックとしての

景を一つ一つ創っていかなければいけない。

最近まで私はある国際招待コンペに挑んでいま

した。場所はヘルシンキで、中央の操車場跡地

が問題の場所でした。日本の代表として招かれ

たのですから、頑張らなくちゃと張り切ってや

りました。その時、フィンランドの国に感心致

しました。といいますのも、彼らは経済的には

地味な国です。それがＥＵ諸国に加盟して、少

し経済的によくなった今日、今まで 30 年間の懸

案であったこの公園をコンペにしようと決心し

たらしいんです。そのために、賞金も奮発し、

アメリカから１チーム、日本から１チーム、ス

イスから１チームを招待し、あとは、ＥＵ諸国

は誰でも自由に参加出来たのです。それだけＥ

Ｕに気を使いながら、しかし「ストック」をつ

くっていこうとしている。そういうストックを

つくることに、まずお金を使うというマインド

に私は非常に感動した訳です。それで現場を見

て感じましたのが、街に何ひとつ無駄がないと

いうことでした。つまり、余計なものをつくら

ないで、じっくり考えて、いいと思うものだけ

をつくっていくので、それが景のストックとな

っているんですね。このヘルシンキというのは

比較的新しい都市です。都市を急につくらなく

てはならなくなってしまった経緯があります。

その時、一番流行っていた新古典主義で急に町

がつくられていったいきさつがあります。それ

に反発して大工さんがすごく民族的なものをつ

くったりしたというのも、よく見るとたくさん

あるんです。しかし、それら全部がストックに

なっているんです。我々の、作っては壊し作っ

ては壊しという考え方とは全く違って、ストッ

クを少しずつ作っていくというところに非常に

感動しました。

フライブルグもそうでした。やはり昔の古いも

のをうまく生かしながら、そういう土地の記憶

というものを大切にしながら街を作っている。

これからは私たちがそういうことをやっていか

なくてはいけないんじゃないかと思います。そ

のためには「パブリック・レルム」、つまりパ

ブリックに対して何ができるかという、そうい

う意識を子供達にまで浸透させていかなければ

いけないと思います。

■都市の中の水

私は「水」というものに非常に興味を持ってい

まして、そういう目で銀座を見てみますと、も
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ともと銀座のすぐ近くには水があって、水路も

ありましたよね。昨日もちょっと地図を見てみ

たんですが、今ではそういう水の記憶みたいな

ものは全く失われているようで、しかもその水

というものが、都市の中の演出として全然つく

られてこなかったのだなということを、強く感

じました。ある人が「都市の中における水の演

出が、その都市の文化のバロメーターである」

ということを言っているんですが、確かにロー

マなんかに行くとすごいなと思いますね。そう

考えて銀座を歩いてみると、水というのがとて

も少ないという気がするんです。屋上緑化の話

もおもしろいと思います。「屋上というのは第

５のエレベーションである」と言った建築の先

生がいます。第５のエレベーションを緑として

もう一度再生するんだという考え方も環境的に

もよいと思います。同時に銀座にはちょっと歩

いて少し休めるような場がないことを感じます。

そういうポケットパーク的なものをつくるには、

どういう職域があるのかということを、今日は

スライドでお見せします。

■トポフィリア：場所・愛

まず「フィリア」についてお話します。「フィ

リア」というのはギリシャ語で「愛」のことで、

「トポス」というのは「場」という意味です。

イーフー・トゥアンという人が『トポフィリア』

という概念を作ったのです。この人の書かれた

『空間の経験』に私はすごく感動しました。あ

る場所を見る時、その人の文化的なバックグラ

ウンドによって同じところを見ても見方が全然

違ってくるという話です。例えばピグミー族の

人たちは、普段森の中で生活しているので、遠

くを見渡す習慣はなく、空間のスケール感が全

く他の民族と異なる。反対にインディアンは遠

くの方に煙が上がったらピッとすぐにわかる。

どこに上がったかというのもわかるぐらいの空

間感覚を持っていて。そういう空間感覚という

ものは、その人の人生経験とか、それまでの空

間経験で全然違ってくるのでしょうけれども、

そういうものを全て排除しても、有無をいわず

すごいと思うところがあるんです。彼はそうい

う、場所の考え方として「トポフィリア」とい

う概念を使って説いているんです。皆さんの中

にもこの本を読まれた方がいらっしゃるかと思

いますが、私がこの概念を知ったのは実は 20 年

ぐらい前なんです。その時はまだアメリカの『ラ

ンドスケープ・デザイン』という雑誌の記事で

した。

■忘れられない風景

最近、彼の『トポフィリア』という題の本が翻

訳されました。その序文に、彼の死の谷の経験

で感動した話が書かれていました。死の谷は、

私にとっても風景の原点だと感じた、偶然にも

同じ体験を持っています。イーフー・トゥアン

さんの書を読んでいて、いつも感動するのは、

まさに同じような経験をしているからだと思っ

たのです。私がなぜその「死の谷」で感動した

かといいますと、そこはまったく緑がなく、無

風なところです。そういう場所である夜、寝袋

で寝ていたんですが、目が覚めたら素晴らしい

朝の光がサーッと地上を照らしはじめた。そこ

は「死の谷」と言われるぐらいですから、砂漠

です。朝日を受けると、石一つがひとつキラキ

ラ５色に光りはじめました。その時の感動は忘

れられないものとなったのです。

それで何が言いたいかというと、つまり私たち

のように「場」をつくる人間は、何かを考える

時のキーワードとして、さきほどお話した「ネ

オフィリア」、つまり常に新しいものを考えて
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いかなければいけないということと「トポフィ

リア」、つまりそこにしかない「場」を創造す

ることを考えています。

もう一つ私が自分の場づくりのキーワードとし

ていますのは、これは私の造語なんですが、「コ

スモフィリア」。そこに行くことで、何か自分

の存在を考え、宇宙との関係性を感じるような、

そういう場所をつくっていきたい。街の中でそ

ういうコスモフィリアを感じさせる空間に出会

ったときに、その街は絶対忘れられない存在に

なるんじゃないかなという気がします。

■ランドスケープという仕事

私たちの仕事というのは、そういう都市の中の

空隙、ほんの小さな場所をどうやって魅力的に

するか。人がそこで何か考えて、立ち止まって

もらえるような、そんな場所をつくることが、

私たちの仕事の一つの使命だと思っています。

今日は、そういう自分のやったランドスケープ

の事例の一部をご紹介しながら、ビジュアルに

お話ししていきたいと思います。

1935 年でしたか、ブルーノ・タウトが桂離宮に

行った時の話ですが、その時彼は 53 歳のお誕生

日だったらしいんですけれども、日本に着いて

まっすぐ車で桂離宮に行ったそうなんです。そ

して桂離宮を初めて見てとても感動して、日本

のことを「目に美しい国」と言ったそうです。

にも関わらず、３年後、東京に来てそのカオス

の景を見て、「何て汚い街だろう」と落胆され

て帰っていかれたという話があります。そうい

うことを考えると、私たちには本当に美しいも

のをつくれる力があるにもかかわらず、街の景

に関しては、確かにやれていないということが

わかります。それをこれからの 100 年でやって

いかなくてはいけないと思います。

（ 以下、スライド上映とともに ）

デスバレーの波紋は、風の足跡がこの美しいパ

ターンとなるわけです。皆さん、デスバレーに

は夏は行かないでください。夏は気温が摂氏 40

度以上になるんです。それはそれはものすごい

暑さです。さきほど、私が寝袋一つで寝たとい

ったのは冬だったんです。一昨年の夏にまた行

ったのですが、「おまえはバカか。こんな真夏

にデスバレーに行くのはドイツ人と日本人ぐら

いしかいないと」と言われました。しかしそこ

で、この全く何もない風景の原点みたいなのも

のが見えたんです。

これはスミッソンという環境アーティストが海

上に岩を集めて作った環境アートです。風景を

人の手によって変換することがアートになるラ

ンドアートです。

ここで、ランドスケープとランドアートの違い

を少しお話したいと思います。私は、ランドス

ケープもランドアートも、宇宙に対して何かの

メッセージを表現するものだと思っています。

ランドスケープというのは、天と地を結ぶもの

であると考えています。ランドアートもおそら

くそうだと思うんです。しかし、この２つには

とても大きな違いが一つあります。

例えばこれはワルター・デ・マリアの作品です

が、彼はアメリカの大平原に 400 本のポールを

立てて、そのすぐ近くの小屋で人を待たせます。

待たせて、雷がポールに落ちるこの瞬間の美を

待つんです。しかしこの瞬間の写真は撮っては

いけないんです。その写真は写真の専門家から

買ってくださいといって。これが芸術であると。

それを見るためのしつらえのアメニティという
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ものはないんです。ランドアートにアメニティ

は必要ない。ところがランドスケープは違うん

です。これを見させるために、どういうしつら

えのアメニティをつくっていったらいいか。こ

このところへどういう設えをしていったらいい

か、ということを一生懸命に考えるんです。こ

れが、とても大きな違いではないかと私は思っ

ています。

これはご存じのクリストの作品です。何の変哲

もない風景を一枚の布が変換した。マリンカウ

ンティの丘陵に白い布を海まで立てていった環

境アートです。これは参加性も含めた一つのア

ートとして彼はやっていっています。いろいろ

なランドアートが‘60 年代からアメリカの広大

な大地をキャンバスに展開していきました。こ

の場合にもいわゆるアメニティはないのです。

これは「時間軸」をテーマにしたランドアート

です。ある一定の時期になると、光がスポット

に入ってきます。人が立っているのが見えます

が、これは非常に広大なランドアートです。こ

の大地の中で時間の軸を感じさせるというもの

です。

「水の浄化の流れ」といわれるこの噴水は、水

の流れを水の流れるとおりに彫刻家につくらせ

たものです。「水は流れることによって浄化す

る」ことを実践したものです。まさにサイエン

スとアートの間にあるようなものです。ここは

ストックホルム郊外にあるシュタイナーの弟子

の一人の学校です。その紹介が坂根厳夫氏の本

にあったので、行ってきました。本にはスウェ

ーデンのストックホルムの郊外であるとしか書

いてなくて。それでも、２時間半ぐらい車で走

ったところにシュタイナースクールというのが

ありました。これは、そのスクールの裏の何の

変哲もない湖のほとりに、ひっそりとありまし

た。しかもよく見てみると、下には泡ができて

いて何だか水が汚いんです（笑）。考え方とし

ては多分、いいと思うんですが。そういうアー

トとサイエンスの狭間という部分に、魅力を感

じるものが多々あります。

もう一つ、「デザインされていないデザインの

美しさ」という意味で「ノンデザイン」。これ

を最近、片木篤さんが「テクノスケープ」とい

う言葉を使っていますけれども、そういう時代

の最高のテクノロジー、そのものの美しさ。

「風」を利用するテクノロジーが形になってい

る美しさ、というものがあります。

これはカリフォルニアの畑を上から撮ったもの

です。この型はトラクターのあとがパターンと

なって美しい。これは全くデザインされている

わけじゃないんです。この写真家、実はランド

スケープアーキテクトなんですけれども、上空

からこの部分を切り取ることによって、これを

アートに高めているんです。そういった全くデ

ザインされていない美しさというものも多々あ

ります。

それと全く反対に、きちっとデザインされてい

て、しかもそれがピシッとその場に合っている

もの。例えばデルエルバハリの神殿のすごさ、

美しさというのは、この場所にぴったり合って

いて、ここの場所でしかありえない。ここの場

のスピリットをきちっととらまえてつくってい

るというものだと思います。だからこそ、ジェ

ネレーションからジェネレーションへと、何千

年と継承されていくような景がつくれる。

これも何の変哲もないローマの郊外にできた一

つの小宇宙で、ローマの最後の賢帝であったハ

ドリアヌス帝の別荘都市といわれている小宇宙

です。彼は最後の人生を、この中で昔の思い出
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にひたって過ごしたと云われています。ここは、

彼の過去の旅の世界がメタファーされて隠蔽さ

れた小宇宙です。これがその中にある思索の場

で「海の劇場」というところです。この中に籠

もって思索したのだというふうにも言われてい

ます。

そこから離れたすぐ近くの「ヴィラ・デステ」

というところは、水を徹底して使いながら、水

のおもしろさをテーマにしてつくった庭園です。

水というのは実に感応しやすい性質ですので、

庭園の中では常に主役を務めてきたものです。

様々なテーマで水の物語性を空間装置として

人々に水の世界を楽しませるというものです。

コモ湖のほとりの「ヴィラデステ」というホテ

ルにお泊まりになった方もいらっしゃるかと思

いますが、「ホテルヴィラデステ」はヴィラ・

デステを模したものです。ランドスケープの場

合は、メンテナンスが重要になります。ホテル

としてメンテをきちっとしてありますので、模

した庭の方がきれいに植物は管理されています

が、オリジナルの迫力には欠けます。オリジナ

ルの美しさも、時間軸というものにどうやって

対応していくかということがまさに重要になっ

ているようです。

これは何の変哲もない一つの島だったのを領主

が名所に変えたマジョーレ湖の中の１つの島

「イゾラベーラ」です。イタリア人の観光のメ

ッカです。この湖に浮かぶ言葉通り「美しい島」

はこの場所性を生かし、ここにふさわしいコン

セプトで見事に空間化し、名所となっている訳

です。

これは皆さんよくご存じのヴェルサイユ宮殿の

庭園の作者、ルノートルの最初の作で、ル・ヴ

ィコンテの庭園です。やはりオリジナリティの

高いものというのは、非常に美しく、これは彼

の代表作のヴェルサイユよりも次元が高いと私

には思えるのです。次にヴェルサイユの庭園で

すが、水の祭典で使用した水の量が当時のパリ

全市の水道水と同じぐらいの量であったという

権力の象徴としての庭園です。一方、ヴェルサ

イユの中には「アモ」という村の風景が作られ

ています。これはマリー・アントワネットが、

農家の生活をしたいという、非日常的なものに

対する願望によって作られたものです。しかし

彼女にとってはないものに対する憧れにすぎず、

非日常性を演出していたといいます。

これはパリのビュッテショーモンという公園で

す。19 世紀の中頃、オースマンがパリをどんど

ん再開発していった中で、オースマンの片腕で

ランドスケープアーキテクトが力量を発揮して

作ったもので、もともとは岩の石切り場だった

ところです。パリっ子には実によく使われてい

るところです。英国の風景式庭園の様式で作ら

れています。敷地は大きくないのに人がとても

多い。パリ市民の憩いの場の一つです。緑が時

間の経過とともに素晴らしくなっていることも

ここの魅力の一つです。

■ランドスケープアーキテクトの職域

次にアメリカに移りましょう。ランドスケープ

アーキテクトという職業は、実はこのセントラ

ルパークから始まっていると云えます。1958 年

に社会改革者であり、植物に精通していたオル

ムステッドという人が、建築家と組んで、この

セントラルパークのコンペティションで１位に

なり、この公園を創った後ここを管理すること

になりました。そして自分自身をランドスケー

プアーキテクトと名乗り、社会のための場を創

る仕事の領域を「ランドスケープアーキテクチ

ャー」と名付けました。彼が何かに手を出すご
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とにランドスケープアーキテクチャーという職

域は、どんどん広がっていきました。それだけ

社会的影響力を作っていった人でした。

これはセントラルパークの 1930 年の姿ですけ

れども、すでにまわりの高層建築がぎっしり建

てられ、このオープンスペースが貴重な存在と

して見えています。セントラルパークで、建築

家のヴォーと組んで、彼はサーキュレーション

ということを一つのテーマとして、人と車、つ

まり歩車道分離というのを初めてやったんです。

そういう中で彼は、1893 年のシカゴ万国博覧会

の敷地計画をバンナムと組んでやりました。郊

外の分譲住宅地の開発も手がけました。このと

きの住宅地の作り方がいわゆるアメリカの郊外

型住宅のプロトタイプとなっています。これも

140 年たっている彼の設計した住宅地の一つで

すが、140 年たつとそう大した住宅地ではない

のにもかかわらず、これだけ美しい景観になっ

ている。時間軸というものが非常に重要である

ということです。オルムステッドは国立公園運

動にも参画していまして、ヨセミテ公園を残し

たのも彼の力です。そういう時代から、ランド

スケープが社会的な市民権を得るまでに、そん

なに時間はかからなかった訳です。1900 年代初

頭にはハーバード大学にランドスケープアーキ

テクチャーという学科が出来ていて 1907 年の

都市計画学科より前にあったことになります。

かくして時代の要求に応じて、ランドスケープ

アーキテクチャーの領域は広がっていきました。

1960年代には空洞化した都市の中心街区を活性

化する必要が生じ、アーバンデザインにランド

スケープが入っていきます。これはその代表と

なる例ですが、シェラネバダの水を空洞化した

都市の中に入れようとしたローレンスハルプリ

ンがポートランドで創った広場です。彼は私の

恩師でもあるのですが。この「参加する水」と

いうのを最初に創った。30 年たった今では、も

うこのスタイルは広くゆきわたっていますけれ

ども、当時これができたときは、画期的な水の

扱い方でした。

これはすぐ近くにある、同じように「参加する

水」。これが最初にできたとき、本人自身も本

当にこれがいいのかという不安があったらしく、

ヘリコプターで見て回った新聞記者が「ものす

ごくいいものができた」といったのを聞いて、

初めて安心したというようなエピソードがあり

ます。

都市の中の空隙を、どうアメニティのある空間

にするかということは、いろいろな人がいろい

ろなところでやっています。これは、チャール

スムーアが 1973 年につくった、ニューオリンズ

の、イタリアの移民たちがたくさん住んでいる

街区にある公園です。これはイタリアという土

地の記憶をデザインとして表現したものです。

ところが、これに対して周辺の再開発がうまく

進まなかったようで、私がこれを撮った時には

頽廃している感じでした。この写真を撮ってい

ると道行く人が「教会の跡なのか」というふう

に聞いていたくらいですから、きっと人々はこ

れを使っていなかったのだと思います。デザイ

ンとしては、非常によかったと思うんです。当

時のポストモダニズムのプラザとして非常に評

判を得たものです。ただ時間軸に対応できてい

なかったのだと思います。

都市の中の空隙をいろいろな人が広場として再

生します。これは彫刻家のイサム・ノグチのつ

くった広場です。彫刻の展示場のように思えま

す。

これは L・ハルプリンがシーランチというとこ

ろでワークショップをやったときのものです。
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たまたま私はこの 1978 年のワークショップに

参画するチャンスを得たんです。ここで４日間

完全にこもって、自然との共生をテーマにワー

クショップを行いました。これはそこに参画し

たイギリス人の社会学者のものですが、この人

はこの海岸にあるもので大地の中に自分の空間

をつくりました。「自分の家」の表現です。い

ろいろな形で大自然と自分がどうやって共生し

ていくかというテーマで個性的な表現がなされ

ました。他にも、あなたの死に場所を見つけな

さいとか、いろいろな命題が出るんです。そん

な中で、人と自然、人と街というものがどうあ

るべきかというのを体得させられるという経験

でした。大自然と自分自身を結びつけながら場

をつくっていくことの訓練の中で、目の上のう

ろこが取れたような感じがしました。

「アート」と「テクニック」というものをうま

く結びつけた人の中に、バラガンという人がい

ます。彼は建築家であり、エンジニアであり、

アーティストなのですが、彼のスケールという

のは非常におもしろい。どうしてこんなスケー

ルでものをつくるのだろうかと不思議に思って

いましたら、実は、彼はすごい馬好きだったん

です。そのためか彼は、馬のスケールで物事を

みていたんだということが、最近わかって非常

に感動したんです。これは馬の水を飲む桶だっ

たんです。こんなに美しい桶で水を飲む馬。街

の中の一つの場ですけれども、その中に、本当

にここにしかつくれないものを美しく彼は創っ

ている。

これは今年の６月にできあがったワシントンに

あるルーズベルト大統領の記念公園です。これ

は 1975 年のコンペで、L・ハルプリンが優勝し

て、それが 25 年たった今年の６月にようやくオ

ープンしたんです。その時、彼は「場のモニュ

メンタリティ」を主張し、それが受け入れられ

た。ルーズベルト大統領の業績を公園を歩くこ

とによって、人々が感じていくという場所自身

がモニュメントであることを表現しています。

出来上がるまでの 25 年間に、普通だったら設計

者が変わったりするかと思うのですが、実は４

回ぐらい実施設計しましたと彼は言っていまし

た。そんなふうに時間をかけてデザインを練っ

て、しかもそれまでに 25 年経ってしまうと、も

う新しくはない訳ですが、ただ一つの記念碑で

すから、やっとアメリカにお金ができて出来上

がったというわけです。

では、ランドスケープの手法はどういうものか

をご紹介します。この例はシカゴから遠く離れ

ていて、デトロイトからも１時間半はかかると

いう結構辺鄙なところです。この街の現況の街

を見ていただいてもわかるように、川が忘れら

れていて、結構汚い水なんです。ここで、どう

やったらこの町を活性化できるかということが

依頼の内容です。この町は水から再生していく

べきであるということをワークショップでコン

センサスを作り、川を再生させることで、計画

をたて、実行に移していった訳です。まず中心

を水の公園にし、そこから周辺へと開発してい

く計画です。これは 1982 年に ASLA の最優秀賞

を取りましたが、1990 年に行ってみますともう

水は出ていなかった。つまりポンプを使って水

を汲み上げるというのは、もうその時既に経済

的にはとても厳しかったようです。デトロイト

は自動車産業の国ですから、日本から見学者の

団体が見に行くということだけで、向こうとし

ては非常に戸惑いを持ったらしくて電話をして

もなかなか埒があかなかったんです。そして行

ってみてわかったことは、水が出ていなかった

ということです。その時、水を出してもらった

ところ、５分後には子供たちがドッとやって来

るくらいでしたから、水は希求されていたんで
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しょうけれども。「日本の自動車業界の圧迫を

受けたんだ」とさんざん言われました。しかし

アルキメデスの原理を使って汲み上げていた水

は何とか無事だったのです。これは省エネで設

計することの必要性が時間軸に対応する条件と

いうことを知らされます。

もう一つの例をご紹介します。この街の一角に

モールをつくるという話がありました。すぐ近

くに川があるのに、敷地に立つと全然川の感覚

を持たない。ここはむしろモールを作るのでは

なく、川をつくってしまったらどうかというこ

とで計画をたてました。模型を作って説得し実

現していきます。完成すると、水の流れと広場

には周囲の人々が集まって来ました。

100 ヒルと云われる千葉の開発は、実はやりた

くなかったものの一つですが、結局かんでしま

ったのです。私は何も日本にビバリーヒルをつ

くる必要はないと随分ゴネて、アメリカ人の建

築家とランドスケープアーキテクトとプランナ

ーを紹介したんですけれども、何しろ土地が日

本なものですから、最終的にはどうしてもとい

うことで引き受けました。通常こういうふうに

場をつくる時には、まず全体のプランを考えな

がら、少しずつ詳細へと入っていくわけです。

これは基本設計までやっていますが、実施設計

まではできなかったのです。開発側の本音とし

てはアイデアをもらいたいといったところだっ

たと思います。しかし私共の仕事というのは、

最後の実施までをし、しかも現場を監理しない

と本当の意味でつくれたとは思わないんです。

これはその一つの例です。

次に玉川高島屋のショッピングセンターの 20

周年の改装をご紹介します。建築家の彦坂裕氏

がプロデューサーでした。3F の屋上は何をつく

っても上手くいかなくて放置されていたのです。

可能性のある場所をもったいないじゃないです

か、といって、ここに場を作らせてもらうのを

説得するのに、結局６カ月ぐらいかかりました。

この「百頭噴水」ができた時は、子供たちがワ

ーッと入っていったんです。ここには今でも、

カップルが夜になるとよく来るというのを聞い

ています。人がアメニティというものを感じて、

何かそこに行きたいなと思わせるような場所を

作っていく。作って結果が出て、ようやくラン

ドスケープという仕事を理解していただけたよ

うです。コンセプトを何にしようかと考えた時、

玉川高島屋は多摩川から近くにあるにもかかわ

らず、全然水というものを感じないので、これ

はやっぱり貝とか魚とかをイコンとして水を感

じるようなもので全体をつくっていこうという

ことになりました。完全にリゾート感覚でお買

い物ができるという装置に変えていったんです。

街づくりの手法をインテリアに取り入れて、空

間構成をしてあります。この回廊のずっと先に

は一つのランドマークとして水の装置があるん

ですが、本来ここは高級商品を置く場所で高い

テナント料の取れるところだったのです。そこ

にあえて水を持っていくことは彼等の常識から

はずれていたのです。ここに関しても 3 カ月ぐ

らい説得にかかったと思います。

実は長谷川さんもいらしたこの清水建設のヘッ

ドクォーターのランドスケープも私がやらせて

いただきました。これをつくる時も、上の方々

とのやりとりで担当者がとても苦労したという

話を聞いています。最初はランドスケープで何

をつくる気だというふうに言われたりもしたの

ですが、それでも、あの時代にランドスケープ

を起用していただいたというのは、やっぱりさ

すがだなと思うんです。ここも水がありながら

水を感じられない場なので、水を敷地内に取り

込んでしまう計画にしました。その中心がこの
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「水のラビリンス」という光、音、水の装置で

す。回廊に囲まれた水のラビリンス。この回廊

の柱には逆パースがかかっています。何千人も

の建築に携わる人々の昼休みの時間に何か非日

常的な空間体験をしてもらいたいと願って作り

ました。最後の頃に、担当の方が「もうこんな

のつくっても大変だからやめよう」と云ってい

た時でも、今度は現場の監督が「いや、何とか

これをつくろう」というふうにおっしゃってく

ださったと聞いています。

次の例は広島の新空港の代替案を依頼されたも

のです。それまで地方の空港というのはいつ見

てもつまらないものばかりでしたので、つまら

ないお豆腐のような空港ではないものをつくり

たかったんです。我々は、空港というのは、何

もなかったところに 2500 ｍとか 3000 ｍの大き

い滑走路をつくるということなので、大地に描

く 20 世紀のメッセージの一つだと考えました。

それ自身が上から見たときに美しいランドアー

トであるべきではないかというのが、私どもの

考え方です。出来上がった広島の空港は結局、

真四角につくられているそうです。実施設計を

まだしているときランドスケープでもう少しお

もしろく考えられないかという依頼を受けまし

た。我々はそこにある湖を中心に、この空港を

「空港庭園都市」と名付け滞在型のコンベンシ

ョン都市を計画しました。ここに小さな湖があ

るんですけれども、これを中心にして、テーマ

性のある庭園をつくったらどうだろうかという

提案でした。その後６カ月ぐらいたって、これ

はいい考え方だということで県が着手した途端

にバブルの崩壊でまた元の木阿弥の空港が出来

上がった訳です。

次は日立の駅前の、日立科学館の屋上の子供の

ための遊び場です。一番空に近いので、「セレ

スティアル・ガーデン」という名前をつけまし

た。天空と自分との関係性というようなものを

いろいろな形で子供が学べるようにしたいと思

いました。例えば銀河鉄道であるとか、恐竜の

トレリスであるとか、いろいろな宇宙との関係

性を感知するような空間の舞台を用意したので

す。子供達が宇宙とのつながりの中で自分を発

見し、未来に夢を持ってくれることを願って創

ってあります。

次に、長岡の小さな都市の空隙を小さな公園に

変えた例です。3000 平米ぐらいと小さかったん

ですけれども、ここに柿川という川がありまし

て、その柿川と一体化することによって、全体

を一つの空間としてつくったらどうかというこ

とを提案しました。実はこれは戦後 50 周年記念

の公園でした。この柿川でも 1460 数名の方が亡

くなったということでした。それで柿川に一つ

の神聖なる舞台をつくって、その舞台を中心に

手前側に 600 席の観覧席をつくり、水の劇場と

しました。長岡でずっと親しまれてきた平和の

像を奥の方の中心に据えました。もともとはい

ろいろ条件が厳しく、しかし何しろ 3000 平米な

ものですから。そこに「600 人収容する場をつ

くりなさい」ということが出てきて、もし隣接

する川を使えないなら「もうやめる」と云って

やめたのですが、市長さんが「今どきやめると

いう人にはやってもらったほうがいいのではな

いか」と云って。それで、なぜかやるはめにな

りました（笑）。最後には、県の方が理解を示

して下さって、こちら側の川をいじるというこ

とにも理解をして下さいました。このようなこ

とは、とても珍しいことだそうです。長岡とい

うところは役人が実に協力的です。それでこれ

は実際に出来たところです。この設計に当たっ

ては、いろいろな思いが込められていまして、

実は私も戦争というのが自分の小さいときの原

風景としてあるんですね。そういう私が、なぜ
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アメリカに行ったかということもありますし、

なぜこの公園を受けるはめになったかというこ

となど、いろいろなことを考えさせられたんで

す。それで、本当にここに来て、人が平和とい

うものを考え、自分自身を考えてもらいたいと

いうことをどう空間化するかに力を注ぎました。

水は、柿川の水を１回上に上げて上から出しま

した。あれは「つくばい」です。いわゆる茶庭

にあるつくばいから発想しています。「蹲踞の

泉水」という名前をつけました。ここの水で手

を清めることで心を清めてもらいたい、そうい

う思いがあります。これを 24 のスツールが囲ん

でいます。スツールの中心に小さい点がありま

すが、その点は、昼の間は太陽の光を集めて、

夜になりますとそれが青い光になって見えます。

そこから何か宇宙とのつながりを自分で感じて

もらいたいというふうに思っています。本当は

この石の舞台を神聖な神籬空間にしたかったん

ですけれども、神籬（ひもろぎ）という言葉は

使ってはいけないということで、抹殺されたん

です。どういう訳かわからないんですけれども、

宗教くさいとかと、いろいろ言われました。

この一連の写真は藤塚光政さんです。1460 数人

の方の御霊を 1460 本のファイバーグラスに託

しまして、この 14 本のフォリーから平和の像に

向かって、細い青い光が出ています。ここで光

と音とのオープニングセレモニーを市長さんが

開いて下さり、800 人が集まりました。この小

さな都市の中の空隙が「場のモニュメント」と

して世界に向けて平和への祈りを発信したので

す。

さきほど「テクノスケープ」と「インフラスケ

ープ」という言葉についてお話しましたが。今

ところどころにこういう何だか意味不明に建っ

ている建物を、お気づきになった方もいらっし

ゃるかと思います。実はその下には海底トンネ

ルの道路が通っていまして、そこに空気を入れ

たり出したりする吸排気口です。こういうもの

は今までずっと建築家によってつくられていた

のですが、今度東京都のほうから、景観に影響

を与えるんだからランドスケープの人がやって

はどうかという話が来ました。こういうことは

珍しいことなのです。

東京湾のお台場は江戸時代の記憶です。この土

地の記憶を表現するようなものであるべきで、

しかもインフラスケープとして表現されるべき

ではないかということを考えました。実は既に

大きさも決まっていたんです。それに段々をつ

けまして、排気塔がそのまま見えるような形に

して設計をしました。これは CG のシミュレー

ションです。実は今、これの実施設計に入って

いるようですが、何か段が１段低くなっている

とか、いろいろなことがあるようです。私達は

計画をしたにもかかわらず、次の段階は他の事

務所がやっています。こういうものを最後まで

面倒が見れないというのは、設計者としては非

常に苦しいところなのですけれども。もし私が

意図したようにできていましたら、瓦を使って

新しい東京湾の記憶としての景となると考えて

います。

これまでランドスケープというのは、何か庭を

つくるのかなと思っていらした方もあるかと思

うのですが、このようにさまざまな場をつくっ

ていく幅広い職域なのです。場を作るにあたっ

て私達の目標はその場に来られた人々に何かを

感じていただき、自己の存在そのものを問うよ

うな場づくりをしたく思っております。「ラン

ドスケープは天と地を結ぶ学問」という先人の

言を実行しています。
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■おわりに

さて銀座の話に戻ります。この銀座でも、ここ

にしかない場を作るべきです。その要素として、

やはり私は水というのがあるのではないかと思

います。といいますのは、どこの都市に行きま

してもその都市に独特の水の装置があります。

フライブルグでも、水というものを昔からそこ

にある水をうまく使いながら、上手にアメニテ

ィを抽出している場に出会いました。銀座でも

そのようなものが何かできるといいのではない

かと思いますが、それは難しいことでしょうか。

さきほど申し上げたように「水の装置はその街

の文化のバロメーターである」のですから、銀

座ならではの「水」の演出があるはずです。

（講演終了）

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

－全体議論より－

■水をなくした銀座

三枝／ 私も今日のお話を伺って、まさにその通

りだと思いました。やはり銀座は銀座、浅草は

浅草の場所性といいますか、宗教的な意味では

なくその土地の霊のような特化するものがあっ

て、それに沿った街づくりというのをしなけれ

ばしようがないということを、私も盛んに言っ

ているのですが、現実にはなかなか難しいよう

で。とにかく銀座は土地が高いですから、没個

性、商業主義になってきましたね。なによりも

間隙がないんです。そういう素晴らしい情緒や

足跡といった銀座の古い街の記憶をどうやって

再生していくか、という現実論になりますと大

変に難しいです。

石丸／ 情けない話です。昔は銀座の有力な商人

が 10 人ぐらい集まると、町を動かせていたわけ

ですが、今は 100 人集まっても動かせない時代

になりました。行政が非常に力を持っていて法

律というものがあって。法律というのは不思議

に画一化しますので、それが街の個性というも

のといつもぶつかって、最近何十年かでみると、

いつもそれに負けている気がします。それらを

ひっくり返すパワーをどのように持ったらいい

のか。いつもそこにぶつかって、反対するだけ

で。しかも、街づくりということになると、我々

のような商人ではなくやはり専門家が必要だと

いうことになって。いつかも尾島先生に私ども

地元の商店街で依頼して「銀座未来図」という

再開発の図案を書いていただいたんです。その

時もいろいろな案が出てきましたが、もう今で

は、インフラの整備などからいってもそれを実

施するのは難しくて。ですからそれらに 100 年

かかると言われますと、ちょっと。もう少し早

くやりたいと思いますね（笑）。

しかし今日改めて、その土地の、僕は「知恵」

と呼ぶんですが、それを大事にする姿勢が重要

なんだという意を強くしました。しかしまた、

今のようになってしまった銀座で、いったいど

うやってそれをやったらいいのか。命を救うと

いうことで例えていえば、間違いなくボヤ寸前

というところでしょうか。結局、銀座の再開発

という言葉だけでは、容積率を増やして合同ビ

ルをつくれなどという発想になるだけで、経済

効率性ばかりが前に出てくるんです。

三枝／ 銀座は戦後すぐに三十間堀のすぐそこ

をばたばたと埋めてしまったわけですが。その

ときのお年寄りに聞くと、結果論ではあります

が、あの時代は戦後のひどい時代で、水を再生
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するなどというアイディアは全く出てなかった

そうです。反対運動もあることにはあったけれ

ども、汚い川に瓦礫を放り込んで造成してそこ

に建物を建てれば一石二鳥、三鳥だというのが

当時の考えだったようです。水がなくなれば柳

もなくなって。その結果が今の状態です。現在

銀座で住民登録している人はどんどん少なくな

っていて、いまや 3000 人をきってきましたから、

やはり土地というのは、そこに住んでその土地

を愛する人がいないとダメですね。

上山／  しかしさきほど石丸さんがおっしゃっ

ていました自動車の問題を解決できれば、その

道を水にすることできますよね。

石丸／ そうですね。結局水を埋めて道路を得た

というのが、銀座の戦後の再開発ですから。し

かしこれはある意味では、銀座を広域化したわ

けで、昭和 30 年代の土地計画論でいけばいわば

成功例なんです。実際に銀座の地域は経済的な

恩恵をうけたわけですが、逆にメンタリティー

から言えばどんどん砂漠化してきたんです。水

も緑もいまでは海を臨んだ状態でしかなく、無

理やり選んだ絵のような存在です。とにかく根

本的に水路が絶たれていますから、何か発想を

変えないと。そうでなければやはり泉や噴水と

いったあたりでお茶を濁すしかない。それより

も東京というところは、飲む水や、流す水のほ

うが日常生活上、心配ですね。今年は台風がき

たのでよかったけれども、いつ干上がるかわか

らないような条件下にあって。もし雨がなかっ

たらどうしようかと年中噴水を止めたり、わざ

わざ「循環水を使っています」と、要するに汚

い水だとはっきり言わなければいけない。だか

ら、もっと雨水とかをうまく利用するような仕

掛けを作って、それを１つのショーに仕立て上

げるなどすれば。

島田／ 前も一度話しましたが、今の銀座の子供

のことを考えますと、本当にこんなことでいい

のかなと寂しい思いがしますね。何かどんどん

追い立てられていくようで、この辺りの道路や

建物、ビルもあっという間に変わっていく。そ

れはそれはすごいスピードで。しかしこれは今

ある繁栄を手に入れた代償であって、もうどう

にも取り戻せない。では、その何か象徴的なも

のを再生するかというと、それにはやはりある

レベルのものでなくては、先ほどの、まさに感

激が得られるものにはならない。

そして今の銀座は土地のストックという点でも

もう異常ですから。道路などの公共の場所を使

うとしても、その時には適応性なり法律なり民

意の合意として、本当にドラスティックにやる

のか、やらないのかという大議論をやり、特例

化して思いきりやるしか残された手はないので

はないかと思いますね。そうでなければもう遷

都するしかない。歴史的な流れでいうと、もう

ダメになる都市はどんどん捨てて、新しく変わ

っていくという、究極のパターン。そういう究

極のところに私は来ていると思いますね。

■銀座らしい「たまり」

船曳／  私はそこまで悲観的には考えていない

んです。昔から銀座と呼ばれてきたところの面

積的な広がりと、東京に住む人間の交通手段が

戦前に比べてはるかに大量になり移動する時間

が短縮されたことを考えると、ついこの間まで

は銀座の隣にあったお堀が佃島のほうに行って

しまった、ということなのであって、東京の街

全体からすれば拡大したということではないか

と思うんです。銀座のエリアだけで言えば、確

かに水は遠くなったけれども、向こうのほうに

はあるわけで。決して水がなくなったというこ
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とではないわけですよね。

ですから今は、ここに自然の水をもう１回呼び

戻そうという盛り上がりを考えるよりは、もう

少し人工的になってしまった銀座の中にどう21

世紀の街のたまりをつくるのか、ということを

考えたほうがいいのではないかと思うんです。

その中で、多少は噴水のように人がたまるとこ

ろを作ってそこに水の仕掛けを作っていくとい

うことでも決してそれほど後ろ向きなことでは

ないと思うんです。もちろん昔の銀座を知る人

にとっては寂しい状況にはかわらないかもしれ

ませんが。とにかく銀座の並木を歩いていると、

人がたまれるような、休めるようなところがな

いですよね。

別にここに若い人を集めたいと思っているわけ

ではないんですけれども、それでも今流行って

いるところというのはオープンカフェとか１階

の路面の辺りで人がたまるような仕掛けがある

ようなところですよね。ですから銀座も４丁目

のグランドレベルで人がたまる所をつくって、

そこには水の仕掛けがある、ということでもい

いのではないでしょうか。そんなに大きな面積

でなくてもいいのです。おそらく銀座のスケー

ルから言えば、人が歩いていってたまれる距離

のところに点在すると何かすごく生きてくると

思うんです。

それから私は、水路が道路になったということ

を考えた場合、ある意味で言えば逆にこの銀座

の道路を水路に見立てることもできると思うん

です。そうした時、その水路こそが銀座の空隙

だとも思えるわけで、この空隙から見える景色

といえば、こちらのほうに佃島の新しいリバー

シティがあり、あちらのほうには汐留に新しい

予算でできるという超高層がみえる。そういう

風景としての建物が銀座を越えたところに見え

始めるわけです。これが先ほど上山先生がおっ

しゃっていた空間の中の小空間として、町の中

に四角く一つ一つの風景をつくっていくという

ことなのではないかと思うんです。

上山／ 二つ考え方があると思うんです。一つ大

きな意味でのランドマークというのは確かにあ

って、道の軸を富士山の方向を意識したことも

その一つです。新しい建物のランドマークは富

士山にはなりえないと思います。もう一つはヒ

ューマンスケールのランドマーク的存在、本当

に人が歩いて感じられるものがあるはずです。

重要なのは、後者のほうではないかと思うんで

す。それをさきほどお話にあったように、本当

に人が「来てよかったな」と感じられる場所を、

何か水と絡めてつくっていけたら、新たな名所

になるんではないかと思いますね。

かつて、富士の軸は見えなくても軸であった様

にこういった心の軸というものは、必ずあると

思うんです。そういうものは大切にしていった

ほうがいいと思いますね。確かに新たなランド

マークもあるかもしれませんが、それよりもも

っと大切にしたいものが何かあるような気がす

るんです。それはそれできちんとした見えない

軸として考えて置かなければいけないと思いま

す。

■人が感じられるものを

上山／ それからもう１つ、人が何かを触ったり

参画することによって何かを感じられるような

場所というのをやはり公共の場所でつくってい

かなければいけないと思いますね。ハイデルベ

ルグでも結局、もう観光客は要らない、お金な

んて落としてくれなくていいと言って観光バス

も入れないんですよ。経済的には自分の首絞め
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るようなものなんですけれども。銀座でも大通

りのある一角でもいいと思います。そこだけは

もう車は通さないというぐらいまで覚悟すれば。

島田／  相当ドラスティックな決断が要ると思

いますね。何かを犠牲にして何かを捨てなけれ

ばならないのでしょうけれど、現実にはそこで

常に負けてしまって流されているわけで、こう

いう話をするようになったのは本当に最近です

よ。

石丸／ 話だけなら 30 年前にもあったんです。

銀座通りの設計自体は歩く人のための設計にな

っているんです。ガードレールも作らなかった

し。それでいっそのこと、道路ではないという

ことにしてしまおうという話が建設省から出た

んです。要するにもう国道としての価値はなく

なっているわけですから遊ばしてしまってもい

い、とある建設省の高官が言って。それで、そ

の時は公園にしてしまおうと考えたんです。そ

うなるともう車は入れなくなる。もともとそう

いう設計になっているので、いつでもそういう

風になれるという発想があったんですね。

ところがまず警察が、道路でなくなると取締の

方法がなくなると反対してきて。そして建設省

も後から、道路でなくなると自分たちの金も使

えなくなって、電気もつかない、植木の手入れ

もできなくなると言い出してきて。建設省とい

うのは、車が通る道でないと道路ではないと思

っているんですね。そうなると、我々にしても

何から何まで自分たちで面倒みれるわけでもな

く。結局、建設省の現場から「おたくらの面倒

は見れないんだけど」ということで終わってし

まった。これが 30 年前の日本の現実だったんで

す。

■40 年に一度のリニューアル期を迎えて

三枝／ 今、銀座通りに面しているビルは、昭和

30 年代の後半から 40 年代の前半から半ばにか

けて建てられたものが多いんです。それで現在、

ちょうど読売広告社さんのように立て直す計画

があるところが多くなっていて。物理的にはま

だ寿命ではなくても、設備が悪くなったとか最

近の OA 化に合わないということから建て直そ

うと思っている場合があるようです。ところが、

資生堂パーラーさんも既に始まっていますが、

みなさんまたそれぞれに良いと思う建物を建て

てしまう。こういうのは 40 年に一度くらいしか

ないチャンスなので、本当は何か銀座なりの統

一したコンセプトがあれば、それに協力して建

物を立て替えるというところもあると思うんで

すが、それができない。ですからこのままだと、

また個々にバラバラのビルが建ってしまって、

今とはまた違った感じにはなるでしょうけれど、

統一されたようなものにはならないでしょうね。

そうすると次のチャンスはまた 40 年先くらい

になってしまうと思うんです。

私が考えているのは、ただ共同ビルにして容積

率が上がればいいとか、上が使えるようになれ

ばいいといったものではなく、もっと人間が歩

けるような場所としての生かした、一種の統一

性に基づいた基準というものができればいいと

思うのですが。まだ今の建築基準法では、建て

替えても容積が増えない、というよりむしろ消

防法の問題や駐車場の部分などでも厳しくなっ

ているために実質的に使用できる面積が減って

しまうので、本当はやりたくてしょうがなくて

も、皆さんそろばん弾いても合わないからやら

ないんです。その辺りが緩和されるとパッと建

て替えたいという人は多いですよ。

島田／ 私もこの間、ある銀座の画廊のリニュー
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アルをお手伝いしましたが、これが昭和 32 年の

ビルでもう梁に手が届いてハンチの部分で頭を

ぶつけるくらいの、とてもひどいところだった

のですが、それを逆手にとってやりましたら、

結構おもしろくなってしまって。そこは画廊だ

ったからそういうこともできたわけですけれど

も。結局そこも建て替えたくても、さきほどの

専有面積の関係などで、いまはもう我慢してい

るしかないみたいです。

石丸／ 少し典型的な例をいえば、地下がある場

合、1400 ％だったところを 800 ％にしなければ

いけないので、600 ％は減らさなければいけな

いんです。ですからもうこうなると死ぬまで立

て直せなくなってしまう。その時々の思いつき

や時勢による高さ制限があって、そのかわり地

下はいくらでもよかったようです。今度、三越

さんが 1 年半かけて外装をし直すそうですが、

本当はこれも一回建て直したほうが早かったそ

うです。しかし地震が来たとき外装の部分が危

ないということで、とりあえず外装だけをやり

直すそうです。日本の場合、とにかく法律で一

律に話が進みますから銀座だけのケースは考え

ようがないようです。本来、建物や何かの容積

の問題というのは各地方自治体ごとでそれぞれ

事情に沿った権限を委譲すべきだと思うのです

が、山の中も都心の道路も画一的にガードレー

ルがなければいけないというような発想なんで

すよね。

■画一的な発想による限界

石丸／ 横浜ではある種、町並みに関するガイド

ラインを作りとてもよくなりましたが、その背

景にはやはり横浜の文化性、精神性があるから

だと思いますね。東京では、まず利益が先にた

ってしまって。

前田／  横浜の都市計画で有名な田村明さんか

ら聞いた話では、東京が拡大する中で、横浜は

このまま放っておくと束京の一部になってしま

う恐れがある。意識的に横浜のアイデンティテ

ィをつくらなければいけないという強い思いが

あった。それが横浜の都市計画の重要なポイン

トになったようです。その点、東京はそういっ

た必要がなかったということでしょうか。

■工学部が作った日本の都市

前田／ 上山先生のお話を伺っていて、改めて確

認したことなんですが。日本では何でもエンジ

ニアリング（工学）で物事を考える傾向があっ

て、都市は土木工学、建築は建築工学、その分

野に関わる法律もその論理でできているような

気がします。それに対して、先ほども少しお話

がありましたが、パリの都市計画というのは造

園家のオースマンのによるものなんです。ヨー

ロッパでは造園家が都市計画をすることが多か

ったので、自ずと、生態系や土地土地の自然を

尊重するような計画になったと思います。それ

に対して日本では、造園というものがあまり高

い地位にない。例えば、東大でも造園専攻とい

うのは農学部林学科の一部にあり、造園学科と

いう独立したものは残念ながらないんです。そ

の上、ヨーロッパの大学で建築科というのはほ

とんどが芸術学部にあるようですが、日本では

多くの場合工学部にあります。明治の初期頃か

ら「建築にデザインなんて必要じやない、とに

かく地震に負けないものをつくればいいんだ」

という風潮ができてしまって、それが未だに直

らないんですね。そんなわけで、日本は都市づ

くりにおいて西洋から工学的な面は大いに取り

入れたけれども、自然や芸術文化的なものの扱

い方についてはあまり重視してこなかった。
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そのような反省に立って銀座を見てみると、銀

座の中には歴史的・自然的な地霊というものが

ほとんどなくなってしまいましたね。堀も埋め

てしまった。文化性に注目すると、もともと銀

座は下町と山の手の中間にあり、それぞれの文

化が重なり合った良いものがたくさんあったは

ずなのですが、それらも顧みられず、多くのも

のをなくしてしまいましたね。それに変わる何

かをということで、景観論でいう代償景観をつ

くれないかとなると、地価が高いのでミニチュ

アのようなもので代償せざるを得ないんですね。

さきほどのお話にあった、オープンカフェみた

いなものもその一つでしょうか。例えば、イン

センティブ・ゾーニング（何か街にとって良い

ことをすると容積率のボーナスをあげること）

というものの考え方がありますけれど、一般の

歩行者に見えるところに池をつくるとか、オー

プンカフェをつくれば、容積率を 200 ％上乗せ

してもいいといった方法もあるのではないかと

思います。

■自然を感じる仕組み作り

上山／  さきほど前田さんがミニヤチャーで代

償、景観とおっしゃっていましたが、創造力を

たくましくすれば絶対にミニヤチャーではない

ものでできると思うんです。ミニヤチャーとい

うとどうも本物ではないことになってしまうと

思うのですが。21 世紀に生まれてきた何か新し

い、しかも土地の記憶に基づいたものというの

は、絶対に創って行くべきであり、それは我々

の世代がしなくてはならないことと思います。

前田／  街に自然を取り戻すには二つの方法が

あるでしょう。一つは創造力で何とかなるもの、

もう一つは本当の意味での自然をとり戻すこと

です。私は両方で頑張らなくてはいけないと思

うんですよ。例えば、仮に銀座の建物の屋上す

べてに木を植えたとしますね、そうすると全体

としてそれらは本当に大気を変えていくわけで

す。そうなるとミニチュアではなくなるんです。

そのように本当の意味で自然を取り戻すという

仕掛けと、言葉の使い方は少し違うかもしれま

せんが、創造力を違しくするミニチュア的なも

のの両方を頑張らないといけないと思うんです。

自然についてもう少し言わせていただきます。

例えば、原宿の表参道のどこがいいのかという

と、まずあそこは坂ですよね。それ自体立派な

自然であり、そのうえ大きなけやきの並木もあ

る。そして先に行けば広大な明治神宮と代々木

公園もある。やはり近くにあのような大きな緑

地があると、自然の風が吹いてきていいんです

よね。上野広小路の商店街も昔はもっと良かっ

たんです。上野公園と不忍の池の自然があって。

そこへいくと自然条件では、銀座には坂もない、

水もない、近くに緑地もないという三重苦なん

です。

島田／  最近は風までなくなってしまいました

ね。昔は海から必ず海風が吹いていたんですが。

僕はあの有明のところもすべて緑地にしてほし

かったと思っていたんです。ランドスケープと

しての公園を作って、それは絶対浮上するとい

うところで。何もないということの意味が今ど

れだけ大きいかと認識されると思うんですが。

都市博のプランの時にもそういう意見を言いま

したら、もう二度と声はかからなくなりました

けれど（笑）。

大田市場の横に野鳥公園がありますが、あそこ

のセンター街のところが十何年前からビオトー

プになっていまして。実に見事ですよ。自然と
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いうのはここまで本当に蘇生するのかと思いま

すね。

前田／ 銀座にどう自然を取り戻すか、というこ

とで何かコンペをやったら面白いかもしれませ

んね。

長谷川／ 非常に難しいですけれども、さきほど

上山先生がいわれたように 100 年というレンジ

で考えた場合、例えば私のでた小学校の屋上に

は木が植えてあったのですが、もしそれが 100

年後にも存在していたとすると大木になってい

るわけですよね。屋上に大森林があるというの

もこれまた不自然な気がするのですが。こうい

うことは実際に成り立つのかどうか。マンショ

ンなどもよく脇に木を植えていますが、それら

も 100 年経ったらどうするのかなと。おそらく

途中で切ってしまうわけですよね。

上山／  マンションそのものがもつかどうかと

いう問題もありますけれどね。例えば緑にして

も蔦ならば割と楽にできるんですよ。蔦にもい

ろいろありましてね、オオイタビといって割と

小さく細かい蔦もあるんです。これなんかはず

っと這っていきますから。しかし建築を早くだ

めにするといって建築家は嫌いますが。

■銀座の位置するところ

前田／ 私はよく、銀座はどの辺りに位置してい

るのかなと思うことがあるんです。どういうこ

とかといいますと、例えば仮に、北欧からドイ

ツに行って、そこからスイスヘ入ってアルプス

を越えてイタリアへ、とヨーロッパを南に縦断

していったとしますね。その時、景色が変わる

というのは当然なんですけれども、北に行くほ

ど看板類など邪魔なものが少なく、景観要素が

絞られている印象ですよね。ミース・ファン・

デル・ローエが言った「レス・イズ・モア」、

つまり「少ないことは豊かなこと」の世界を感

じます。切りつめた少ない要素で豊かさを表現

している。それがだんだん南に行くと、景観の

中に沢山の要素が入ってきます。スイスでもフ

ランス語圏に行くと、その印象が強まります。

しかし、それはそれでまた魅力的で美しい。雑

多な要素があっても、風土にあったかたちでそ

れなりに調和されていれば別に構わないという

ことですね。そうすると日本の風土でいくと、

銀座の場合どの辺りに位置しているのだろうか、

どのくらい雑多なものだったら許されるのかな、

と考えるわけです。

島田／ それに付け加えてもう少し考えた場合、

アジアでは、片方にいわゆる西欧型の美意識と

いうものがあって。そこに、例えば福岡のよう

なところのようにまた非常にアジア的なものが

渾然としてくる、といったこともありますよね。

今の日本では北海道と九州といっただけでもか

なりの違いがあって。それが東京という所、少

なくとも銀座では西欧化していて先兵をしてき

たんですが、それでも根の部分はやはりアジア

であって。日本の中の日本といった場合、そう

いった部分はどちらの方に向いているのかと思

いますね。

前田／ 景観を整理するとき、要素を切りつめて

いけばなんとなくきれいになっていくと思うの

ですが、本当にそれでいいのかどうかというこ

とをまず考えなければいけなくてはなりません。

どの辺りまで多様な景観要素を許すのか、どの

辺りのところで調和をねらうのか、ということ

が問題になるんです。つまり、銀座を急に北欧

みたいにしても歓迎されないでしょう。

上山／ それは違うんです。なぜかと言うと、土
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地の記憶がそれぞれ違うからです。昔、東京に

はいわゆる何々藩、何々藩といった地方の藩の

いろいろな文化があったと思うんです。今、私

が手がけています芝でも、もとの薩摩藩の記憶

は全く失われていました。そこを再開発しよう

とする時にも、それらをもう一度考えてみよう

といった発想は全くお役所にはないようでした。

しかし、今回はデベロッパーの三井さんがそれ

に気づいたのです。江戸というのは、いろいろ

な地方の文化が集まってできたところなんだと

いうことを、わかっているということが大切で、

そういう記憶があったということをふまえて新

しいものを創るべきだと思います。そういった

意味では、銀座にはいろいろ掘り起こされるも

のがあると思うんです。画一化されたガイドラ

インというのはやめたほうがいいと思います。

銀座ならではのガイドラインを創るべきです。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

長谷川／ 本日は「土地の記憶」「銀座の記憶」

ということから上山先生にお話をいただきまし

たが、ここで提案されたものを銀座が取り入れ

ていくにも、ある種の体力というものが必要な

のではないかと思いますので、できるだけ早く、

まだ銀座に体力があるうちに考えていかなけれ

ばと思います。

（ 1997 年 7 月）

＊ 講演時に使用されたスライドについては

著作権により掲載不可
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銀座座会　第３回

「銀座が残すべきもの」

吉見　俊哉

東京大学社会情報研究所　助教授

東京大学教養学部卒。東京大学大学院社会学研究科修了。

在学中より、如月小春らと共に演劇活動に参加。卒業後、東京大学

生産技術研究所で１年間建築を学び、大学院へ進学。昭和 62 年東

京大学新聞研究所助手となり、のち助教授となる。平成 9 年朝日新

聞書評委員。著書に『都市のドラマトゥルギー～東京・盛り場の社

会史』『博覧会の政治学』などがある。

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■はじめに

吉見／ 私はこれまで、歴史研究と社会学的な研

究をちょうど交差させる形で、大衆文化の研究

をやってまいりました。特に人が集まったり、

あるいは人々が意識を集中させたりする場に、

はたらく権力の問題、政治の問題を含めて歴史

的に考えよう、ということです。もう少し具体

的に言うと、都市に限らず、ある人々が集まる

空間の中で文化をめぐる権力とかイデオロギー

とか政治とか、あるいはそういった欲望がどう

いうふうに絡まっていくのかという研究です。

そこで最初に書いたのが『都市のドラマトゥル

ギー』という 1987 年に出した盛り場の社会史で

す。これは明治から現代に至るまでの東京の盛

り場を取り上げたものです。大きく言うと戦前

における浅草と銀座、それから戦後から現代に

かけての新宿と渋谷、この四つの盛り場を取り

上げまして、そこにおける人々の集まり方の変

化、それからその集まり方の変化の背景にある

社会史の変化とか、都市化のプロセスの構造的

な変化とか、そういうものを明らかにしていく。

つまり四つの盛り場を比較しながら、その背景

にある社会構造の変化、社会意識の変化をとら

え出していくという作業でした。

その後は、空間的展開、空間論のテーマの流れ

の中で言いますと、ちょっと都市を外して近代

の国民国家の形成の中で、人々が集まる空間が

どういうふうに組織され、それがネーションの

権力と人々の欲望を、その空間がどう媒介して

いったということをメインに考えてきました。

それで具体的に一つまとまったものは 92 年に

出しました『博覧会の政治学』という本です。

博覧会というのは、まさにマス・モビライゼー

ションで、大衆動員、たくさんの人を集めると

いうことです。そして、そこに国家的な権力が

強力に入っていく。同時にそこにある社会的な

世界文化を演出し、人々に通用させていくこと

ですから。同じようなことは運動会とか、それ
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から天皇の巡幸とか、それからオリンピックと

か、そういうどちらかというとナショナルイベ

ント、ナショナルセレモニーの世界をここ何年

かやってきています。それがグローバリゼーシ

ョンの中でどうなるかというような問題がさら

に少しずつ見えてきています。都市論というこ

とで戻ると、自分の著書という形では最近まと

めておりませんが、編集をしている友人や知り

合いと一緒に編集に関わったものが一つありま

す。

■盛り場とは

ここでなぜ「盛り場」なのかということですけ

れども。私自身の中での問題意識として出発点

にあったのは、「人が集まるところ」というこ

とです。人が集まるところから、どういうもの

が生まれてくるのか。単に「集まる」といって

も、「集まり」はいつの時代でも同じように、

その時代の意識の変化とか社会構造の変化が、

その都市化のプロセスというものに非常に結び

ついている。そのことを考えると、盛り場とい

うものが社会学研究の一つの重要な対象になり

得るのではないかと思ったからです。これは既

に地理学とか社会学では、いろんな専門的な研

究もありましたし、都市社会学の中でも、磯村

英一さんのように、都心機能の研究とか、そう

いう大都市構造の中での都心機能、そういうも

のがありますし、あるいは繁華街の研究という

ものもあります。ただそういうものと、盛り場

の研究というのは少し違うと思っています。

「盛り場」とは何かというと、これを一言で言

ってしまうと文字どおり「盛る場」です。「盛

る」というのは、例えば「盛りのついたネコ」

とか、「花の盛り」といった時の盛りと同じで、

人々の身体や精神が、ある濃密な状態で、ボル

テージが高くなった状態を指しています。盛り

場というのはそういう状態が、ある空間点な限

定を受けている場ということです。「盛り場」

という概念は、確かに繁華街とか商業地域とい

うものと、概念としては重なりますけれども、

しかしそのアプローチとして、例えば人類学の

祭りの研究であるとか、あるいは歴史学でいえ

ば巡礼の研究であるとか、あるいは都市反乱と

か、儀礼、そういう民族学や人類学、歴史学の

研究に連なるアプローチで近・現代の都市を見

ると、盛り場というものは少し違った形で見え

てきます。これが重要な切り口になり得るんで

はないかというのがベースにありました。つま

り祭りの研究とか、巡礼の研究というのは、装

置の問題というのが非常に重要ですが、同時に

そこに集まる人々の意識の問題というか、心性

の問題、そこに集まる人々の意識や心性がその

装置のシステムとどういうふうに絡まりながら

構成されて、形作られていくのかという問題が

その一つになります。

近代においてそういう問題を考えようとすると

きには、街を繁華街や商店街と見るのではなく

て、まさに盛り場と見ることで、単なる装置系

の問題ではなく、むしろ、ある「場」の意識の

問題とその意識が構成されている「場」の問題

として見る可能性があります。そういったこと

から私自身も、繁華街の研究でも商店街の研究

でもなく、敢えて「盛り場の研究」という言い

方をしています。背景としては、フランスの社

会史とか人類学の新しい展開としての関連を意

識しながらやってきています。

■東京の盛り場

ここで銀座を考える前に、まず東京の盛り場を、

戦前と戦後に分けて考えてみます。
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盛り場といえば、戦前はやはり浅草と銀座とい

うのが圧倒的な代表でしたから、浅草と銀座と

いった装置を考えます。それから戦後は、新宿

と渋谷、原宿という盛り場を採り上げて、これ

らの盛り場を「意識の場」として人々が集まる

装置系として見る。そして人々が集まるその集

まり方を構造化し、それを基礎にして、その中

において人々の意識が形作られていく、構成さ

れていく場として見ていき、その場のありよう

を比較していこうというアプローチでやってい

ます。

先に結論的なところを言ってしまいますと、

1920 年代において東京の中で、最も「賑わいの

中心」といいますか、よくメディアの中でも話

題にされ、語られる盛り場というのが 1920 年代

半ばを境に、浅草から銀座に移っていきます。

それ以前は、やはり銀座より浅草の方がはるか

に中心点を持っていましたが、1920 年代以降に

なると、浅草以上に銀座が人々の中心にのぼっ

てくる。

このプロセスと、1970 年代の半ばを境にしたメ

ディアの影響で、若者たちは一カ所に集中でき

なくなります。全体としてはもちろん分散的な

形態になってきますから、一概には言えないん

ですけれども、その若者たちにとって最も先端

都市、最も意識を集めていく吸引力を持ってい

るような盛り場というのが、1960 年代までの新

宿から、1970 年代末以降は渋谷や原宿に移って

いきます。

この二つの変化の中には、構造的な同形性があ

るだろうというふうに読んでいるんです。つま

り、ある意味で、全部同じではないんですけれ

ども、浅草と新宿は似た面を持っている。どう

いうところかというと非常にどろどろとしたご

った煮的なイメージがあるんですが、1920 年代

以前の明治、大正時代の浅草と、それから 1950

年代から 60 年代にかけての新宿の間には、そこ

に集まる人々の集まり方にある種、通底する要

素がある。同じように 1930 年代以降の銀座と、

1970 年代末以降、80 年代以降の渋谷や原宿には、

浅草や新宿と対照した場合、銀座や渋谷、原宿

の方にある種通底する要素がある。そうすると、

戦前と戦後に二回、似たような盛り場の質的な

転換というのが起こっている。これはどうして

かという疑問を持ったわけです。

1920 年代に、いわゆる大衆娯楽の中心、つまり

賑わいの中心が東京では浅草から銀座と徐々に

移動していく。それから 1970 年代を境に、若者

文化の装置が新宿から渋谷や原宿に移行してい

く。この二つの時間的な流れの間には通底する

要素があります。こういう二つの同時的な変化

が戦前と戦後の両方に起こってくるということ

を、最終的にどう見ていくかということを説明

します。

■日本における都市化の構造

まず日本の都市化には二つのフェーズ、つまり

局面があります。その一つは、農村から都市に

どんどん人口が流入していくことで、その流入

していった人々が、都市のどちらかというと、

裏町的なというか、広い意味での周縁ですけれ

ども、やや周縁的なところに住みついていく。

それは都市の村人みたいな形で農村や地方から

東京にどんどん入ってきた人間が、まず最初に

住む。その人たちが集まり、作っていくような

盛り場というものから、都市の姿というものが

できます。

明治の中期から後期、日露戦争の前後から第二

次大戦にかけて発展した日本の産業化の中で、
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東京には北関東や北陸など、いろんなところか

ら人口が集中してくるわけですが、そうすると

その集中した人口が下町一帯、つまり浅草とか

下谷、それから本所、深川といったところに集

積していきます。その集積した人々の比較的貧

しい労働者階級、あるいは丁稚している小僧さ

んとか、そういう人たちが浅草に遊びに来るわ

けです。ですから、明治から大正にかけての浅

草は、どっちかというと江戸っ子の人たちが作

った文化というよりは、その人たちのエネルギ

ーによって大きく支えられてきたといえます。

新宿の場合も、高度成長期あるいは戦後からず

っと、地方から集団就職などで人口が集まって

くる。この集まってきた若者たちが新宿にたむ

ろして、それが新宿のエネルギーを支えたわけ

です。つまり浅草にしても新宿にしても、これ

らの盛り場が一番エネルギーを持っていた時期

というのは、都市への人口流入が非常に激しか

った時代とかなり重なります。

それに対して、銀座にしても渋谷、原宿にして

も、これらの盛り場が非常に吸引力を強めてく

るのはその後の段階といえます。銀座の場合を

みても、盛り場が本当に浅草から銀座に移るの

は、やはり関東大震災の後の復興期と通じてい

ます。つまり帝都、大東京というのが交通機関

の上でも空間の上でも整備をしていったわけで

す。そのプロセスの中で銀座は非常にファッシ

ョナブルでモダンで、先端的な町というイメー

ジになり、それが実際の人々の身体感覚と日常

生活文化が結びついたような形で浸透していき

ます。そして次第に銀座は浅草以上の賑わいを

得ていきます。渋谷、原宿にしても、70 年代後

半以降というのは、東京への人口集中というこ

とから、むしろ都市空間が消費の面でも居住の

面でもかなり具体的に整備されてきた時期です。

したがって、都市化の二つの移行期というのは、

一つは農村から都市に、あるいは地方都市から

東京に人口が大都市にどんどん集中してくる局

面であり、もう一つは、その集中していった人々

が都市の中で、居住空間の上でも消費の空間の

上でも、いろんな空間とのかかわりの中で、都

会人としての意識形態を身につけていったプロ

セスだということがいえます。

■盛り場における賑わい

江戸時代の盛り場というのは、両国、浅草、上

野、深川、芝といったところが主な盛り場でし

たが、特に両国は飛び抜けて賑わっていました。

こういう江戸年間の盛り場には、幾つか共通し

た特徴があります。

東京は武蔵野台地に乗った部分と、それから隅

田川の下流のデルタ地帯、そしてちょうど左手

をポコンと乗せたような上野台地から、湯島の

本郷台地、麹町台地、不忍台地というふうに台

地がありました。その五つの盛り場、上野と浅

草と両国と芝と深川というこれらの盛り場は、

幾つかの系統に分けられますが、これらのつい

て一つ共通して言えることは、都市の中心には

なく、周縁にあるということです。例えばヨー

ロッパと比較するのは適当ではないかもしれま

せんけれども、ヨーロッパの都市というのは、

やっぱりフェアとか市とか一番賑わうところが

都市の中心にあるわけです。ところが日本の、

少なくとも江戸においては、中心は江戸城です

が人々が集まる賑わいの文化の中心というのは、

むしろ都市構造的には周縁部にあったというこ

とが言えます。

このことは偶然ではなくて、当たり前と言えば

当たり前なのですが、どうして周辺だったかと

いいますと、盛り場というところはもともと門
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前町だったわけで、その寺社地的な空間、浅草

観音であれ、深川の八幡であれ、あるいは上野

の寛永寺であれ、両国の回向院であれ、そうい

う聖地を中心として作られたからです。浅草や

両国の場合には御開帳といって仏像を見せる時

があります。特に両国では、長野の善光寺や京

都のお寺などいろいろなところから仏像を持っ

てきて、それを展覧会みたいに見せる。いろん

な人がそれを見に集まってきた際、その周りで

羽を伸ばしていくということがありました。聖

なる土地を中心にしていると同時に、宗教的な

女性を表に出してるような形にして悪所でもあ

ったわけです。浅草の裏には吉原がありますし、

両国の裏にもそういう岡場所のようなところが

ありました。ですから悪所であると同時に聖域

でもあったということです。

これらをまとめて考えると、江戸時代の盛り場

というのは、一種の他界ないしは異界との境界、

あるいは窓という言い方をしていたわけです。

つまり日常的な秩序を越えた他界。他界という

のは時間的に死者の世界、あるいは物の怪や鳥

といった日常の秩序を越えたような魔物たちが

いるような世界。そういうところへの窓、ある

いは出入口や境界として盛り場が成立していま

した。これは中世の興行とか、そういう興行地

が大体その寺社地の墓場の周りとか、それから

寺社の境内とか、そこでずっとやられてきたこ

とと関係していて、盛り場というのはそもそも

そういうところから発展してくるわけです。そ

れは歌舞伎とか能とか、そういう演芸のように

大体もとのベース、一番ベーシックな形態とい

うのは、死んだ人間というか、死者たちが、ど

ういう形であれ、なんか違う形で復活してきて

現れる。死者たちを生者の世界に召還するわけ

ですよね。そういうものをベースにしているん

です。だから、ベースにそういう死者たちの世

界や魔物たちの世界と日常の世界とのインター

ラクションというのが盛り場にはあり、それを

ベースにしてスタートしたわけです。

浅草というのは基本的にそういう異界として、

江戸時代からずっと栄えていた盛り場ですから、

その異界や他界とのインターラクションという

要素をベースには持っているんです。そして、

そういうベースを持ちながら、そこには近代的

な要素も入っていき、それらが入っていくこと

によって近代的な盛り場を作っていったという

ことが、浅草の空間の側からは言えます。江戸

時代の浅草の中心というのは「奥山」という、

浅草観音のちょうど裏手に当たるところでした。

幕末あるいは明治の初めの浅草観音のごく周り

まで、小さな露店とかのお店がひしめいていた

ような感じでした。周りがきれいに整地されて、

広場になったのはずっと後のことです。

その浅草がどういうふうに変容していくのかと

いうことで、近代以降の浅草の変容として、一

つ非常に重要な契機となったのが、明治の 15 年

から 17 年にかけて行われた公園地改造事業と

いうものです。簡単に言うと、明治の６年に公

園制定の太政勧告というものがあり、東京の上

野と浅草と深川と芝と飛鳥山、この五つを公園

として、西洋的な意味でパークに整備するとい

うことを、太政官が公布したわけです。このモ

デルは西洋の都市で、つまり日本ひいては東京

をどうしたらより西洋の都市に近づけることが

できるのか、という発想がベースにあった。そ

の時、西洋の都市には公園がある。だから日本

の都市にも公園を作らなくてはいけない、しか

しすぐには作れない。だから、とりあえず公園

らしきものというか、公園に似たようなものを

公園というふうに名付けて制定してしまおうと

いうことになった。その頃、公園らしきものと

いった時、一番近そうだったのが寺社地だった。
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飛鳥山は別ですけれども、寺社境内で人々が憩

い、寛いでいるところから、一種の盛り場とも

いえるような寺社境内を一応整備をするという

ことになった。そして、そこは公園となったの

で、ここで見世物をやってはいけないとか、露

店もあまり出してはいかんなどと、いろいろお

ふれが出るんですけれども、浅草の場合、実質

的にはほとんど変化がなかったということです。

明治 15 年になると浅草をもうちょっと公園ら

しく整備しようという動きが出てきて、それま

で観音堂の横には浅草田圃と言われるような大

きな沼地帯が広がっていたんですけれども、こ

こを埋め立てて浅草全体を区画整理しました。

その埋め立てた敷地を「浅草六区」と呼んで、

整地をしたところに先ほどのような観音堂の周

りにずうっとひしめいていたような見世物小屋

とか、その辺の奥山の方にずっとあったような

見世物小屋とか露店とかを移動させ、そして区

画化された土地にそれぞれを割り付けて、そこ

から地代を取る。同時に猥雑な見世物など、い

ろいろ問題があるところを全部排除していく。

ところが、これがうまくいかないんです。ここ

は明治 17 年に完成するんですが、20 年になる

といろいろ東京の制約が厳しくなって、見世物

の人たちとか露店商の人も、浅草を見放して、

他に行ってしまう。閑古鳥が鳴くというか、浅

草がさびれていきつつあるということで、いろ

いろな批判がされるんです。当時、興行師の人

たちとしては、別に浅草にこだわらなくても、

秋葉原とか両国とか、芝とか、他の盛り場に移

っていけばそれでよかった。絶対に浅草でなけ

ればならないという理由はありませんでしたし、

江戸時代の盛り場は、別に浅草だけが抜きん出

ていたわけではなく、他にも幾つか同じような

所があったわけです。ところが、浅草公園を整

備した側としては、あまりさびれてもらっては

困るので、いろいろな紆余曲折はありますが、

最終的には、東京の側あるいは政府側が大幅に

妥協して、少なくとも浅草公園六区に関しては

見世物、興行の制限をすべて撤廃するという自

由化をするわけです。そしてようやく 20 年代に

なって、いろんな見世物の人たちが戻ってくる

わけです。明治 20 年前後でしたら、まだ秋葉原

でも万世橋付近でも、両国あるいは銀座でも見

世物とかをやっていたように、東京のいろんな

ところで興行ができていました。ところが、明

治 30 年代、40 年代になると道路交通量が著し

く増加したり、ほかの場所での見世物興行の制

限が厳しくなってきて、徐々に別な職種の人た

ちが入ってくるようになったわけです。

明治の末になると、浅草だけが東京の中で唯一

そういう猥雑な見世物師たちによって自由に興

行ができる天地として、残された自由の所とい

う構図になってきます。東京のいろんな興行師

が調べて書き残しているのですが、大道芸人た

ちというのは、昔は芝の神明前に集まってきて

は東京のいろいろなところで興行をしていた。

ところが明治の終わりから大正にかけて、徐々

に他のところでは興行ができなくなってきて、

浅草の周辺に集まるようになります。そして浅

草がそういう吹きだまり的な場所になってきた。

その前提が浅草が公園に制定されたことだと思

います。いわゆる日比谷公園のような近代的な

公園というより猥雑さを許容してしまうような

公園として残ったことによって、浅草がそうい

う場所になり得たのではないかと考えています。

その全く逆の例が両国です。両国は浅草以上に

江戸時代に非常に栄えた町であり、盛り場だっ

たわけですけれども、両国は公園にはならなか

った。むしろ交通の要所として発展しました。

千葉、房総方面に行く鉄道の出発点として、そ

して貨物とかその他いろいろな交通の要所にな

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第３回　吉見俊哉「銀座が残すべきもの」 49

ってきます。そのことによって、むしろ文化的

な大衆娯楽は排除されていきましたから、盛り

場としての両国は、時代とともにだんだん廃れ

てしまったのだと思います。

明治 20 年代になると浅草では、新しい要素とし

て、高い所に人々を登らせて周りの世界を見渡

させるという娯楽物が出てきます。これを発展

させたのが、一つはパノラマ館という真ん中に

展望台をつけて見させたものです。周囲 360 度

のパノラマで風景が描かれており、近いところ

にものが置かれていて、まるで自分が高い戦場、

日清戦争とか南北戦争の戦場の真ん中に立って

周りを見渡しているように感じる装置です。こ

れを一言で言うならば、触覚的な娯楽ではなく、

視覚的な娯楽へと変わったということです。つ

まり、周りの世界を高いところに立って見渡す、

あるいはイリュージョンとして周りを見渡すと

いう楽しみです。近代以前の娯楽にも、もちろ

ん視覚的な要素もありますけれども、見るもの

と見られるものとの間のインターラクションを

楽しむということが多かったんです。ですから、

どちらかというと視覚的というより触覚的だっ

た。ところが、これは一方的に高いところに立

った観客が周りの世界を見渡していって、理念

的にも全世界をずっと見渡していくというもの

でした。このような装置が浅草にでき、それに

伴って他の盛り場にもたくさんできてきて人気

を得ていきました。

これは別に日本だけの現象ではなくて、ヨーロ

ッパでも 18 世紀末から、特に 19 世紀前半を通

じてこのパノラマ館というのは非常に都市の娯

楽として流行っていました。特に 19 世紀前半の

映画が登場する以前は、全世界的な最大の娯楽

装置の一つであったので、パリでもロンドンで

もアメリカの都市でも非常にたくさんできてい

ました。その理由の一つにはヨーロッパの人々

の意識の中に、ヨーロッパという中心からアジ

アもアフリカも中近東もアメリカも、全世界を

一望のもとに、自分たちの視線のもとに掌握し

ていくんだという、そういう意識が 18 世紀末、

19世紀の近代西欧の都市の人々にビジュアリズ

ムとして芽生えていたわけです。その意識と娯

楽施設が結びついて、このようなショー空間が

生まれたのが明治初年です。

これがもっと技術的に発展していくと映画にな

ります。浅草が映画館街になっていくのは明治

40 年代以降です。それまではさきほどのパノラ

マ館とか塔とか、あと江戸時代からあるような

曲芸とか、ちょっと猥雑な見世物とか、そうい

う物がひしめいていました。それらが明治 40 年

代になると、こぞって次々と映画館に衣替えし

ていきます。大正の初めまでには十数軒の映画

館がずっと建ち並ぶことになります。今でこそ

新宿でも渋谷でも、そういう映画館が何軒も集

まっているところがありますが、大正中期にお

いてこれだけ活動写真館が集中しているのは、

浅草以外にはありませんでした。つまり、そこ

に行くということは映画を見るためであり、浅

草に行くことによって映画を見ていたというこ

とです。十数軒ありましたから、ロードショー

館とか洋画館とかなり専門化していましたので、

いろいろなものを見ることができました。とに

かく、浅草に行けば何かロードショーや、新し

いものをどんどんやっているというような状態

だったわけです。大正初期には浅草オペラとい

うものも出てきます。関東大震災のころは、ま

さに東京の民衆娯楽のすべての要素は浅草に集

中していたといえます。

その頃、銀座はどうだったのかと考えると、銀

座は確かにイメージとしては「すごくハイカ

ラ」だと広く考えられており、一度は銀座に行

ってみたいという雰囲気がありました。しかし
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それが日常生活にどうやって含まれていくか。

日常生活にどれほどつながっていたのかという

ことを考えますと、銀座は日常の賑わいの空間

として、週末に銀座へ行って銀ブラするという

程度でした。

この大正中期までの時代では、やっぱり東京の

町文化の中心というのはあくまでも浅草であっ

て、それもずば抜けて浅草が力を持っていた。

この時代浅草の賑わいというものに、一体どの

ような要素があったかと付け加えますと、大き

く四つぐらい特徴として言えることがあります。

一つは異質なものが共存していたということ。

あらゆる異質な要素をすべて一緒くたに飲み込

んでしまうようなところです。浅草は東京の長

であるとか、ブルジョワもプロレタリアもごっ

たになっているとか、何でもかんでも飲み込ん

でしまう鋳物状のような、そういう異質な部分

が共存する、ごった煮的な存在でした。もう一

つの特徴というのは、常にどんどん変化してい

くということで、絶えず要素が変化していまし

た。谷崎潤一郎が非常におもしろいことを書い

ています。彼は『鮫春』という小説を書いてい

ますがこれはまさにこの時代の浅草論です。谷

崎という人は 1930 年代になると日本趣味にな

っていきますが、1920 年代までは大変モダニズ

ムで、そういう浅草的なことや都会的なものが

どちらかと言えば好きなタイプで、『痴人の

愛』などにそういう谷崎の特徴が非常に出てい

ます。そこでみられるような、絶えず流動しつ

つあるものというのが浅草の第二の特徴です。

そして三番目の特徴としては、奔放自在さ、あ

るいは日常性からの逸脱ということで、祭り的

な意味での非日常性です。谷崎の文章には、浅

草に行くと職人が平気でカフェーに入ったり、

娘が平気で縄のれんをくぐってしまうというこ

とが書かれています。彼らは最初からそういう

ものをベースに持っていたわけではなく、浅草

というところに行くと、ついそうしたくなって

しまうんだという言い方をしています。つまり、

日常の自分に対する批判とか、役割を逸脱させ

てしまう、そういう雰囲気があったわけです。

四番目の特徴としては、ある共同性というか、

そこに行った人達が、そこでは何か自分たちは

仲間なんだという一体感、あるいは幻想共同体

といった意識を持ってしまう、そういう要素が

ありました。

例えば大正の末から昭和にかけて「安来節」が

流行しました。その時の流行の仕方を江戸川乱

歩が書いています。浅草の安来節というのは他

のところの安来節とはかなり違う。それは他の

ところ以上に、野次とか感情というものが客席

からどんどん上がってきて、そのうち客席と舞

台が非常に一体感を持って高揚していくところ。

浅草の興行界は、客席と舞台の仕切りをなくし

てしまうようなところがある。そういうある種、

そこに来ている人間が、ある共同体意識という

か一体感を持ってしまったりする。非常に雑な

言い方をすると「村祭り的」、そういう要素を

持っていた。これが形を変えて活動写真館でも

あらわれ、浅草オペラでもあらわれ、となって

きたのだと思います。

こういった浅草の賑わいが廃れてきたのは、関

東大震災の後です。震災後もカジノフォーリー

といったものが出てきますから、決して一気に

廃れてしまうわけではありませんが、陰りが見

えてきます。象徴的なことでいえば、震災前ま

での浅草の活動写真館のほとんどがその土地の

興行師が中心だったのが、震災で全部駄目にな

ってしまい、その後、松竹が入ってきました。

昭和の初めから浅草の映画館はほとんどが松竹

系です。その後、浅草オペラが全く振るわなく

なった。それから十二階そのものが震災で壊れ
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てなくなってしまいましたから、十二階下の魔

窟という場所は、震災後に玉の井となりました。

東京の流行歌の中でも、浅草は賑わい場所では

なく、粋な場所というふうに歌われるようにな

り、そして「銀座」の流行歌がヒットしていき

ます。そうするうちに浅草の土地の若者たちは

銀座に対してある種のコンプレックスを持つよ

うになる。浅草が本当に衰退していくのは戦後

ですけれども、震災後徐々に陰りが見えてきて

いた。反対に、この震災後、浅草に変わって東

京の大衆文化の中心、あるいは大衆ショッピン

グの中心をなしていくのが銀座です。

■明治以前の銀座

銀座の発展についてお話する前に、ここで幾つ

か要点を確認しておきます。それは、まず銀座

という町は江戸時代には決して盛り場ではなく、

むしろ場末であったということです。江戸時代

の東京の賑わいの中心といいますか、商業的な

中心はあくまで日本橋本町界隈ですし、大衆の

娯楽的中心になるのは浅草だったり、両国でし

た。商業的に見ると江戸時代までは、京橋まで

はかなり賑わっていましたが、明治の初めに書

かれた銀座の本をみますと、京橋まで賑わって

いるが、そこを過ぎるとどんどん寂れていって、

新橋のあたりまで行くと非常に街道性が強くな

り、新橋自体も非常に粗末な橋であったと書か

れています。ですから江戸の賑わいの中からい

えば、銀座は周縁だったというふうに言ってい

いと思います。

ここで非常に重要なのは、その銀座になぜ煉瓦

街が作られたのかということです。つまり江戸

時代からすれば決して盛り場であったわけでは

ない、商業的にも重要な場所であったわけでは

ない銀座に、なぜ明治政府がかなりの力を入れ

て、つまり相当予算をつぎ込んで煉瓦街を作っ

ていったのかということです。

煉瓦街は明治の５年から７年にかけて作られた

ものですけれども、明治の初期、すでに林立し

てきます。一つは新橋馬頭です。明治の３年か

ら５年にかけて新橋から横浜まで鉄道が敷かれ

ます。そのころ東京駅はまだなく、現在の汐留

の貨物駅のあったところですが、そこが新橋ス

テーションになり、東京の出発点になりました。

これが非常に重要なことです。当時はまず、西

洋からの情報にしても物にしても人にしても、

横浜からすべてが入ってきていた。その横浜に

入ってきたものが、鉄道を通って新橋へ来る。

ですから最初、新橋は東京の中で最も西洋に近

い場所でした。それから、東京のミッション系

の大学というのはほとんどが築地から出発して

います。ホテルにしても教会にしても病院にし

ても、学校にしても、そういうものは築地から

出発しています。また当時、東京に来た外国人

が泊まる場所も築地にあった。つまり築地は東

京の中に建設された外国人居留地だったという

ことです。当時の築地は、東京の中でも最も西

洋化された空間でした。

銀座は、この築地と新橋の中間地点にありまし

た。ですから銀座を西洋化する必要があったわ

けです。つまり銀座だけが重要であったわけで

はなくて、横浜から新橋、そして新橋から銀座

を通って築地、という一連のルートがあったか

らです。この明治初年代に完成したルート全体

が、当時の東京にとって西洋あるいは世界に開

かれた窓となっていった。空間的には世界、時

間的には近代なり未来に向けての窓としての役

割を持っていきます。
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■銀座のロジック

つまり、江戸時代までの賑わいの空間の作られ

方というか盛り場を支えてきた空間的なロジッ

クと、銀座という盛り場を支え発展させてきた

空間的なロジックというのは、根本的に違うと

思います。江戸時代までの盛り場を発展させ、

賑わいを支えてきた空間的なロジックというの

は、異界ないし他界への窓として日常の感覚を

越えたものがその盛り場の向こうにあるという

形です。その異界、他界とのインターラクショ

ンが一つの文化的な意味でのロジックでした。

ところが、銀座を支えてきたのはそういう異界

や他界といったものとの関係ではなく、むしろ

近代あるいは西洋との関係です。最初は横浜が

鉄道の拠点ということで重要だったわけですが、

銀座は、西洋なり未来に向けた窓として発展し

ていくわけです。ですから東京の中心と周辺と

いった関係ではなく、「窓」としてのポジショ

ンというか、「位置」が銀座が賑わうことを形

作る基礎になっていったのだと思います。これ

は当時の錦絵などを見るとよく分かります。そ

の後、銀座では確かに煉瓦街が開発されました

が、家賃は高いし、湿気は多いし、窓は狭いし、

蒸し暑いし、と悪いことばかり言われたようで、

空き家がたくさん出て困ったという話が残って

います。そこで政府は明治 10 年代の最初の頃は、

興行師や見世物小屋の人たちにも煉瓦街を貸し

ていたようで、銀座の煉瓦街でロクロ首や、い

ろんな見世物興行をやっていた、というエピソ

ードもあります。他にもエピソードはいろいろ

あるのですが、明治の 20 年代になりますと、

徐々に銀座も店で埋まっていって、ある程度の

賑わいというものが形成されていきます。

この時、銀座の賑わいの核をなしていたものに

は二つのものがあります。一つは時計や洋服、

化粧品といった舶来品を扱う店です。もう一つ

は新聞社。朝野新聞を始め、新聞社やその手の

情報産業が並んでいました。それで読売広告社

にしても電通にしても、銀座の周辺には広告代

理店がかなり多いんです。これはもともと銀座

の周辺に新聞社といった情報関連産業が多かっ

たということによります。

ではなぜ新聞社が銀座に集まっていたのかとい

いますと、さきほどお話した話とも関係があり

まして、つまりまだインターネットもない時代

ですし衛星通信もない時代ですから、電信とい

うものがあるにしても、情報というのは手紙と

か人間にしても、基本的には当然ですが交通手

段を使って入ってくるんです。そうした時、東

京の中で一番世界に近い場所、西洋に近い場所

は銀座だった。銀座という場所は東京の中にあ

りながら、同時に新橋という鉄道駅を通って横

浜に近かった。横浜に近いということはつまり

西洋に近い。つまり、単にハイカラだからとか、

カッコイイからみんなが集まってきたわけでは

なく、やはり新橋に近く、そういう情報の世界

に近いということが大きく関係していたわけで

す。

そしてここで改めて強調しておきたいことは、

関東大震災の前、大正の初めまでの銀座は盛り

場ではなかったということです。確かに東京の

中で最もお洒落な空間、ハイカラな空間であっ

たことは間違いありません。そして詩人なりハ

イカラ好みの人たちから、いわゆる素人の連中

まで銀座を好んでいたということ。一般の人も

物珍しさから、一度は銀座でそういう洋風のも

のを味わってみようと思うような珍しい空間で

あったと思います。しかしそれは日常的に銀座

に行って買い物をしたり銀座を楽しむという習

慣ではなく、銀座が大衆化していたわけではな

いのです。銀座は特別な空間であり、今の若い

人たちにとっての渋谷、原宿というよりも代官
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山や青山といった、ちょっと格好をつけた人た

ちが行くような空間だったわけです。

それから東京駅は大正３年にできました。この

東京駅の開設とともに新橋駅は廃止になります。

それに伴って、その後の銀座についての議論が

行われ、もう銀座は駄目なんじゃないかという

ことが新聞に書かれたりしました。それまで銀

座は新橋駅が支えの一つになっていたわけです

から、新橋駅がなくなり東京駅が中心になって

しまったら、これからの賑わいの中心も東京駅

の周辺に移っていくのではないかというふうに

書かれたわけです。当時はそういうことさえ言

われるような状況であったわけです。震災後に

でた『銀座細見』という本の中にも、震災前の

銀座というのは確かにハイカラであったし、あ

る程度賑わってはいたけれども、浅草に比べれ

ばまだまだ比べようもなかったし、神楽坂周辺

と比べても、賑わいという点からは劣っていた

というふうに書かれています。

こういった状況が一気に逆転して銀座が大衆化、

盛り場化して、遊びの場と同時にショッピング

の一大中心となっていくのは関東大震災の後で

す。デパートの三越にしても松屋にしても松坂

屋にしても、本格的に銀座に進出したのは、昭

和のはじめです。それからモダンボーイが出て

きて銀座を闊歩するようになった。流行歌で盛

んに銀座が歌われるようになり、『中央公論』

や『改造』といった雑誌に「銀座特集」がひっ

きりなしに入ってくるようになったのも、すべ

て震災後に起こってくる現象です。

■大衆化した銀座

しかし、なぜ震災後になって一気に銀座が大衆

化したのか。それは交通機関の発達、つまり銀

座線が開通したということも多少関係があるか

もしれませんが、それだけが決定的な理由では

ありません。、その一番大きな要因というのは、

むしろ東京全体を包み込み場合によっては震災

後の日本社会全体を包み込んでいった大きな変

化と関係しているのではないかと思っています。

震災前には既に、銀座のハイカラで西洋風なイ

メージというのは広がっていたわけです。当時

の錦絵にも、そういう銀座の町のイメージとい

うのはたくさん書かれていますし、写真にも印

刷にもお馴染みで、それが人々の間には広がっ

ていました。ところがそういう銀座のイメージ

というのは当時の庶民感覚、大正期までの人々

の日常的な生活感覚からすれば、疎遠なもので

した。東京の中では、浅草につながるような生

活空間の方が海のように広がっており、銀座に

つながるような生活空間、つまり西洋化された

生活空間というのは、そこに浮かぶ島にすぎな

かったわけです。それが震災のあった 20 年代を

大きな契機として、この海と島の関係が反転し

てきます。つまり生活のモダン化、近代化が主

流になってきます。浅草的なものがだんだん島

になり、銀座的なものが、海のように広く生活

の中に入ってきます。

これをもう少し具体的に見ると、そこには特徴

的なことが二つ、三つあります。一つは浅草と

銀座を対比した場合、主役となる歩く人々の層

が違っていたということです。階級的にももち

ろん違ったわけですが、世代的にも違っていた。

浅草の場合には、老若男女、子供からお年寄り

まで、いろいろ種々雑多な層が皆、同じように

入り乱れた関係を作っていました。ところが震

災後の銀座に集まってきた人々というのは、若

者たちでした。その若者たちがかなり大きな役

割を果たす盛り場として再出発した銀座。江戸

時代の盛り場というのは、かなり男性に頼って
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いたところがありますが、世代的な関係ではそ

れほどはっきりとはしていません。ところが銀

座の場合には若者たちが特権的な役割を演じて

いきました。

二番目は「モダン」という銀座のイメージ。こ

のモダンという言葉の流行とイメージが、日本

の特に東京の大衆の方へずっと広がっていく。

「モダン生活」とか「モダニズム」といった流

行語が大流行します。このイメージの広がりと

銀座の流行というものが重なるわけです。明治

の場合は文明開化ですけれども、文明開化とい

うより、もっとモダニズム、あるいは日本の都

市のモダン的なもののイメージを空間的に具現

化した場所として銀座というのができていった

と言えるのではないでしょうか。

そして、この震災後の銀座の発展を、三番目に

支えたものは「郊外住宅地」です。すなわち山

の手住宅地の発展ということが非常に大きく影

響していると思います。震災を契機に、下町一

帯の空間地の解体が行われ、いわゆる山の手型

の中産階級の住宅地が発展していきました。

そしてもう一つ、非常に大きな影響を与えたの

はメディアです。昭和の初めには「銀座セレナ

ーデ」「銀座の柳」「東京行進曲」それから「銀

座ボーイ」など「銀座○○」という流行歌が軒

並み出てきてヒットします。そして雑誌などで

も「銀座」特集が非常にたくさん組まれていま

す。つまりこの頃の銀座ほどメディアによって

集中的に語られた盛り場はないと思います。な

ぜこのようなことがおこったのかということを

考えた時、まずそこで重要になってくるのが、

そういう銀座を語るメディアそのものが、この

時期に誕生したということです。銀座を全国レ

ベルで語っていったメディア、例えば流行歌に

しても、まずレコードというものがなければ、

ありえない。そしてそのレコードがかなり大衆

に普及していなければならない。同時にレコー

ドで流れるものを、ラジオというマスメディア

が流すという構図。東京のラジオ局、東京放送

局が放送を開始するのは大正 15 年で、全国ネッ

トが完成されるのは昭和 3 年です。つまりラジ

オというものは 1920 年代後半に急速に大衆化

し、広がっていったわけです。それと並行して

蓄音機も広がっていった。それから『中央公論』

とか『週刊朝日』といったいわゆる総合雑誌や

週刊誌というもののほとんどが明治の 20 年代

初めから 30 年代にかけて創刊されています。最

初の週刊誌、総合雑誌の創刊ブームです。いわ

ゆる今日につながる総合雑誌とか大衆小説が出

てきます。『キング』もそうですし、『婦人公

論』といった婦人雑誌もそうですが、まさに雑

誌というメディアが大衆化していった時代です。

そういう印刷媒体、そして放送媒体といったマ

スメディアが、1920 年代、日常生活に深く入っ

てきて、このメディアを通して銀座のイメージ

もグッと広がっていった。

■銀座のイメージ

確かに、銀座の発展というのは煉瓦街とともに

基礎が作られたともいえますが、その物理的な

ところはすべて関東大震災において壊れてしま

いますし、大正の初めには新橋駅もなくなり、

昭和の初め頃には物理的条件は完全に消えてし

まいます。

ところが、そういった状況にもかかわらず、銀

座のイメージは煉瓦街で作られたものを核に、

それがメディアによって媒介されたりモダニズ

ムに受け入れられた人々との意識が結びつくこ

とによって、むしろそういうイメージが先導す

るような形で、銀座は昭和の初めに一気に大衆
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化していったわけです。つまり文明開化の銀座

と、モダンの銀座とでは構造が逆転していると

いったところがあります。モノからイメージが

作られていった明治から大正にかけての銀座に

対し、大正末から昭和にかけての銀座の大衆化

というのは、むしろイメージが先にあって、マ

ス媒体を通じて空間として発展していくという

ある種疑似イベント的な、逆転していくような

プロセスが一部にあったといえます。

こういった銀座の発展は、現代型の盛り場の原

型だと思います。浅草から新宿に至るような盛

り場の発展というのは、質的にみると江戸時代

からずっと繋がっているような面をもっていま

すが、銀座以前には、銀座型のつまり西洋の近

代的、未来的なものに向けて開かれた窓として

の空間が設定され、それをベースにイメージが

作られ、発展するようになるようなものはあり

ません。そのような形は銀座が初めてで、また

その後、形を変えて渋谷にしても原宿にしても、

銀座のバリエーションとして発展していきまし

た。

銀座と渋谷、原宿の違いということでもう一言

だけ触れると、関東大震災の後になってからだ

と思いますが、戸越銀座とかアルプス銀座とい

ったぐあいに全国の商店街に「銀座」という名

前が付けられていく傾向が出てきます。1960 年

ぐらいの調査では、全国に約 520 の「銀座」が

あるということでした。そういう風に全国の商

店街に銀座の名がつけられていったのは、やは

り東京の銀座がモデルになっています。東京の

銀座にあやかって自分達の商店街にも銀座とい

う名前をつけてしまえば、実際には何もしなく

てもちょっとモダンで近代的なイメージを被せ

ることができる。それでどんどん「銀座」とい

う名前をつけることが流行していったわけです。

しかし 70 年代以降の商店街の名前の付けられ

方というのは、そういったスタイルとはまた変

わり、例えばストリート、アベニュー、モール

などとディズニーランド的というか、カタカナ

で異国的な名前をポンとつけるというのが、主

流になってきます。それを最初に先導したのは

渋谷の西武パルコの公園通り開発ですね。非常

に意図的で、また全然その地域に関係のないカ

タカナの名前をつけることによって周りの空間

を再開発していく。

銀座の場合は日本の中心に東京があって、東京

の中心に銀座があって、その銀座が一番西洋い

近い。それに近づくことによって非常にモダン

なイメージをかぶせていく、よりファッショナ

ブルなイメージをかぶせていくというやり方を

とっていったわけです。ところが、70 年代以降

の渋谷、原宿というのは、基本的には日本全国

の都市部が都市化されてしまっていて、ある意

味で近代化、西洋化されているという状況は前

提になってしまっている。その前提の上で差異

化、個性化をはかるにはどうすればいいのかと

いった時、要するにフィクションの中での差別

化をやるわけです。そうした自分の空間をどう

記号化するか。自分の商店街なり、その空間に

どういう記号をつけ、どういう記号空間として

商店街を組織していくかという話になっていき

ます。その辺の構造の変化ということがあった

のだと思います。

（講演終了）
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*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

－全体議論より－

保田／  たしかに日本が近代化されたのは昭和

３年です。いわゆる録音の仕方が変わってきて、

マイクを使うようになったからで、「電気吹き

込み」といわれてました。それを昭和２年に名

古屋のレコード会社が初めて使い、東京の会社

が出したのは昭和３年です。レコード会社が自

前で流行歌を作り出すのもその頃です。銀座は

そこへうまく乗ったという感じです。それから

歌にするときにはなんとなく、浅草より銀座の

方がモダンでスマートだったのでしょう。それ

がヒットの理由ですね。銀座も得するし、歌も

得するという相乗効果が起こったのだろうと思

います。

長谷川／ 確かにメディアという視点では、当時

たまたまそういうメディアが発達してきて、そ

の中身として銀座がのり、そうして全国に銀座

が広がり、そこからまた銀座が栄えていった。

保田／ あと東京の地下鉄は、昭和２年末に初め

て浅草・上野間に銀座線ができた。なぜ最初に

浅草にできたのかというと、当時はまだ銀座よ

り浅草の方がはるかに栄えていたのではないか

と思います。昭和２年といいましても、工事は

何年か前からやっているわけですからその設計、

計画ができたということで。それでも、なぜ上

野・浅草間が先にできたのか、と疑問に思って

いたのですが、確かにおっしゃるとおり、震災

後すぐではないけど、大正から昭和の境目ぐら

いから銀座は変わってきていたんですね。

荒井／ お話の最後の方で、銀座以降いろんな意

味で、盛り場のあり方が違ってきたというお話

がありましたが、その中で銀座と渋谷もしくは

原宿が対比されるものであるとすれば、銀座が

昭和の初期に得た地位が今日までの 50、60 年ぐ

らいの間に変化してきた変わりようと、渋谷は

若い町ですけれども、盛り場としてかなり認定

されるようになってから 20 年位でしょうか、そ

ういう 70 年代に入ってからの変わり方という

のは、少し違う気がします。

例えば、今渋谷というと明らかにある段階で「若

い」というキーワードではなくなりましたね。

ところが渋谷の場合、もちろん最初は若かった

のですが、まだ急速に変化しているので、今の

選択は広いですよね。渋谷は、単に若くなった

ということだけではなくて、ある種のモダニズ

ムとは言わないまでも、ある種の猥雑さという

か、そういうことを備えた町にだんだん動いて

きているんじゃないかなと思います。そうする

と、最初はすごく似たような位置付けの中で始

まって、設計されてきた町が変化していく中で、

渋谷のこの 10 年とか 20 年の急速な変化という

のは、やはり私どもは間近に見るわけで、それ

が例えば銀座のたどった道と渋谷のたどった道

がもし違うとすれば、それは今日の社会におけ

るモダニズムと、かつてのモダニズムの差であ

るかもしれないし、もしかすると日常性、ある

いは先ほどおっしゃった日常性からの逸脱、そ

ういう類の候補自体が、概念では同じかもしれ

ないけれども、実はすごく違った形をとってい

て、かつての浅草の構造に今の渋谷が近くなっ

ているのではないかということを思ったりしま

す。

そうすると、かつての盛り場、銀座以降の盛り

場というのは、ある種のクリアさというか「猥

雑」に対して「透明さ」というか、そういうこ

とが特徴であったのが、もしかすると今、我々

が潜在的に求めているのは、そういう銀座に代
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表されるような透明さ、クリアさではなくて、

実は猥雑なものを求めるようになっているのか

なと思います。それは単に渋谷というケースが

ものすごく変わってきて、もう銀座と対比でき

ないようなケースになったのかもしれませんが、

その辺がどうも判断がつかないので、少しご意

見をお願いできればと思います。

吉見／  これにはおそらく三通りの答え方がで

きるかなと思います。

まず一つは、浅草から銀座へという場合は割と

はっきり出るんですけれども、本当は新宿と渋

谷、原宿はきれいに整理できないと思うんです

ね。ただ若者文化に限定すると、部分的に 70 年

代は新宿から渋谷、原宿への変化ということの

なかに、多少、浅草から銀座への移行と似たよ

うな変化が見えるんじゃないかということをベ

ースにしているわけです。

都市化というのが単純にイコール近代化となる

のではなく、都市化の中にはどんどん消費社会

化する部分があり、あるいは近代化する要素と

矛盾するような要素もあったりということで、

都市化と一口に言っても、矛盾する幾つかの要

素が組み合わさって成り立っているはずだと思

うんです。実はそこが一番言いたいところです。

二番目は、こういう図で考えた時に、新宿から

渋谷、原宿というのがきれいじゃないのはなぜ

かということと関連するのですが、その一つの

理由というのがメディアの問題だと思います。

銀座は確かにメディアという媒介で、初めて社

会に流行していった最初の盛り場だと思うんで

す。しかしそれでも、都市そのものがメディア

化するという状況ではなく、まだ場所的な秩序

みたいなものがどこか前提にあり、その中で展

開しているようなところがあるんです。

しかし、70 年代以降の渋谷、原宿では、いくら

渋谷、原宿や特定の地域の盛り場にフォーカス

を当てて見ていっても、やはり見えることは限

定されてしまい、限界がある。都市の文化全体

をそこから見ようというのには無理があるので

す。

それはやはり現代の都市の文化というのは、都

市という場所そのものがメディア化されている

ところがあるからではないでしょうか。だから

それこそインターネットで東京とニューヨーク

がつながってしまうといった、空間的に非常に

離れていても、場所を共有してしまうような状

況がある。

このテクノロジーとメディアに媒介された場所

と文化を、もう少し総合的に考えていかないと

見えてこない。地域だけを渋谷、原宿というふ

うに閉じた形で、あるいは渋谷を一つという形

で見ていくのではなくて、もっと非常にローカ

ルなものがグローバルなものと交わる場所とし

て見ていく。非常にローカリティーなものとグ

ローバリティーみたいな、あるいはローカライ

ゼーションとグローバリゼーションというもの

が表立っているようなところでの文化の成立と

いうのを総合的に見ていくには、ちょっと別の

アプローチが必要だなというふうに思っており

ます。

三番目は、特に 70 年代以降、渋谷、原宿になっ

てくると、基本的にはポストモダン、あるいは

ポスト工業化社会になります。我々の現在の社

会というのは、近代がある屈折をしたところに

成立してきていますから、いわゆる近代化とい

うのは、直線的には考えられなくなっている。

そうすると、ある未来に向けての窓、近代に向

けての直線的な時間というのがあって、そこの

中で向こうに銀座があり構造では考えられなく
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なっている。この考えられなくなっているとい

うことが、今、先生にお話しいただいた、渋谷、

原宿とか、現代の盛り場の位置付けがミックス

されたような難しさ、ということにつながって

いる感じがしました。

荒井／ そもそも地理的空間というか、実在する

地理的空間としての領域のカテゴリーはその通

りだと思います。私は地理学者なので、そこに

多少こだわざるを得なくて、一応議論し得るも

のだという前提に立ちますと、もちろん新宿も

渋谷もある意味では郊外化が速い。ちょうど津

田沼とか町田とか、あの辺の開発をやっていた

時期ですが、いわばああいう形でどんどんどん

どん商業施設が作られていく。それはもう、そ

うなるのには簡単に経済原理で説明がつくんで

すけれども。実際、それは大都市といいますか、

都市の必然として郊外化していく。郊外化して

いけばいろんなものが散っていく。散っていく

けれどもばらばらに完全に砂をまいたように散

るわけではないから、その中に生きていく。

そういう意味では、銀座とか浅草というような

意味での集中、空間的集中としての盛り場と、

全然違ったレベルでの盛り場があり、いわば小

さな盛り場ですね。そういうことからいくと、

ここで議論された話というのは、いわばその空

間地形態とかなり近い。それで都心の中での勢

力の変化が少しある。

もし、本当の意味で非常に大きなベクトルを考

えるとすると、もちろん近代化されて以降の議

論では間違いないんですが、郊外化の議論、あ

るいは郊外化をもたらした文化というようなこ

とで議論していかないと、分からない部分がで

てきます。

ただし一方で、その郊外化の文化というものは、

確かに郊外住民の文化であったり、あるいは郊

外地域社会の文化であったりするかもしれませ

んが、もしかしたら郊外の盛り場の文化という

ものは存在しないのかもしれないと思います。

といいますのは、そういった郊外は非常に設計

されてしまうものですから主体が非常にはっき

りしている。その辺をどう考えればいいのかと

いうのがよく分からなくて。彼らのカルチャー

というのは、実はもしかしたら郊外の盛り場論

の中に出てくるかもしれないし、もしかしたら

もう既に盛り場論にはないのかもしれない。

それではどうやって彼らのカルチャーを探すべ

きなのかと。その辺がどうもよくわからなくて、

何かご意見を伺わせていただければと思います

が。

吉見／ おそらく、盛り場論は特に 70 年代以降

の局面ではすごく限界があるんです。

部分的には 80 年代の終わりに、ディズニーラン

ドについて『零の修辞学』という本の中でディ

ズニーランド論を展開しました。そこでも書き

ましたが、80 年代の東京で人々が集まる場所と

いうのは、これまで述べてきたような意味での

盛り場ではないんですね。もっと組織された、

非常に全部がデザインされた遊戯空間、ショッ

ピングタウンというか、そこの中で人々の身体

とどう位置付けられていくのかということを考

えた部分があるんです。ただ現在では、ディズ

ニーランドというよりももっとメディアと日常

性が融合化したようなメディア・スペースが、

なし崩し的に広がっていっているということが

あります。そういう場の問題を考える必要があ

ると思います。

荒井／ その延長で、例えばアメリカの都市で非

常に郊外型が進んでいるとか、ダウンタウンが
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アウトになっているとか、またそれがあるため

に、特殊に発達してしまったロサンゼルスみた

いなケースもありますが。ただ、あれはもう都

心に比較するものがなくなって、明らかに郊外

という空間の中で、何がしかのまとまりを得て

いて、もしかするとあそこには、あれで何がし

かのカルチャーがあると思うんです。

ロサンゼルスで成立したものが、ある種のカル

チャーとして非常に郊外化する。実は物理的形

態として日本やヨーロッパの都市で、ああいう

ふうに比肩するような都市空間が作れるとは必

ずしも思えないんですけれども、しかしながら、

本来の文化論という意味で考えれば何がしかの

形でそういう形が成立する可能性があるのかと

いうのは、私にとっては非常に疑問で、少し考

えてみたいと思います。

吉見／ 郊外が、そういう非常にきれいにデザイ

ンされ尽くした形になっていく一方で、同時に

犯罪の問題やマイノリティーの問題など、社会

矛盾や紛争、闘争といったいろいろな社会問題

がそこら中で噴出するような、非常に空間が分

裂したり錯綜していったりするような、そうい

う郊外のイメージの方が大きくなっている気が

します。そこまでいくと、都市空間としての郊

外空間、かなりグローバルな空間というのが、

ものすごく直結してきています。我々がそうい

う空間分析の中で、グローバルであると同時に、

ローカルであるような視点を、とっていかざる

得なくなっていくのは事実です。

高津／ 私たちの世代だと、先程おっしゃられた

大和民的なところでも、民衆に対する過信とい

うか期待的なところを素直に聞いてしまいます。

そういう意味で言うと、最後の結論的な銀座で

のイメージが形成されて、空間内実が後から備

わってくるという逆説的な話を聞いていると、

それを構造的に決めると、やはり結構穴が出て

くるでしょうし、その論理に銀座を当てはめた

ときには、その先はもうないのではないかと思

いますね。既にお台場があり、さらにそういう

情報系ですべての場という装置が後からついて

くるのであれば、もう銀座というのは、多分こ

の先何にもないとなりますね。それではどうす

るのかというと、もう一回振り戻しをしなけれ

ばいけないのではないかということになる。

装置系というところは後からついてきますが、

一番最初にそういうものがあり、その後イメー

ジというものが形成されてという、順送りの循

環構造がもしあるとすれば、もう一回、装置的

なものも見直せるという、何か発想の軸をどこ

かに持ってこれるのではないかと。そこで銀座

を最近の情報の中において、何か視点を探すと、

小林信彦や古く言えば田山花袋とか。銀座とか

東京自体を描いたときに構図として置いてしま

うのが、「山の手」とやはり「下町」というこ

とになり、先ほど言ったように今それを置きか

えると「郊外」と「都心」ということになると

思います。

今の情報の中で銀座の再編の道がないとすれば、

なにかその辺のところを逆説的に使って、それ

を装置なりにして。先ほど言った山の手発想の

山の手的な意識が銀座というものを支えてきて、

今の基本的な銀座の形態を作ってしまったので

あれば、もう一回そこのところを掘り下げて、

そこに対応した価値というものをもう一回再構

築することによって情報の逆発信をする。それ

を装置の中でもう一回再構築し、もしくは今あ

るものに付加価値をつけ加えることによって、

逆に装置の場から情報発信と、再構築の断片で

もいいから銀座としてつかみ取ることができな

いのかなと考えました。
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その時、山の手の中流意識というのが、今の中

でどう再構築できるのかというは、さきほどの

お話にあったアメリカナイズされた中流意識自

体が瀕死の状況にあるということを考えると、

はたしてどこに求めていったらいいのか。逆に

その辺のところを伺った方が話としては早いの

かなと思いますが。いずれにせよ、もう一度、

昔のものに価値を求めて、そこから何か再構築

できないのかな思いました。

吉見／ 銀座というのは、いろんな意味で日本の

西洋化のシンボルであり近代化のシンボルだと

思うんです。やはりいろんな意味でモダンの象

徴でもあったということは確かです。西洋に最

も近い空間というのが、銀座だったわけですか

ら、そこから外れる必要は全くないと思います。

それでさきほどの「山の手、下町」ということ

で言うと、ぼくは山の手と下町の構図というも

のが、いつから、どういう形で成立してきたの

かということに興味があります。勝手な仮説な

んですけれども、永井荷風や、谷崎潤一郎とい

った文学者というのを見ていけば、かなり見え

ていくのではないかと思いますが。「山の手、

下町」の構図というのは日本版のある種オリエ

ンタリズムだということが言えるんです。オリ

エンタリズムというのは、西洋とか東洋という

ものを対立的に関係づける枠組みのことですが。

そして、西洋の方がより優れていて、東洋は劣

っているという、対立構造というのは西洋が無

理やり東洋になすりつけるという意味ではなく、

東洋の方からも西洋というものを他者としてみ

ているということです。本当は、いつから「山

の手 vs.下町」と言われ始めたのかを調べなけれ

ばと思いますが、そういう対立軸を東京の都市

空間において分けて考えてみると、山の手が西

洋でやはり下町が東洋なんですね。そして西洋

だから山の手になっていて、より日本的なもの

あるいは伝統的なものが下町という関係の問題

となってくる。空間がそういうふうに意識の中

で構造化されてくるプロセスがあったんではな

いかと。

それで銀座というと西洋の中心になる。だから

山の手の中心であり、山の手の中心であるとい

うことは西洋の中心であると。その論理でいく

と、ちょうど銀座は東京のヨーロッパだと考え

られる。パリでもロンドンでもいいわけですが

グローバルな展開の中でのヨーロッパに相当す

る。東京での西洋が銀座だと考える時、ある種

ヨーロッパの没落している点というのがありま

すが、ヨーロッパ性を保ち続けてその力を持ち

続けている。それと似たようなところが銀座に

もある。

今は、都市空間の作られ方自体が、必ずしもそ

ういう西洋近代的な形で展開しているのではな

く、これから全体としてはもっといろんな商店

の形態で広がっていくと思いますが、一度銀座

に集中した人たちにそれが広がっていくとはあ

まり思えない。あるいはもっとショッピングモ

ールで組織されて、郊外型ショッピングモール

型が中心になっていくかもしれない。ですから、

これから一気に銀座的なものが広がるとは思え

ませんが、要するに東京の近代や、西洋として

の価値みたいなものにこだわった方が、銀座の

アイデンティティ、銀座という概念そのものを

保てるかもしれないし、そこから外れようがな

いとすれば、こだわるしかないし、それにこだ

わるという制度的な価値がそういう近代日本の

中心をなしてきたわけで、銀座の価値というの

は、そのレベルで作られたきたわけです。

長谷川／ 銀座には不思議な浄化能力というも

のがあって、三越にハンバーガー屋さんが入っ

ても、やっぱり長続きしなかったりする。ある
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種の時間という蓄積のようなものがあって、決

して新しいものが来るのは拒まないんだけれど

も、結局それはうまくいかない。それはある種

銀座が持っている一種の免疫抗体みたいなもの

ですね。

吉見／ 東京はかなり大都市で、その東京のいわ

ゆる山の手中産階級みたいな階層というのは、

他の消費地に比べて、割と厚いですよね。相対

的にその層はそんなに変わらないと思うんです。

たとえ銀座が変わるとしても、渋谷や他の都市

に比べて変わり方が遅いですよね。

石丸／ 先ほどのお話の中で、銀座が大きく発展

した転換期の時、いわゆる煉瓦街という装置が

完成したわけですが、その装置が壊れたなかで

もイメージだけが残って、それが銀座の発展の

きっかけになったというのは大変おもしろかっ

たです。しかしこの装置というものは残さなけ

ればいけない反面、それを残しながらの銀座の

今後を考えると、これはかなりの足かせとなる

のではないかと思います。

一方で、70 年代の渋谷のパルコ文化から、最近

公園通りが歌舞伎町化しているとか、今度は池

袋だという話になっていること。まさに渋谷と

いうところがセゾングループの文化で発展して

いく中で、今度池袋では逆に追いかけていくと

いう装置があって、最初にお話があった浅草が

盛り場としての意識の場、精神の場として町が

あったところと比べて見てみると、意外に逆転

のところに行っている。こういう発展を考える

時には、どうも流通系の方から見てしまいます

ので、大衆文化、一媒介としての百貨店、デパ

ートといったものの位置付けというとどうなる

のでしょうか。

吉見／  銀座の商業施設というのは消費空間で

あって、浅草の興行空間とは違います。浅草か

ら銀座になってくるときにはジェンダーがすご

く変わった。消費者としての女性というのは、

昭和の初めのモダンガールのイメージで、モダ

ニズムというのが女性のイメージでかなり上が

ってくるわけです。そこから消費する女たちの

浮上、発展ということが銀座の発展ということ

に重なっていったわけです。

それから巨大開発とか郊外型の再開発みたいな

ものがこれからどう展開していくのか。そうす

ると銀座のような中心地はどうなるのか。周辺

からどんどん攻められていって中心は空洞化し

てしまうのか、それとも中心が空洞化した上で、

再開発みたいなものを進めていくのか。それと

も、中心は中心であり続けるのか。そういう関

係の中で考えていくことが実は重要なのかもし

れませんね。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

長谷川／ 今まで私たちもいろいろな観点から

議論してきましたが、今日のような浅草との対

比とか、盛り場という視点で議論することはな

かったですね。今日はそういった意味で総括的

に話していただき、非常に示唆に富んだものに

なったのではないかと思います。

（ 1997 年 10 月）

＊ 講演時にはスライド使用あり
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銀座座会　第４回

「私が残したい銀座のあれこれ」

村國　豊

（株）都市マーケティング研究所　代表取締役社長

中央大学法学部法律学科卒。広告会社を経て、都市マーケティング

研究所を設立。現在、同研究所代表取締役社長。

［公職］第２回世界中小企業技術交流会及び博覧会（ MITEC’98 ）

日本企画委員会副委員長。東京都墨田区「すみだマイスター

まつり」実行委員会会長。「曳舟駅前地区市街地再開発事業

に係わる『工房ショップ』事業化検討調査委員会委員長（住

宅・都市整備公団）。『副都心錦糸町』地域活性化構想検討

調査構想策定委員会委員長。神奈川県小田原市新総合計画に

係わるコンサルティング業務。他多数。

［講師］東京都立科学技術大学特別講師（ H9,H10 ）。他多数。

［絵画］昭和 40 年、二科展入選。

［著書］『新・マーケティング戦略』（日本実業出版社刊）

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■絵描きの目から見た銀座

村國／ 先般、皆様が今までにやられた研究の成

果をお送りいただいて拝見しましたが、私にと

っても興味のある研究で、この研究会自体に大

変関心を持ちました。本日は、かなり主観的に

銀座の景観の視点でお話したいと思っておりま

す。

私はたまたま絵を描いております関係で、まわ

りを見るときに、絵描きの目で見る習慣があり

ます。ある町へ行ったときに、ここは私が絵描

きとして絵を描きたくなる町だろうか、という

見方をするのです。そうすると、これは私の主

観的なことで少し語弊があるかもしれませんが、

銀座を含めて日本の都市は絵を描きたくなる何

か一種、衝動のような気持ちにさせてくれると

ころはないですね。これはなぜなのかと思いま

す。

たとえばパリだとかローマとか、アメリカの都

市に行ってもそうですが、ところどころで絵描

きの姿をみると思います。しかもプロの絵描き

ばかりではなく、アマチュアもあちらこちらで

絵を描いている。皆さんそういう風景にめぐり

合うことが多いと思うのですが、不思議なこと

に、東京の街を歩いていて絵描きが絵を描いて

いるので注意してその前を避けて通ろうという

配慮をするような経験はほとんどないと思いま
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す。これはもしかすると大変な問題ではないか

と思います。やはり、絵を描きたくなる場所と

いうのは何か魅力があるのだと思います。実は

この問題を私はずっと考え続けてきましたが、

もともと日本の街というのが昔からそうだった

わけではありません。野口さんの本にも書いて

ありましたが、江戸時代の都市では安藤広重、

北斎など、いろんな画家や版画家が、日本の都

市なり日常生活をたくさん描いてきました。と

ころが明治以降のもので、日本の都市をテーマ

に描いた絵は残念ながらほとんどない。たとえ

ば日本画の絵描きの絵を見ても、日本の「風土」

をテーマにして描いている。東山魁夷が銀座を

テーマに絵を描いているかというと違う。梅原

龍三郎は薔薇の絵を描いたり富士山を描いたり

はしているかもしれないけれど、都市は描いて

いない。これは銀座に限りません。新宿の絵を

描いているかといっても描いてない。私はよく

新宿の都庁に仕事で行くのですが、まずあそこ

で絵描きがスケッチしているのにぶつかったこ

とはないです。21 世紀の日本は、もっと多くの

外国人を迎えるような観光立国にならないとい

けないと思っていますが、今の日本の都市をそ

ういう目で見た時、特に外国人の目から見て絵

になるような風景はないのではないかという気

がするのです。私は都市計画のメンバーでもあ

りますのでこれを自分の問題としても考えてい

ます。

■「中景」ばかりの街づくり

たとえば広重の絵で言いますと、向こうのほう

に富士山のような山があったり、もしくは遠く

に水平線があるというように「遠景」がありま

す。そして、手前のほうには朝顔の盆栽があり、

朝顔と富士山というのが描かれていて、その真

ん中に建物がある。日本語に「中景」という言

葉はありませんが、絵を遠近法で描いたときに

は、必ず真ん中の風景というのがありまして「遠

景、中景、近景」となっています。

広重は東京の街を描くとき、遠景に富士山、中

景にお城や茶屋といろいろ描き、そして手前に

朝顔の盆栽、というように立体的なものを見事

に描くわけです。しかし今、私たちが東京の街

を見るときには遠景が見えない。高い建物に入

ったとき「なんだ東京からでも富士山は見える

のか」と、とても意外に思えるのです。これは

遠景を無視した街づくりの結果ということでし

ょうか。それでは近景はどうなのかということ

を考えますと、近景もあまり意識されていない

のではと思います。

つまり明治時代以降、遠景と近景はなくなり、

日本語にない中景ばかりつくってきたのではな

いかと思うのです。たとえば両国の駅の前を降

りまして、江戸東京博物館の建物の隣に国技館

があります。これは全く違う異質の建物が、調

和しないで相反して背中合わせに建っていると

思います。絵描きの目から見ましても、ここは

全く絵にしたくない風景ですね。バランスも悪

いし、その絵を見た人はきっと不快感を感じる

ようなかたちになっているという気がします。

遠景には何もなく、近景にも何もない。たとえ

そこに朝顔の盆栽みたいなものを置いたとして

も、それは決して調和しないと思いますね。

明治以降ずっと作ってきた近代文明国家の真ん

中に極めて文明的な、しかし私から見ると非文

化的な建造物がニョキッとあって、それが遠景

も近景も両方消し去っている気がすることもあ

ります。その典型的な例が今の臨海副都心です。

臨海副都心へゆりかもめで行きまして駅を降り

て目的地の建物まで行く間の空々しさといった
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ら、これは非常につらいものがあります。そし

て、建物の向こうには房総半島が見えるのです

が、その房総半島と手前にあるテレコムセンタ

ーの建物はまったく調和していない。これも気

になります。

それで広重の時代は、もしかすると広重が絵を

描きたくなるような都市構造を考えていたプロ

デューサーがいたのではないかと考え、いろい

ろなものを見に行きました。15 世紀にローマの

街づくりを頼まれたミケランジェロという人は

本当の意味では建築家ではなくて、絵描きの目

でものを見ていた人だと思います。今でも残っ

ていますが、ミケランジェロが最初に盆地のな

かにあるローマの街のシルエットをスケッチブ

ックに描いているのです。そこには遠景として

見える山の稜線と手前にある教会の尖塔が建っ

ているのですが、教会のシルエットとうしろの

山の稜線が、南のほうから見たときにはこうい

うふうに見えますよというようにスケッチブッ

クに残しているのです。そして設計の人に「こ

のシルエットに合わせたかたちで、専門的に設

計をしてほしい」ということを依頼しているわ

けです。ローマは 100 年かかったなどと言われ

ますが、ミケランジェロの後はラファエロが継

いで、二人の絵描きが全体のかたちをつくった。

それがやはり後にスペインのセビリアだとか、

バルセロナだとかにも影響を与えていますし、

パリにも影響を与えているわけです。これは何

か江戸時代にも共通していたと思いますが、明

治以降の日本はそれを失ってしまったのではな

いでしょうか。

その土地の景観を考えるということは私一人で

はなかなか難しい問題ですが、これからは絵を

描きたくなる都市づくりということに挑戦して

いきたいと思っています。

■「花の東京」再構築

ところで「花のパリ」という言葉は、皆さんす

ぐに理解されると思います。「花のお江戸」と

いうのも一般的な言葉だったと思います。しか

し「花の東京」という言葉はないですね。皆さ

んに「花の東京」と言っても「何だい、それは」

ということになってしまう。しかし「花のお江

戸」というのは確かに使われていた言葉だと思

うのです。

亀戸天神の藤棚は有名ですが、その藤棚がちょ

うど満開の頃、約一週間ぐらいの間に、普段は

まったく人気のない亀戸の駅の周辺に人がたく

さん群がります。銀座まつりほどではありませ

んが、だいたい一週間に約四、五十万人ぐらい

の人が集まるそうです。日本人は非常に花が好

きなんだと思うのです。藤の花以外でも、上野

の山や隅田川のあたりは少し細々としかありま

せんが、桜が咲くと人々が集まる。これらはこ

とごとく明治以降につくられた花ではありませ

ん。江戸時代からたまたま残されてきた上野の

桜であり、そして千鳥ケ淵の桜であり亀戸天神

であり、それらは「花のお江戸」のほんの一部

ですが、そこに人々が集まっている。江戸時代

はもしかしたらもっとたくさんそういう「花の

お江戸」と言われるのにふさわしいものがあっ

たのではないだろうか。それが今では消え去っ

てしまったのではないだろうか。そういうこと

も含めて、これはもう一度見直してみる必要が

あるのではないかという気がします。

私は銀座が大好きで、必ず一日に一度は銀座の

どこかを徘徊しているというふうに言ってもい

いぐらいです。たまたまこの中央通りをずっと

まっすぐ行きました田町の右側のところに住ん

でいるものですから、どうしてもこの銀座の中

央通りというのが通り道になっているような感

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第４回　村國豊「私が残したい銀座のあれこれ」66

じがありまして、すごくこの辺が好きなんです。

しかし残念ながら私は一度も銀座の絵を描いた

ことがありません。さきほどからずっと考えて

いたのですが、なぜなんでしょう。実は私はす

ぐ隣にあります伊東屋さんで、いつも 12 月に私

が描いたカレンダーを売っています。限定で売

るのですが、何人かファンの方がいるようで、

だいたい 3 日で完売します。今年のものは私が

25年ほど前にパリへ行ったときスケッチブック

に描いてきたパリ近郊の風景を、もう一度去年

の夏休みにカレンダーのために水彩画で描き直

したものです。

そのように東京の街をカレンダーにしようと考

えると、どういうふうになるのか私はちょっと

悩んでしまいます。これはパリでなくてもいい

と思うのです。ローマであってもいいし、もし

かしたら中国の街でもいいのかもしれない。け

れどもなぜか東京を含め、日本にある都市とい

うのはみんな似ていて、絵心をそそらないとい

う気がします。

■銀座を眺めて

その関連でもう一つお話しします。今日は改め

てショーウインドウを眺めながらここへ来たの

ですが、以前ショー・ウィンドウのデザインを

やっている方と話をしたことがあります。日本

でのショー・ウィンドウというのは、前を歩か

れる方のためにディスプレイしているというこ

とでした。したがってショー・ウィンドウは、

前を歩かれる方から見て美しければいいわけで

す。ところが、私がパリへ行って感じたことは、

特にショー・ウィンドウが非常にきれいだとい

うことでした。そこでパリのショー・ウィンド

ウデザイナーに話を聞きましたら「私たちがシ

ョー・ウィンドウをやるときには、道を挟んで

反対側の歩道を歩いている方から見て美しいデ

ィスプレイをします」と言われました。「何か

素敵なものがあるな」「あのショー・ウィンド

ウ、きれいだな」というふうに、いわゆる絵画

の額のように見えるのでしょう。そうするとそ

の反対側を歩かれた方が気になって渡ってきて

くれて、そのショー・ウィンドウを見に来てく

れる。しかし東京は反対側を歩いている人なん

て全然意識していません。ですから向こう側に

渡って、きれいに見えるかどうかというチェッ

クはしないのだと思います。しかし最近は少し

進歩してきていますね。

先ほど言いました距離感というところで、そう

いうことへの配慮がものすごく出てくる気がし

ます。照明の専門家の方で石井幹子さんという

方が活躍されていますが、建物を照明するのに

間接的に照らす手法が、最近では日本も少しよ

くなってきたとおっしゃっています。しかし私

は今でもまだまだ遅れているのではないかと思

うことがあります。私も広告の分野にいたこと

がありますのであまり言えないのですが、日本

の街のなかで問題なのは屋外広告だと思います。

屋外広告の美しくない様子、これが問題ですね。

銀座は規制があるようで、かなり整然とされて

いるように思うのですが、それでもパリだとか

ローマだとかニューヨークに比べると、やはり

美しくない。この屋外広告の問題を研究しない

と、どうも町の品位が上がっていかないのでは

ないかという気がします。

そういうことで銀座にもう少し何か魅力をつく

っていくために、絵描き仲間が「みんなで銀座

へ行って絵を描こう」といって、みんなで絵を

描いているような風景になって、モンマルトル

の丘のような風景ができたら、少しは様子が変

わるのではないかという気がするのです。「お

っ、銀座って何かすごく芸術的だな」というよ
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うな。銀座はギャラリーがいっぱいあるわりに、

絵描きがいないというのは不思議な感じがしま

す。たとえば絵画の先生が「銀座ということを

テーマにして絵を描きなさい」と言ったとき、

生徒たちがどう反応するか、ちょっと聞いてみ

たいですね。そしてその宿題に対してどんな絵

を描いてくるのか、すごく興味があります。

■つぶされた江戸の文化

最近、私は江戸までの日本と明治以降の日本と

いうことを考えるとき、明治が江戸をつぶして

いってしまった歴史というところに注目してい

ます。

海外から非常に高く評価されている日本固有の

文化のなかには、たとえば歌舞伎だとか大相撲

があります。大相撲は特に人気がありまして最

近ロンドンあたりでも、丁髷を真似して裸にな

ってお相撲さんみたいな格好をしている人が出

てくるほど、相当日本ブームが浸透してきてい

るように思います。その相撲に引き継がれてい

る、丁髷や土俵、まわしなどといった伝統的な

様式というのは、今のこういう時代のなかにあ

っても、あまり違和感がないような気がするの

です。つまりこれらに違和感がないということ

は、もしかしたらもっと多くの江戸の風俗が残

っていても良かったのではないかという気がす

るのです。

司馬遼太郎先生だとかその他多くの先生たちは、

明治維新の時の志士達を、どんな形にしろ近代

日本の国家をつくっていった最も素晴らしい人

達、英雄だという位置づけで強く前に出されて

いて、彼らが犯したマイナス点などにはあまり

触れないものですから英雄像だけが見事にイメ

ージとして定着していると思います。しかし想

像するに、20 代の長州藩に住んでいた若者と薩

摩に住んでいた若者が江戸に上ってきて、あの

当時の江戸の文化、260 年かけて完成された日

本固有の文化を見たときには、非常に衝撃を受

けたのではないかと思います。おそらくその江

戸の文化は彼らにとっては震えおののくぐらい

素晴らしいものだったのではないかと思うので

す。たとえば江戸東京博などで吉原の芸妓が着

ていたような着物の生地一枚を見ても、今でも

ちょっと考えられないぐらい素晴らしく絢爛豪

華なものを着ています。そのような技術や当時

の様々な衣食住すべてにわたる様子は、変な言

い方ですが、長州と薩摩の田舎侍が出てきて見

たときには、まさに竜宮城に来たような感じだ

ったと思います。そしてこの圧倒的な文化を前

にして、俺たちは負けてしまうのではないかと

思ったのではないでしょうか。それではこの江

戸をつぶして新しい新政府をつくる時、これに

勝てる文化はいったいどこから持ってきたらい

いのだろうか。長州や薩摩の文化を持ってきて

勝てるのかといったら、おそらく勝てないと判

断したのだと思うのです。その時、外を見たわ

けですね。パリがちょうどエッフェル塔を造っ

ている時期です。たまたま丁髷を結って万国博

を見に行ったら、そこには圧倒的なフランスの

宮廷文化があり、イギリスに行けばもう汽車が

走っている。これらに圧倒されたのだと思うの

です。「よし、これなら勝てる」と思ったので

しょう。これらは私の主観的な見方ですが、も

し私が大久保利通であれば、やはり「よし、こ

れを持って来てしまおう。そうすればあの江戸

のすごい文化にとって代われる。」と思ったと

思います。そこに一種コンプレックスの裏返し

として欧化主義があったのではないかという気

がしているのです。もちろん、これはある意味

では評価されるべきことですが、私が残念でな

らないのは、そういう海外から持ってきた素晴
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らしい文化を導入すると同時に、中央集権的な

江戸にあった日本固有の文化も潰さずに、大相

撲のごとく保存、伝承してくれていたら、今の

日本の都市がもう少し違うかたちで世界に誇れ

るものになっていたのではないかと思います。

■江戸時代の創造性を蘇生させる

また明治以降、欧化主義によって日本人は世界

一の物真似のうまい国民であるという一種の蔑

視感情や蔑視的な評価があります。ところが実

はそうではないと思うのです。日本人は物真似

もうまいけれど、実は独創的な創造性も持って

いたと私は思います。

それはどういうことかと言いますと、江戸時代

までにつくりあげてきた、特に江戸の鎖国期に

つくりあげた日本の固有の文化というものは、

ほとんど日本人の創造性によって誕生している

ということです。これはたとえばゴッホとかセ

ザンヌといった皆さんもご存じの印象派の絵描

きたちが、当時の日本の版画家たちの試みを最

も先進的なアートだと評価していたことからも

わかります。彼らにしてみると、なぜ日本とい

う国にこんな素晴らしい創造性があるのか。彼

らはそういった敬服の念を持っていたわけです

が、その時、日本自身がそれらを正しく評価で

きなかったために潰していってしまったのだと

思います。

明治の初期、フランスの絵描きでビゴーという

人が日本に来ていました。なぜ彼が日本に来た

かといいますと、歌麻呂や広重、北斎らのつく

り出した日本の芸術を勉強したくて来たのです。

ようやく日本に来て、そして版画を教えてくれ

るところはないかと探したそうですがどこにも

なかった。上野の山へ行きましたら美術学校が

あったが、日本の版画を教える先生はいないし、

今の新政府の元では一切そういうものは「ノ

ー」であり、江戸にあったものは全部つぶせと

いうことになっていると。そこでは油絵科があ

るというので、聞いてみると、フランスやイタ

リアの油絵を勉強しているという。実際に見に

いったら「この程度の油絵の練習では、私たち

フランスの油絵に追いつくためには 100 年はか

かるだろう」と思ったそうです。そして「日本

人はなぜ何百年もかけてやってきた日本の版画

という素晴らしいオリジナリティーを継承しな

いのか」といったら、「それらはもう全部あり

ません」「版木はどこにいったんだ」「いやそ

んなもの、どこにもありません。もう二束三文

でどこかに売り飛ばしました」。そうやって日

本の版画はなくなったというわけです。

実は今、私は墨田区で仕事をしているのですが、

今度「北斎館」というものができます。そして

両国のところに「北斎通り」という名前の道ま

で作ろうとしています。この北斎館がなぜでき

たのかと言いますと、大森の貝塚を発見した考

古学者のモース博士が、貝塚を掘りながら併せ

て興味があった日本の文化を徹底的に調べまし

て、北斎の作品のほとんどの版木を買っていた。

私の想像ですが、考古学者の給料が当時どのぐ

らいだったのかは知りませんが、そういう人が

サッと買えるぐらいの二束三文で買っていった。

それもほとんどの作品と版木を。これをモース

が母国へ持ち帰り、モース家の倉庫の中に保管

していたのでしょう。考古学者ですから、おそ

らくきちんと保存していたのだろうと思います。

そしてそれらが最近になって、ハーバード大学

に通っているお孫さんによって見つけられた。

倉庫を調べていたら、何かよくわからないもの

が出てきて、中を見たら北斎の版木だったとい

うのです。19 歳のハーバード大学に入ったばか
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りのお孫さんは「これらは私が持っていても意

味がないから、日本に戻そう」といってこの生

誕の地に持っていこうと墨田区に問い合わせた

そうです。それらを評価したら、大変な価値の

ものだということがわかったわけです。もし今

これを通常の画廊で商売したとすると、何百億

というくらいの価値があるそうですが、私が偉

いと思うのは、そのモースさんのお孫さんは「そ

んなのいらない」と言ったそうです。しかし墨

田区としてはタダでもらうわけにはいかないか

らという話になって、あまり正確ではないかも

しれませんが、約一億の予算でそれら全作品を

買い戻したようです。このモースさんのお孫さ

んも素晴らしいと思いますが、日本人が捨て去

ったものをそうやって評価していたアメリカの

モースさんは本当に素晴らしいと思いますね。

そして、一億円で返してもらったことも非常に

嬉しいわけですが、一方では、銀座煉瓦街が燃

えるぐらいですから、もしかしたら日本の土蔵

ではたぶん保存できなかったとも思われるので、

結果論的には良かったのでしょうね。

こうしてかろうじて守られてきた、江戸時代の

そういう創造性というものを、私は銀座の問題

を含めて、私たち日本人がもう一度再蘇生させ、

回復していかなければいけないのではないかと

思います。日本人は物真似だけが得意なのでは

ない、という自信をもう一度持ち直して、世界

のどこにもないような固有のものを私たちは創

り出すことを、今からやっていかなければいけ

ないのではないかという気がしてならないので

す。

■原点を見つめる

私は最近、この経済が不況になっている時期に

いろいろなところで申し上げていることがあり

ます。バブル期までの日本は、欧化主義で何で

も西欧が良いというような、たとえばビルをつ

くる時でも、何かエッフェル塔よりデカいもの

をつくりたいといった傾向。または、ニューヨ

ークの街みたいなものをつくりたい、といった

そういった風潮がありましたよね。しかし今は

そうではなくて、やはりもう一度原点を見つめ

る時期なのではないかということです。日本人

一人一人が足元を見詰め直す時なのではないか

なという気がするのです。

世の中がこんな不況のなかで、その足元を見る

ということは、私はやはり一つまず自分を見つ

めるということが、重要だと思っています。そ

れから二番目は家族です。家族とか故郷を見つ

め直す方向にいると思うのです。どうもバブル

の時までは、ハワイに別荘を持とうよなんて言

って騒いでいましたが、今は全然そうではなく、

むしろ「俺が生まれたところがどうなっている

のだろう」と、そういうことをみんなが考えて

いる時期なのではないでしょうか。この原点に

戻ろうとしているベクトルが、そこからまたい

ろんな方向にいっている気がします。

それからまた、最近では人から聞いた話という

ことを信用しない時代になっているという気が

するのです。たとえば「どこどこのシンクタン

クが言ったのだから株は上がるよ」と言って買

ってみたら駄目だったとか 、「テレビが言って

いるのだからあの宣伝は正しいよ」っていうの

を「これもどうも怪しいな」と思ったり、「あ

の会社はつぶれないよ」「いやいや、怪しいな」

と思ったりしていますね。これはどういうこと

なのかというと、私は何か一次体験とかライブ

主義というものが重視される時代なのだと思う

のです。

昔たとえば典型的なサラリーマンの幸せな家庭

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第４回　村國豊「私が残したい銀座のあれこれ」70

といえば、土曜日の夕方になるとお父さんがソ

ファにごろりと横になって缶ビールを飲みなが

ら野球を見て「いやぁ、巨人が勝ったな。いい

ね、長島は。」って言って缶ビールを飲んで、

ほろ酔い気分でグダグダそこで寝転がっている

親父がいる。これが、何か一つの典型的な幸せ

家庭像だったわけです。しかし今はどうもこう

いうお父さんは軽蔑されているのです。そんな

缶ビールで野球なんか見てひっくり返っている

親父なんて駄目だよと。そして、前より野球が

面白くないのに、なぜ野球場が満員になるのか

不思議に思っていたのですが、あれは別にジャ

イアンツが強いから満員になっているのではな

くて、前みたいに間接的にテレビを見て野球を

見るというのは、おしゃれではないんだ、自分

で行って見ることがいいんだというふうになっ

ているからではないでしょうか。これは一つは

Ｊリーグのサッカーが影響を与えていると思い

ます。やはりサッカーもその現場に行って、サ

ポーターになってみて初めてあの面白さがわか

るというのがありますよね。そういうライブ感

覚とか一次体験感覚というのがものすごく大事

になっているわけで、これは先ほど申し上げた

原点思考の延長線上にあるような気がします。

この間、テレビ局の編成部長と話したのですが

やはり、まさにそうなのではないかといってま

した。たとえばテレビで「いい温泉があります」

ということを伝えようとして、昔だったらその

温泉へ女優さんを連れていって「ああ、気持ち

いい」とその表情を撮る。そうするとテレビを

見ている人は、「ああ、良さそうだな。だけど

自分は面倒だから行かないな」といって見てい

るだけだったけれど、今はそうではないんです

ね。ここにいい温泉があります、ということを

伝えれば、世の中のお母さんたちは実際にそこ

に行くのだそうです。 行ってみて「テレビで言

っているのは嘘じゃないの」「私が来たら全然

よくないじゃないの」って言って怒ったりする

らしい。そういうふうに参加型になってきてい

るわけですね。

そして何より 10 年前と圧倒的に変わったのは

銀座の街角なんかで取材をする時に、カメラを

向けて「最近の橋本政権をどう思いますか」な

んて言うと、みんなほとんど昔は逃げたという

のです。マイクを近づけたら「いやいや私はち

ょっと失礼します」、「いやいやいや」と言っ

てみんな逃げた。それが今では、こうやってマ

イクを向けるとバーッとみんな来て、どんどん

意見を言うのだそうです。昔だったら「私、ち

ょっと、会社の関係がありますから、出たくな

い」と言っていたのが、今はもう全然関係ない。

大企業の重役さんでも誰でもみんな、悪いこと

してない限りみんな出てくる。もうとにかくテ

レビのカメラが行ったら逆に群がるというよう

な感じになってきて日本人が体質的に変わって

きていると思うのです。以前ジュリアナで、女

の子たちがワーッと踊っていましたね。みんな

参加して踊るというようなことが恥ずかしくな

いんだということ、これも一次体験主義のはし

りなのではないかと思うのです。昔の日本人の

引っ込み思案のようなものが少し様変わりして

きているような気がします。そして、それがど

んどん進むのではないかという気がするのです。

もう一つ同じ原点思考の一つですが、一次産業、

二次産業、三次産業と来て、次はどこにいくの

だろうということです。よく青山通りでコピー

ライターになりたいといっていた人が、最近コ

ピーライターでは飯が食べられなくなった。そ

れでコピーライターでなかったらフリーターで

いいや、といって名刺に「フリーター」と書く

とかっこいいとか。そういう時代になっていて、

第三次産業の端にこぼれそうになっているよう
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な人たちがいっぱいいるわけです。しかしこれ

はほとんど根無し草みたいなものですね。

また原点思考のなかで面白いと思うのは、世の

中がもう一度、一次産業に注目していると感じ

られるところです。確かに最近元気がいいのは、

かつての一次産業のなかに芽生えてきていたも

のだという気がするのです。たとえば農業がバ

イオだとか水耕栽培など新しい技術を導入して、

新しい付加価値の高い産業として生まれ変わろ

うとしている。その延長で具体的な例を挙げる

と、東京農業大学みたいな大学が偏差値が高く

なってきて競争率が激しくなってきているとい

うことです。特に女の子がたくさん受験するよ

うになった。以前は女の子にとって農大という

学校のステータスが決してかっこいいことでは

なかったのが、今ではむしろそういう農業を考

えることがかっこいいんだっていうふうに思っ

ている。そういうことが私は非常に面白いと思

っています。それから漁業もある意味で非常に

注目されている気がします。最近の漁船を拝見

すると、もう蟹工船的漁船などではなくなって

いて、冷暖房完備、なかには厨房がきっちりつ

いていて、とりたての魚で毎日うまいものを食

べて、素晴らしい環境のなかで活気のある生活

をしているわけです。また園芸の世界も非常に

注目されていますね。

今はそういう「ものづくり」というところに戻

ってきているようですね。私は今、墨田区で「マ

イスター運動」を一生懸命やっているのですが、

そういういってみれば宮大工さんのような世界

とか、そういうところにいろんな方がまた戻り

始めているわけです。

相対的に見ますと、先ほど問題提起した日本人

の創造性が再蘇生するという意味で、その芽が

すでに育ち始めているのではないかと思えます。

これまでのように何も欧化主義一辺倒ではなく、

例えばもう一回、宮大工というものはいったい

何なのか、というようなことを見つめるという

原点思考に戻ってきていることに、私は少し勇

気づけられる気がしています。

21 世紀の日本が他に例を見ない、個性的な日本

の姿というものになっていくためには、今申し

上げてきたようなことが重要になってくるので

はないかという気がしていて、それがこの銀座

の街にも何か影響してくるのではないかと思っ

ています。

■銀座は日本の中心

最後に銀座について、今の話と少し趣を異にす

るのですが私の思っていることをお話したいと

思います。

皆さんは日本の中心はどこかということを考え

た場合にどこをイメージされるでしょうか。丸

の内だとか、霞が関ではないかとか、永田町と

いった地名が出てくると思いますが、私はこれ

はまったく違うと思います。

私はやはり日本の中心といったときは銀座だと

思うのです。それはどうしてなのかと言います

と、戦後最初に聞こえてきた歌が何かといった

時、やはり笠置シズ子の「銀座ブギウギ」が印

象的です。そして流行歌の始まりを考えた場合

も決して「柳が瀬ブルース」から始まるという

ことはないと思うのです。やはり銀座があって、

柳が瀬銀座であってみたり。デュエットも「銀

座の恋の物語」がスタートのような気がするの

です。まず「銀座の恋の物語」があって石原裕

次郎は次に札幌の歌を歌うのではないかと。そ

う考えると、やはり最初のスタートは銀座なの
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ではないかと。それが日本人から見たときに納

得するところなのではないかと思うのです。そ

うして私たちの気持ちの収斂していくところに

は銀座があるのではないかと思っています。

私は東京生まれでずっと東京育ちなのでわから

ないのですが、今度、地方からお客様をお迎え

した時に「今日、どこでごはんを食べましょう

か」と一回聞いてみようと思っています。例え

ば「今日は新宿でご飯を食べましょう」と言う

のと「今日は銀座でご飯を食べましょう」と言

うのでは、どちらが嬉しいと思うのか。「今日

は渋谷で食事をしましょうか」と言ったときは

どうなんだろうか。また新橋は銀座の隣ですが、

「新橋に行きましょう」といった時、少し何か

違う印象があるのではないかという気がするの

です。

そういう意味から今の赤坂の迎賓館を考えると

少し寂しくなります。たとえばフランスの大統

領をあそこに連れていって泊めるという行為が、

私にはどうしても不思議でならないのです。今

のフランスの大統領もそうですが、日本通の方

が多いです。彼が言うにはなんと言ってもやは

り日本では京都がいいそうです。ですから私は

今の迎賓館に外国の要人をお迎えするのは、少

し恥ずかしい思いがしています。やはりそうい

う意味で地域のイメージというのは非常に大事

で、これは歴史的に非常に貴重な無形の財産な

のではないかという気がしています。そういう

意味でも銀座らしさというものには、何かやは

り私たち日本人の血と肉から出てきたような香

りがするようなものであってほしいという気が

するのです。

（講演終了）

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

－全体議論より－

■銀座は平らになったのか

村國／ 私は一つ野口先生に教えていただきた

いことがあるのですが。一時期、電通の新しい

ビル建築のために汐留の下を掘っていたら、鍋

島家の下屋敷が出てきて大騒ぎになったことが

ありましたね。ここは少なくとも明治になって

から、かぶされているわけで、江戸時代にかぶ

せているわけはない。しかもあそこには汽笛一

声新橋の汽車が走っていたわけですから。です

から、おそらくその前後に埋め立てていると思

うのですが、そのことが文献や公文書に残って

いないというのが、私にはとても不思議な気が

するのです。残っていれば、この下に鍋島が埋

まっているということはわかっていたわけで、

それなりのことがあったと思うのです。しかし

実際には、掘っていたら何かが出てきて、調べ

たら鍋島だったということですよね。

地図を見てみますと、この銀座の辺りは汐留の

ところから真っ平らになっています。それで皇

居のところから皇居前の日比谷通り、丸の内、

そして銀座界隈と調べてみますと、だいたい虎

ノ門から芝一帯がずっと平らだということがわ

かります。それから京橋、日本橋、神田、そし

て新宿の方は山になってしまうのですが、その

辺りまではだいたい真っ平らです。しかし広重

の絵などを見ていますと、江戸の町はけっこう

デコボコしていますよね。つまり江戸の時の銀

座界隈は尾張町界隈ともう少し山坂があったの

だと思います。しかしこれが真っ平らになって

しまったというのはどういうことなのか。もし

かすると、この下には鍋島藩どころか、もっと

いろいろな屋敷が下には埋まっていて、しらぬ

ふりをしているのではないかという気がしてい
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るのです。

もしかしたら、あの当時、江戸に進出してきて

何か一気にここを真っ平らにするという作業を

やり、近代都市をつくるためにものすごい一種

の暴挙をやったのではないかと私はなんとなく

勝手に推測しているのです。それでは、その埋

め立てるための土をどこから運んできたのかと

思い、調べてみましたら、ちょうど荒川放水路

を堀り始めたのがその頃なのです。あのぐらい

の土を持ってくると埋まります。相当遠くから

持ってくるというわけにはいきませんから、お

そらく下町の向こう側ぐらいから土を運んでき

て、真っ平らにしたのではないかと。そうしな

ければ、あの時期にあんな大きな川の放水路を

つくることはできなかっただろうと思います。

野口／ だいたいこの銀座付近はもともと湿地

でした。しかし明治に都市になったその段階で

は真っ平らになっていたようです。ただ、汐留

のほうはそれに土をかけたようです。公文書の

なかには新橋駅、つまり汐留駅をつくるときに、

銀座の焼け跡の瓦礫で埋めたと書かれています。

当時はいわゆる土壁でしたから、わりと良質の

埋め立ての土になったようです。

■銀座の特徴を復活させる

前田／ 明治の東京が、田舎侍のコンプレックス

によってつくられたという説はなかなか新鮮で、

説得力があると思います。理由はともかく、欧

化主義を進めたためにもともと江戸時代にあっ

た成熟した文化が失われてしまったということ

は、確かに言えると思います。

しかし銀座に限ってみれば、欧化主義が入って

きたから輝いたというところもあります。そう

いう意味では江戸時代の良さと新しい欧風の文

明の両方によって、アンビバレントな魅力をつ

くり出していたのが鍍座だったのではないでし

ょうか。また、庶民的な下町とハイソな山の手

が混ざり合ったアンビバレンスもあり、そこが

面白いところだと私は思っています。

ところがお話にあったように、徐々に江戸の方

が負けていくわけです。そしてだんだん影が薄

れてきて、戦後の高度成長期になると、今度は

欧風とか日本風とかというより、もっと強力な

商業主義というか、石油文明に裏打ちされた現

代化、近代化が流れ込んできたことで、その両

方ともが押しつぶされていったわけです。です

から、もとの部分を何らかの形で復活させる必

要があるというご意見には大賛成です。

先ほどおっしやったようなヒューマンスケール

の「近景」をつくるということと、手づくりの

ものを復活させるということは非常に通じるも

のだと思います。ですから、墨田区でやってい

る「小さな博物館運動」などは素晴らしいと思

います。私も参考にさせてもらっています。銀

座にも、ああいうことがあってもいいのではな

いかと思います。

村國／ 実は最近興味が出てきたことで、非常に

面白いと思っている一つの要素があります。そ

れは小売りの面白さということです。買う側と

か売る側ということの境界線を飛び越えて、も

のの売り買いにはエキサイティングな状況とい

うのがあります。ほしいものがそこにあり、手

に入れるときには喜びがあるといったいろいろ

なことがあります。しかし日本の小売りは、一

方ではどんどん無人化しているという状況があ

ります。たとえば無店舗販売などもそうですし、

コンビニエンスストアなどでもっと機械化され

ていくと、最終的にはもう人がまったくいない
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ところで、ものの売り買いが行われるという状

況がどんどん進むと思います。特に人件費の問

題などいろいろな問題がありますから。

そのような時、銀座はそういう方向にいくので

はなく、むしろ再び人間の温かみとか、本当の

意味での専門店の良さというものを継承してい

く町としてあってほしいと思っています。私は

時折、三越だとか銀座の百貨店の地下売場に行

きますが、賑わっていますね。特に魚屋さんと

かのいわゆる対面販売の面白さがそこにはあり

ますね。最近の若い奥さんなんかは、魚をどう

やっていいかわからないようで、時々「この魚

どうしらたいいですか」と聞いていて、魚屋さ

んがいろいろ教えていますね。これはかつての

魚屋の良さ、つまりプロの売り子がいる感覚が

そこにはあるのだと思います。同じように洋服

屋でもそうだと思います。一度オーダーメイド

から離れていった人も、やはりまたオーダーメ

イドに戻ってくる。銀座のこの規模でしたら、

そういう銀座ファンだけで成立していくように、

消費者の方も育っていくというかそうなってい

くような気がします。

三枝／ おっしゃるように銀座では、自動販売機

とは対極にある売り方をしようとしているので

すが、これがなかなか難しくて。まだ充分では

ないのですが、そういう意識は銀座の連中は大

体持っています。お客様との気持ちの交流の中

で買っていただくという、その対策というもの

をこれから進めていく姿勢はあります。しかし、

それが若い人たちに通用するのかどうかという

のが、また非常に問題で、今の若い人たちとい

うのは、親父が出てきてうるさいことをいうの

を嫌い、かえってああいう親父がいてイヤだと

か、自分の欲しいものは欲しいのだから、お金

を払って、ただ黙ってモノだけよこせばいいじ

ゃないかというような気持ちもあるわけです。

ですからそういうのはこれから通用していくか

どうかという問題もあります。昔は衣料専門店

というのは店の方で客を選ぶといったことをし

ていました。ですからそれで何もスーパーマー

ケットのように、ものすごい投網をかけて一網

打尽にしなくても、そういうのが良いといって

下さるお客様を大切にしていればなんとか生活

できたわけです。店が客を選ぶというのは、お

客様に対してはいえない言葉ですが、自然にそ

うなるところがあります。

島田／ いわゆる今、いろいろと行き過ぎた近代

主義みたいなことが批判されて、いわゆるポス

トモダンみたいな言葉が出てきていますよね。

日本でも確かに明治以降のレボリューションで、

ある意味では確かに良さを失ったけれど、しか

し戦前まではまだ要するに和洋折衷のある種の

オリジナリティーというのがあった。それが戦

後、特に急速な経済成長の陰でかなり壊れてし

まった。

戦前は素材を家庭側が購入して、家庭側の加工

で消費する、そういう時代だったわけですが、

戦後というのはある種、企業側が材料を全部生

産加工して完成品として供給し始めた。いわゆ

る老舗も企業家みたいになってしまって、そこ

である種、大量に売ろうとする方向になり、そ

こで本質が見えなくなってきたといったような

ことがあったのだと思うのです。それに対して

最近は、自分でやるとかあるいは体験してみる

とか、日曜農業のようにいわゆる自然と非常に

近くなって暮らす。そういうことで様々な分野、

それはたとえば洋服でも既製品を買うのじゃな

くて、どうも自分なりに何かさらに工夫をする

ということが、かなり若い人の間でもはやって

いて、ミシンというのも一般の人にはふりむか

れなくなっていましたが、また再びミシンが新

たに出てきていたりします。そういうレベルで
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は、いわゆる手芸や園芸も戻りつつある。そう

いう意味では、おそらくある種のコミュニケー

ションというか、コミュニケーションの本筋の

復活というのをみんなが求めているのだと思い

ます。すべて完成品だけで、コンビニエンスに

都市化されていくこと、誰にも影響を受けず、

干渉されない、ある種そういう生活価値みたい

なものに変わってきている部分も多いですが、

他方で何かもう一度原点へ立ち返るという動き

が出てきていると思いますし、そういう感覚は

非常に大事だと思います。

ですからやはり銀座というのは、私は少なくと

も新宿や渋谷とか、ああいうところよりもまだ

そういうある種の価値をまだ残しつつきている

ので、そういう意味で、改めて本当のコミュニ

ケーションとか、新鮮味も、伝統とか品位とか

を大切にいってほしいと思っています。まさに

そういうものが今また再び注目されているおり、

若い人はそれを理屈ではなく感覚的に感じてい

るかもしれないと思います。

■都市の緑化

島田／ 銀座にいろいろな小さなもっとヒュー

マンスケールなものを蘇生させることが必要だ

と思います。ただやはり一番難しいのは空間的

にどうにもいじれないジレンマみたいなものが

あって。景観も含めてそこがやはり一番の悩み

ではないかな。本当に魅力がある空間というの

はやればできるのでしょうけれど、あらゆるが

んじがらめの権利意識と法的規制と様々なもの

が交錯し合って銀座は身動きがとれなくなって

いますね。

前田／ 確かにね。せめてスカイラインぐらいい

じりたいですよね。今のところ、次善の策とし

てそういう「小技」をやるしかないですね。

村國／ 私は、さきほどの「花の東京」ではない

ですが、たとえばパリはご存じのとおり木一本

でも四季の感じがよく出ています。「枯れ葉」

という歌があるということは、やはりそういう

ふうに木が枯れて散る木があるからこそ、そう

いう歌があるわけで、日本の場合どこへ行って

も似たような木ばかりというのが、過去にはず

いぶん多かったような気がします。

私はよく建設省公園緑地課だとか、東京都の公

園緑地課の役人の方と話をしますが、とにかく

彼らは全部緑にすればいいんだという考えなん

ですよね。本来「緑化」ということはいったい

どういうことなのか。私たち絵描き的考えで言

うと、それは何も緑だけを指しているわけでは

なくて、要は「植物を」ということでしょう。

しかし、お役所で言うのは全部常緑樹なんです

ね。何でもかんでも常緑樹。そしてできれば葉

が落ちないほうがいいわけです。どうして葉が

落ちないほうがいいのかというと、掃除が面倒

くさいと言うんです。そんなことを言ったらパ

リなんかポプラは全部散るし、銀杏は散ります

よね。そうすると銀杏の葉っぱは滑るとか、誰

が掃除をするんだとか、とにかく掃除代が大変

だとか、そんな議論ばかりしていて。非常に不

思議な気がします。

また、東京の人たちは公園が少ないという議論

をよくしますね。青島知事が世界都市博の問題

が起こった時に、あれをどうしようかという見

直し論をやりましたね。そうしたら、あそこを

全部公園にしてしまったほうがいいという意見

が出たりしました。都民は公園を求めているの

だと。しかし私にはこれは疑問なんです。確か

に公園を求めているのかもしれないけれど、た

とえば代々木公園の一年間の入場者数を見ると、
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寒気がするくらい少ないです。隣の原宿は人が

群がっているのに。渋谷もご存じのとおりです。

しかし隣接する代々木公園にはほとんど人がい

ない。たまたまイラン人の人達が行くところが

なくて代々木公園に集まるようになった。そう

したら網を張って全部閉め出してしまったとい

う状況ですから。ある人に、どうして代々木公

園に行かないのかと聞いたら、あそこは緑だけ

で面白くないと。花も咲いてなければ何にもな

い。ただ緑が延々とあるだけだと。それで散歩

に行く人も非常に少ないようです。近所の人が

ちょっと犬の散歩をしている程度でしょうか。

このような状況で、本当に東京都民はあのよう

な公園を求めているのか私にはどうにも疑問な

んです。しかし、先ほどもお話しましたように、

たとえばそこに藤棚が集積されていたり、桜が

あるようなところであれば、人は行くのではな

いかと思っています。

島田／ その辺りおっしゃる意味はよくわかり

ます。しかし、そういうある種のライフスタイ

ルとして、やはりこれは一つ提唱していく必要

があるのではないかと私は思っています。確か

に日本人のなかに、そういうお祭り性というか、

そういうものの方が好きだという感じはあるか

もしれません。しかし個人的なことをいうと、

いわゆる自然の緑もやはりものすごく重要だと

思うのです。

私はバブル期の頃、休みというとほとんどそこ

ら中を歩いていました。太田市場の横に野鳥の

小さな公園ですが、サンクチュアリがあります。

あれだけ人工のものでも時間が経過すると、本

当に素晴らしくなりました。人工的なものでも

時間を経るとものの見事に変化するという、歴

然とした証拠だと思います。私はほとんど毎週、

300 円を払って行っていますが、本当に素晴ら

しいところです。よく東京には自然がないとい

いますがそんなことは全然なくて、そういう意

味では、今はみんな気付いていないだけ。興味

を持っていないだけで、実は以外と多いです。

前田／ 都市の生態系を考える上でも、やはりそ

ういう広いところはあったほうがいいと思いま

す。身近な緑や自然と人工とが一体となったよ

うなものが、都市の中に必要だということも、

おっしやるとおりだと思うのですが、それと同

時にやはり大きな公園もあったほうがいいと思

います。そこには、たとえ入れなくてもいいの

です。その典型が皇居です。あれだけ広いとこ

ろで、しかも最も地価の高そうなところで田植

えが行われていたりする。それでも都市環境に

とって非常に意味があるわけです。日本の都市

や文化の特質として「中心が空虚である」こと

をしてきしたのは、ロラン・バルトですが、空

虚な「空地」がポツポツとあるから、その周り

が生きてくる。「空地」というのも、とても重

要なんですね。

島田／ 日本の場合、そこに公園緑地法というも

のや、特に都市などでは児童公園などに妙な規

制があってジャングルジムと何と何とかがなけ

ればいけないなどといってきて、実にくだらな

いです。とにかく何もない公園、芝生しかない

とか、木しかないとか、そういう感覚がむしろ

今は大切で、すべてそこへ向いているような気

がします。ですから日本にもハイドパークやヨ

ーロッパの公園のようなものを作るべきです。

村國／ 代々木公園の場合、あまりにも規制が厳

しいために、例えば朝８時にならないと開かな

い。近所の高齢者の仲間の人たちが朝、６時頃

から始まるラジオ体操を公園でやりたいと考え

ても、規則であの公園は８時からしか開けない

ことになっているので、駄目だと。こういうの

は問題だと思いますね。夕方も６時になると閉
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めてしまう。他にも木に登ってはいけませんと

か、ボールは投げちゃいけません、自転車で走

るなとかいろいろ書いてあります。

島田／ 安全管理上の問題で、管理する職員の労

働時間の問題とかいろんなことがあるのでしょ

う。私もたとえば東京都の野鳥公園を夜開けて

ほしいと思っています。ゴイサギとかの夜行性

動物の生態を観察するためには夜でないといけ

ないわけです。昼間はほとんど寝ているので、

面白くないのです。常時でなくてもいいので、

たまに開けるようにしたらどうかと思います。

アメリカの水族館では、夜子供たちに徹夜で見

せるというようなことをやっていますね。

現在のそういう日本の行政の姿勢が、この銀座

の街にしてもそうですが、すべてに渡って影響

し合っていると思いますね。

村國／ たとえばこの銀座の街をどうしようか

ということを、中央区の皆さんや、銀座の街の

方々が考えたとき、実際にはたとえば東京都と

か中央区の方がやりになるわけですよね。そう

すると、その人たちが皆さんの考えに納得しな

い限り、計画したようにはなっていかないとい

うことでしょうか。例えば、木は全て柳にして

くれと仮に言っても、柳は認めないとなれば、

もう駄目になってしまうのでしょうか。

三枝／ そうです。それで困っています。すべて

がそういうものとぶつかってくるわけです。た

とえば、銀座通りは国道なので建設省の管轄な

んです。建設省としては、地域のことを考えて

いたら道路みたいなものは管理できないという

考えですから、銀座通りのように京橋から新橋

までのほんの短い区間で、そこだけ特別なこと

はできない、といって全てが終わりです。どう

しようもないです。

■家業と企業の考えの違い

長谷川／ 銀座の次世代の経営者の方々という

のは、それなりに次の銀座というものを考えて

いるのでしょうか。今日、三枝さんがおっしゃ

ったような話ですが、良い意味で店がお客を選

ぶというそういう思想を私も非常に良いことだ

と思うのですが、次の銀座を担う商いの方々と

いうのは、そういったお考えでやっていこうと

いう意志はお持ちなんでしょうか。

三枝／ 私たちの世代では、少しずつ微妙な違い

はあるにしても根本的にはそういう考えが残っ

ていると思います。しかし今、このバブルの後

のいろいろな問題があって、いわば家業みたい

なものや専門店でそれらをなかなか継承できな

い状態にあるということがあります。そして、

後継者の問題とか職人がいなくなって商品がで

きなくなってきたなど他にもいろいろな問題が

あります。そういうことからいえば、昔の銀座

というのは明らかにそういう家業を中心とした

専門店の街でしたから、親父どもが集まれば話

も合うし、そこで決まったことは実行できてい

たのですが、今はご承知のとおり、銀座はブラ

ンドショップで有名になってきています。ブラ

ンドショップというのはインターナショナルな

資本が支店として出てきているわけです。それ

から大きな会社が支店を出すとか、メーカーが

小売り部門を出すと、非常に大きな企業の発言

力が強くなってくる。そうすると、銀座の街の

我々のような何代か続いたような専門店の親父

だけでは抑えられなくなって、街の性格も変わ

ってきています。それはそれで、いろいろバラ

エティが出てきて、うまくやればいいのかもし

れませんが、銀座の中のそういう専門店、いわ

ば家業的なかたちで育ってきた専門店の力が相
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対的に低下していることは、もう明らかです。

大会社の支店というのは、銀座の街には悪くな

いのですが、感覚は全然違いますね。銀座に対

する愛着とかそういうものは出てくると思いま

すが、街に対する感覚が違うのでいろいろな面

で話が合わないわけです。そうすると誰もリー

ダーシップがとれないまま、雑然とその土地の

勢いに流されているのだということを非常に強

く感じます。そこがやはり問題なんです。これ

からの銀座というのは変わらざるを得ないとい

う気がします。

前田／ そういう文脈を見ると、中央通りに立地

するこの読売広告社の役割というのが見えてく

るのではないかと思います。家業的な経営が少

なくなってきたなか、銀座によその大企業が入

ってきた時、企業市民としてこのコミュニティ

に参加する方向性を示さなければいけないので

すが、それを昔からの専門店の人が言いにくい

ということであれば、広告代理店である読売広

告社のようなところが、その役割を担ってほし

いと思いますね。

三枝／ 読売広告社さんにやっていただければ、

それはいいですね。何にせよそういうものがで

きてこないと、なかなか方向性を打ち出せませ

ん。銀座通連合会というものがありまして、そ

こには銀行も入っているし、企業も入っていま

すが、やはり話はかみ合わないですね。街を良

くするということについては別に異論のある人

はいないのですが、方法論とかということにな

ると、もうまちまちになってしまって。昔の銀

座通連合会は銀座を代表する商店、つまり専門

店の親父連中だけでつくっていた会でしたから。

だいたいみんな銀座に住んで、考えていること

もみな同じで、従ってどんどんいろんなことが

できました。今は些細なこと一つでも、実現す

るためにはえらく時間がかかったり、しかもや

ろうということになっても「いや、俺はそんな

のはイヤだ」と言い出す人もいて、全員でそれ

をやろうということにはならないです。ですか

らそういう意味では、非常に街としての力が弱

くなっています。

さきほど、銀座には広告の規制があるのだろう

というお話がありましたが、実はそういうもの

はないのです。ただ、あまりにひどいものにつ

いては「頼むから止めてほしい」と我々がいっ

てお願いをします。しかしそれを聞いてくれれ

ばいいのですが、聞いてくれなければダメです。

今まではそういう細部の規則とかを決める前に、

そんなこと当たり前ではないか、銀座で商売し

ているやつがそんなバカなことはやらないだろ

うという雰囲気があったわけです。そういうも

のがルール化しているかというと、非常に抽象

的なものしかない。たとえばネオンの色はこう

しようとかといった具体的な規制は何もなかっ

たのです。仮に今、それをつくって守ろうとい

うことになっても、昔だったらそれは住民の一

つの意志でしたから「よし、そうと決まったら

やろうじゃないか」という雰囲気がありました

が、今はどこからアウトサイダーが入ってくる

かわからないですから、周知徹底することはで

きないです。やはり専門店の親父だけの問題で

はないということから、もう少し全体をコント

ロールできるような機関を作る必要があると思

います。

■調和のある街づくり

保田／  さきほどの絵を描きたくならないとい

うのは非常に重要な問題だと思います。私も列

車に乗って窓から外を見ているのがわりと好き

で、昔からよく見ていますが、昔はその地方独

特の家の建て方というのがあり、全部が違って
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いました。今はどんなところにも東京と同じ家

がポンポンと入っていて、そういうところをみ

てもますます絵を描きたくなくなります。東京

のなかでもそういうことが起こっていて、たと

えば昔は銀座と墨田区では家の構造が違ったと

思うのです。しかし今はほとんど変わらなくな

ってきている。また杉並の住宅地にある一軒家

をつぶすと似たような家が６軒くらい建ったり、

マンションが建ってしまう。浅草六区の映画館

のなかに全然関係ない建物がボンと建ったり。

こういうのは非常に重要な問題で、ますます絵

を描きたくなくなります。しかし、ではどこが

規制できるのかというと、また難しい問題でど

うしていいのかわからないのですが。

とにかく建物はその建物一つではなく、周り全

体との調和というのを考えてつくるものだとい

うことをもっと真剣に考えていかないと、それ

こそ今後東京は何も特徴のないところになって

しまうのではないかという気がします。これは

単に緑があるとかないとかという問題ではなく

て、建物そのものをどうしていくかということ

だと思うのです。私は今でも銀座と墨田区とで

は建物が違っていていいと思うのですが。

長谷川／ 私も毎週山形まで新幹線で通ってい

ますが、この６年間を見ていますと、一軒一軒

の家は立派になっていますが、いわゆるプレハ

ブ的になっていてどこを見ても変わり映えしな

いですね。京都に行くとさすがに少しは黒い屋

根が残っているようですが。

以前、建築家の菊竹清訓さんが広島に出張に行

った時、ちょっとウトウトして間違えて岡山で

降りてしまったらしいのですが、新幹線を降り

てタクシーに乗って、岡山県なのに「広島県庁

へ」といったらタクシーの運転手がびっくりし

て、それまでここが岡山だということに気づか

なかったというのです。建築家がそうなるくら

いですから。

■日本の裏表意識

村國／ 町の景観でもう一つ、私は気になること

があります。日本人の概念の中には表裏という

概念がありますね。たとえば玄関があれば裏口

があるという、そういうのがありますね。裏口

のほうにゴミ箱を出して、たとえばお手洗いも

裏口にもってくる。そうなると山手線に乗って

見るときには、みんな建物が電車の方に裏を向

けているのです。たとえば中華料理屋さんがあ

るとしますと、向こう側に道があって山の手線

側に裏を向けている。山の手線側には排気口が

あって煙が出ていて、何か干し物があって下の

方にはゴミ箱がおいてある。汚いですよ。では

その店が汚いのかというと、表側にまわってみ

てみるときれいなんです。玄関はちゃんとして

いてきれいです。しかしよく考えてみると、人

は電車の中から一番よく見ているわけですよね。

ヨーロッパの町では皆、家でも店でも電車の方

にむかって表を向けている気がするのです。西

欧の人たちとはものの考え方が違うのかと思っ

てしまいます。日本では電車に乗っている人は

自分の家とは関係ないという気持ちがあるのか

も知れませんが。スイスでの場合、みんな外に

向けて花とかをきれいに切って見せていますね。

こちらに向けているのだからその反対側は裏な

のかと思うと、反対側も裏ではない。この話を

ヨーロッパの人に聞いてみたら、彼らは全方位

が表だと云うのです。どこからみても、その人

が見ている方が表なんだと思わせるようにして

いるというのです。ところが日本の場合は、ど

んな建物でも必ず表裏がありますよね。私は建

築のことはよくわかりませんが、何かあるので
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しょうか。昔から南の方がお父さんの部屋、北

の方は台所といったようなことがありますよね。

前田／  それは建築だけの問題ではないと思い

ます。日本はいろいろな意味で遅れていて、イ

ギリスに比べると 100 年ぐらい、ドイツからは

60 年ぐらい、アメリカからは 40 年ぐらい遅れ

ているのではないかと思います。先ほど話にで

たパリだって、ナポレオン三世が都市改造をや

るまではとんでもなく汚い街だったようです。

ヨーロッパのゴミためとまで言われたぐらい、

ひどい街だったようです。そこを強力な権力と

ものすごいお金をつぎ込んで、今のパリはでき

たわけです。ドイツも今では環境先進国ですが、

産業革命期以降は相当ひどかったようです。ロ

ンドンも然り。日本は江戸時代は素晴らしかっ

たけれど、近代化してひどくなった。しかし、

100 年ぐらい先には何とかなるかもしれません

ね。

村國／ 長野ではオリンピックをやるというこ

とで一生懸命がんばって道や施設を良くしてい

ますが、たとえば海外から来るお客や選手の人

たちは成田に着いて新幹線で長野まで向かうわ

けですよね。そうすると先ほどの「裏側」が見

えるわけです。それだけではなく、その途中の

群馬県や埼玉県もどうかということになると思

うのですが。

前田／  今のお話は銀座の景観を語ることと同

じことだと思うのです。いわゆる中山間地域と

いわれるようなところも含め、地方の景観も銀

座の景観も似たような状況だと思います。景観

は国の文化全体の反映だと思うのです。その文

化が成熟していかないと景観なんて本当に良く

ならないのです。それまでは小手先にならざる

を得ないので、次善の策として何をやるかとい

った話はあっても、本当に良くなっていくため

には時間がかかりますよ。

島田／  暮らし方というかその意識みたいなも

のが相当大きいと思います。たとえば私がデン

マークに行った時、みんなで街を見ていると家

の中におばあさんがいたりするのが覗けるんで

す。覗いてはいけないかなと思いつつ、ついき

れいだなと思って見ていると、目線が合ってニ

コッとしたら、おばあさんも挨拶をしてくれて

「どうぞ見ていいですよ」と。要するに「私た

ちは見られるためにきれいにしていますから」

と言ったのですね。毎日ガラスを磨く時は「是

非見てほしいという気持ちで磨いている」とい

うのです。やはりその辺の意識が全然違います

よね。ヨーロッパの国がすべてそうだとはいえ

ませんが、日本の場合はむしろ逆で、できるだ

け覗かれないようにしていますから。

前田／  江戸時代まではそうでもなかったと思

うのです。例えば、古い農家の間取りでは、家

族がいつもいる部屋は陽当たりの悪いところに

して、客間はやたら立派に陽当たりの良いとこ

ろにつくっています。祭りの時には、そこへ沢

山の人を人を呼んだりします。また例えば、山

形の最上川流域の町では、雛祭りに、自分の家

にはこんなに立派なお雛様がありますよと、表

の座敷に飾って見せたりします。

日本でも江戸時代までの文化は相当成熟度が高

く、完成されていた。それが明治以降、西洋文

明を取り入れて混乱してしまった。今は、全体

をひっくるめて消化し直している状況と考えた

い。そのため、それなりの成熟度を持つために

は相当な時問がかかるだろうと思いますね。パ

リのような状態には決してなり得ないと思いま

すが、長い目で見ていくしかないと思います。
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村國／ 厚生省の関係の方とお話していて、驚い

たのですが、明治維新の時、日本の人口は 5000

万人だったそうです。それが戦争などを経て多

少の増減はありながらも右肩上がりで人口は増

えてきた。今ちょうど富士山の頂上のようなと

ころに来ているというわけです。これからしば

らくは平らになって、2007 年くらいから下がり

出すのだそうです。ちょうど今年が明治維新か

ら 130 年目ですが、これから、よっぽど子供を

たくさんつくるという運動が起きない限り少子

化でしかも高齢化が続き、今の計算でいくとあ

と130年経つとまた5000万人に戻るのだそうで

す。そういうことから今がちょうど富士山の形

でいうと頂点らしいです。江戸が 260 年でした

からちょうど同じですね。しかしそう考えてみ

ますと、その時に今これだけの建物は必要ない

ですね。

たとえば私たちが子供の頃というのは比較的庭

のある家に住んでいた人が多いと思うのですが、

人口が下がればそれだけ庭がある普通の家に住

む人がまた必然的に増えてくると思います。そ

うすると何かニューヨークのスラムみたいに、

かつてのバブルの時の建物があっても誰も住ん

でいなくて、その中がすべてスラムになてしま

う、そういう場所が出てくるのではないかとい

う気がするのです。兜町あたりも怪しいのでは

ないかと思うのですけれど。

■日本人の嗜好の背景にあるもの

村國／ 今後銀座は、やはり創造性といいますか、

銀座固有の文化や個性みたいなものをどんどん

と磨いていかないといけない気がします。その

時、銀座の個性というのは一体何なのかという

ことになると、さきほどお話にあったような歴

史的に続いてきたもので、ある一つ匂いみたい

なものがあると思うのです。そのためには日本

人の美意識とか価値観というものをもう少しよ

く見つめてみる必要があると思います。

一つのヒントとして申し上げたいのは、私が絵

を描いていていつも思うことなのですが、私は

水彩画とか水墨画がものすごく体質に合うので

す。どうしても油絵というのはダメで、たとえ

ばルーブル美術館に行ってドラクロアの絵だと

かルオーの絵をみていると、もうこれは絶対に

勝てないと思ってしまう。その時、自分は水の

文化なんだなと思うのです。これは宗教的な背

景とか食事とか、遊牧民族だとかいろいろなこ

とがあるのかもしれませんが、つまり西欧人は

加算型というか足し算型なのだと思うのです。

たとえば、何かイベントをやる時には、できる

だけ大きな音を出してみんなでワーッと音を出

す。たとえばオペラなんかでも、できるだけ大

きな声でワーッと歌うのがいいという。そうい

ういわゆる加算型だと思うのですが、日本の場

合はまったく正反対のところに美意識があって、

たとえば静かな茶室みたいなところでの静寂が

いいというのだと。時々、向こうの方でチーン

と鳴ったとか、あちらの方で虫が鳴いていたり、

鳥が鳴いているみたいなところにすごく共感す

る。聴覚でも静かなのがいいというのがありま

す。色でも単色とか、より淡い色とかモノトー

ン、そういうものに惹かれるところがあります

ね。それから味もより生に近い、ご飯が典型的

な例だと思うのですが、お米に何も味をつけな

いで水だけで炊いて食べていますね。刺身も時

には、我々は醤油をつけないでも味がしますよ

ね。しかし外国人にしてみれば、マヨネーズを

つけたり、ソースをつけないと食べられない。

我々は無味のほうに近い、無味、無臭、無色、

無音という、減算型といっていいところに何か

価値観があるような気がする。しかし最近中国
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に行って思ったことは、彼らは加算型だという

ことです。中国料理を食べても明らかですが、

やはり加算型だと思うのです。

つまり東洋のなかでも日本固有の美意識という

ものがあって、そういう美意識と銀座の伝統み

たいなものが上手にミックスして何かうまくで

きないかなという気がします。今の若い人たち

にはまだある錯覚があって、依然加算型のもの

の中にいると思うのです。スピーカーがガンガ

ン鳴る音の中で踊り狂っているのが、本当にみ

な日本人の幸せ感につながっていくのかという

ことに、いつかどこかでハッと気が付くのでは

ないかと思います。

ですから、物事を考える時にもあまり加算型で

ものを考えない方がいいと思うのです。広告代

理店的にやれば加算型になる。お金をとるため

には、どんどん色を塗りましょう、音をだしま

しょう、となっていく。しかし、私は静かな時

間をつくって、そこで何かをやるということで

も、人は集まると思うのです。極限の静寂をつ

くり、そこで何か非常にシンプルな音だけが鳴

っているような音楽会とか。

長谷川／ ニューヨークのタイムズスクエアを

以前の市長が「あんなにネオンでギンギラギン

にするのはけしからん」というので、それに反

抗して一回ネオンを切ったりしましたね。エネ

ルギーがいかに大事か、電灯やネオンというの

がいかに大事かということを逆にみんなにわか

ってもらうために明かりを消したのです。そこ

でインタビューしているのを聞いたら、やはり

アメリカ人はみんな「暗いのはいやだ」「早く

ネオンをつけたほうがいい」という反応が多か

ったようです。

島田／ だからこそ今私は「マイナスのデザイ

ン」ということいっています。たとえば新聞広

告をやるのに、15 段一面の場合、日本ではでき

る限り情報を載せてほしいというふうになるの

ですが、これは広告のセオリーからも、何もな

いスペースが最も力強くてインパクトがあると

いうのがわかっていながら、なかなかそこをや

るというものが今までいないわけです。もちろ

ん中には優秀な作品がありますが、やはりある

種、空間とか引き算するという方向をこれから

デザインする側から実践していかなければ、何

も変わらないし、とんでもないことになると思

います。たとえば、細川氏が熊本知事の時に、

看板条例をつくりました。それで今の熊本空港

から市内に行く道には一切看板がないわけです。

まるでスイスのようですが、あそこまでやれば

できるわけです。それが本当にいいのかどうか

の是非論というのはまた別に評価はあるのです

が、やはり今このものすごくノイジーな時代に

対してやはり効果はあると思います。

■建物と街の再建

三枝／ この間、現在銀座通りにある建物という

のは主にいつ頃出来たのかという話になって、

ほとんどが 35 年から 45 年ぐらいに建った建物

なんですね。その時代の建築の先生の美意識で

建てられたもので、物理的にはまだ充分使える

のですが、さすがに古いです。それで資生堂パ

ーラーが建て直すことになりましたが、おそら

くあれが、今後もう一つの銀座の景観をつくる

最初のスタートになると思うのです。だいたい

が 40 年くらい経つと変わりますね。しかし建て

直すと容積率が減るという問題もあり、景気も

悪いので、そうした動きが遅れていますね。し

かしいずれにせよもう、この辺りからガラッと

変わると思うんです。その時、ただ高見の見物
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をしていると銀座通りの景色がどういうふうに

変わるのか。ただそうして見ているだけでいい

のかどうかという問題があります。放っておけ

ば個々のクライアントと建築の先生が好きなよ

うに建ててしまって、おそらく景色はずいぶん

と変わるでしょう。それが失敗であってもおそ

らくあと 40、50 年は変わらないと思います。

島田／ たとえばヨーロッパで、中世からの状態

を保っている町とか、200 年位前から続く町と

いった昔の都市は、ブロックがなくなるとそこ

に新しいものをはめ込むという手法で基本的な

総合スケールというか、原理というのはかなり

出来上がっているようですね。

しかし、たとえばローマのいわゆる新都心など

では、多少異質的な違いを意識はしていても結

構とんでもないものが林立していますね。建築

家の主張がぶつかりあっているようでもあり、

なんだか日本よりもすごいです。ものすごく実

験集団のようでもあり、人間をどう思っている

のだろうかと。それなりに良いものをつくるけ

れど、ものすごく主張が激しいものが並ぶのが

新都市みたいなところにはあると思います。全

体的には都市をどう保存していこうかという美

意識で。ポーランドなどの場合は、大戦で全て

焼けてしまった町をまったく昔のままに復元し

てしまう。日本でしたら、ここぞとばかりに建

て替えてしまう。あのような意識はいったいど

こから出てくるのかと思います。民族的意識の

違いがあるのだと思いますが、しかしどちらが

良いのかというと、いざとなるとどうもよくわ

からないですね。

前田／ この国では、建物をつくったり道路工事

をしたりということが、経済政策の一部にくみ

こまれています。住宅政策にしても、経済論理

が優先しています。例えば、良い住宅を建築家

が設計したいと思っても、実際に建築家が設計

する住宅なんて、全体の 5 ％にも満たないです。

ビルだと当然建築家が設計するのですが、それ

にしても大部分、経済論理に左右されてつくら

ざるを得ないのです。しかし最近では、徐々に

状況が変わりつつもあるので、今後はもう少し

良くなるのではないかと期待しています。

長谷川／ 今、日本の建設業というのは建設人口

が 780 万人ぐらいで、事業者数は大手のゼネコ

ンで 56 万 5000 社です。ここ 10 年の間で経済が

5 ％減っているわけですが、建築事業者数は

10 ％増えてきているのです。今の建設需要とい

うのは 80 兆円ありまして、これはＧＤＰで示す

名目上でだいたい 20 ％なんです。その内補修に

まわっているのが５兆円ぐらいあります。これ

は世界の先進国の中で見ると非常に異常です。

対ＧＤＰに対して 20 ％も建設需要があるとい

う先進国はどこにもないです。せいぜい 10 ％あ

るかないかぐらいで。しかもヨーロッパでは新

しいものをつくるということではなく、その大

半が補修です。日本の経済はこうした構造に浸

りきっている恐れがあります。たとえば北海道

などは公共投資で生きているといってもいい状

態です。

そういう状況が根底にある一方で、どんどん何

かをつくっていくということが大きな問題にな

っています。さきほど建築とか都市の研究とい

うのは、今のところ工学部の中でされていると

いうお話でしたが、MIT などでは建築都市学部

という、それだけで一つの学部になっています。

一時、日本でもそういうのをやるべきだという

動きがあったようですが、今のところ都市計画

とかそういうもので一つ独立した学部としてつ

くろうという話になっているようです。しかし

まだ実現はしていませんし、相変わらず工学部

の工学部建築学科とか工学部都市計画学科とい
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って、いわゆるエンジニアリングというか工学

的な視点で町づくりがされています。

こうしたことを前提に銀座を考えていくと、や

はり次の建て替えの時にも、このままでいって

しまって、あまり良いものにならないのではな

いかという感じがします。だからこそ逆にこち

らでマスタープランを作り、方向性を強く打ち

出さないといけないのではないかと思います。

■アートとサイエンス

村國／ 私はもっとアートの部分とサイエンス

の部分というものが、調和をとって何かをつく

りあげていく状況があっていいのではないかと

思います。今はまだどうもサイエンス優先主義

というのがありますね。今までの東京大学的発

想でいくとそうなるのでしょう。東京大学には

絵が描けなくても音楽がわからなくても入れて

しまう。しかし、その人たちがヨーロッパに負

けないオペラハウスをつくろうとした時、もと

もと音楽を何もやっていなかった人がオペラハ

ウスを考えても良いものはつくれない気がする

のです。

島田／ 最近、中小企業庁が中心になってデザイ

ン活動の研究をやっていますが、まさに今お話

にあったような話です。デザイン新領域とは、

何なのかという調査研究しており、その中でも、

そもそもデザインとは何なのか。ある一つの何

かをつくっていこうとする時、そこに法則的発

想的な何かがあり、建築でいえばそういうのは、

むしろデザインというある種の専門職能で上が

ってくる全く未開のものか、急にコンセプトと

イメージを持ってきて突然それがそちらから開

いてしまうという可能性がものすごくあるので

はないかといった議論です。何か言われたコン

セプトを形にしていくという意味での旧態のデ

ザイン、旧型のデザインというのは、一種の川

上指向として見たときには、そこでできるデザ

インも発想者のイメージとは少しずれてしまう

のではないか。逆に、そこに新しい新領域があ

るのかもしれないという話です。

前田／ 確かに、一軒の家でしたら、そこの経営

者とデザイナーが「良いものをつくろう」とい

ってやればできますが、町の場合そうはいかな

いです。どんなに感性の良い人がやったとして

も文句が出るに決まっています。そこで重要に

なるのは、「美意識」の前の「美の論理」みた

いなものだと私は思います。そしてそれは歴史

の中にあると思うのです。その都市が歴史的に

培ってきた文化性などを掘り起こして、その延

長上にどう考えていくかということです。思い

つきや、どこからか降ってくるような類のもの

ではありません。まずは掘り起こして、そこか

らまた考えるという作業をすれば、しかもその

過程で皆が感性を磨き合って、町を憂う人を沢

山つくる作業が大事だと思います。

島田／ 工学部を出た人にも感性の良い人はい

るわけですから、実際にはできると思います。

ただそれをやろうとすると、みんながイヤだと

言う。そういう文化性というのが、常に銀座を

がんじがらめにしているように見えます。何か

共通意識を持ってみんなでやろうと。そしてど

うしたらできるのかということ、これに尽きる

と思います。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

長谷川／ やはり銀座学科をつくらなければい

けませんね。アートとサイエンスの融合を目的

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第４回　村國豊「私が残したい銀座のあれこれ」 85

につくられたのが東北芸術工科大学ですから、

つまり今やっと芸術と工科が、というところで

す。しかし東北芸工大に限らず、時代がそうい

うことを必要としてきているため、四つ五つは

できつつあります。早くそういったところから

銀座に反映される人材が出てくるといいと思い

ます。

（ 1997 年 10 月）
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銀座座会　第５回

「まちづくりとしての銀座」

田村　明

法政大学名誉教授

東京大学工学部建築学科(S25)卒、同大法学部法科(S28)卒、同大政

治

コース(S29)卒。工学博士。

運輸省、労働省、日本生命不動産部などを経て、大阪万博の娯楽施

設のデザインを担当。昭和 43 年請われて横浜市庁入りし、企画調

整部長、のち同局長として同市の町づくりに貢献、「都市空間創造

の実践」として日本建築学会賞を受けた。横浜市技監から 56 年法

政大学教授。町づくりには身近に森林があるのが望ましいと主張し

ている。

著書に「環境計画論」「酸性雨」など。

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■はじめに

田村／ 私は自分の職業を「政策プランナー」と

いっておりますが、町づくりをやるときには、

必ず歴史的なものからやるようにしています。

東京については、『江戸・東京町づくり物語』

という、私としてはかなり長いものを書きまし

たが、本来こういうものは歴史家が書くべきも

のなんですが、案外歴史家は書いていないんで

す。プランナーというのは、未来のことを考え

るのが仕事ですが、未来のことを考えるにして

も、ただ未来のことを考えてもしょうがない。

地域のことを考える時には、そこの地形とか歴

史とかというものを辿って、その上で現在を分

析し、どうするのかということを言わなければ

プランにならないんです。それを抜きにしてし

まうとすると、ある一つのパターンだけを作っ

て、ただそれを当てはめてしまえば済むわけで。

建築屋にはそういう風習がありまして、その一

つパターンができてしまうと、どこでもこのパ

ターンが当てはめられそうな所、受け入れられ

そうな所を見つけては、同じようなものをつく

るという癖がありますね。ですからそういった

意味で性格的にはプランナーとはかなり違いま

すね。私は建築学科の出身ですが建築の外へ出

てしまった方ですから、建築家の考え方もよく

わかるんです。

本日は、銀座を考えるということなので、やは

り私としては、まず銀座の歴史から知らなくて

はいけないと思ってます。
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■銀座での思い出

『江戸・東京町づくり物語』にも、銀座のこと

は若干ながら触れましたが、まずここでは最初

に私個人の歴史の中で、どこで最初に銀座を感

じたかということをお話します。私が青山に住

んでいた頃は、親父の勤めていた会社が銀座に

ありました。当時の銀座には、夜店というのが

ありまして、よくそこで飯を食わせてもらった

りしていました。青山から銀座までは市電で出

てきました。戦前の銀座は、今の銀座とは相当

違った感じがあって、あれもよかったなと思い

ますね。

親父が勤めていたのは、ＮＣＲ、ナショナルキ

ャッシュレジスターというところで、銀座のお

店の方々と親父はずいぶんつきあいがあったん

です。ごく親しくしていたお店の方もいるので、

銀座はたいへんなつかしいです。ＮＣＲはアメ

リカ人が設立したアメリカ系の会社で、その後

日本と一緒になりましたが、戦争中は一度潰さ

れた会社です。その時は親父も失職して、また

戦後になって復職をしたという経過があります。

ですから私は子供の時にも、時々ここを歩いて

いたんですね。その頃はもちろんビルなんかあ

りませんでしたが。それで、なぜこのアメリカ

系の会社が、銀座なのかなと考えると、やはり

私は明石町の関係ではないかと思います。明石

町がここにあって、居留地がありましたからね。

それと、銀座というところは横浜と結ばれてい

たので、国際的なところがあったんだろうとい

うふうに思います。

■東京の方向感覚

ところで、一番古いところから銀座を振り返っ

てみると、まず銀座での軸というのが南北軸に

なっていることを思います。僕らが子供の頃は、

南北というふうには思ってなくて、こっちのほ

うに行くとなんとなく大阪の方に行くわけだか

ら西のほうかな、東西かな、という具合に思っ

ていました。また昔の図面というのは、南北軸

で書いてません。市電の切符、乗り換え切符な

どもぜんぜん書いていない。軸が 90 度ずれてた

りするんですよね。だから方向感覚というのが、

東京ではまったくつかないんです。私はその後

大阪にも行きましたが、大阪の人は方向でもの

言わないと駄目なんです。それに比べて東京は

本来的に方向でものを言わない。その中でも、

銀座はわりあいはっきりしている方ですけど、

それでもあんまり方向的に言わない。「青山」

だとかなんとかと地名で言ってしまう。軸線な

んか何やら訳分からんと言って、昔は全くそう

いう方向感覚がなかった。ですから、私は関西

に行って初めて、方向感覚というのは町にある

んだなと思いました。

ただ銀座は偶然、南北軸になっていますね。こ

れは方向性を持ってやったのではなく、全くの

偶然なんですが。銀座のちょっと手前ぐらいの

ところで前島、つまり前に半島があって、半島

が突き出していて、この半島が日比谷の入り江

を抱いているようにあったわけで、その根元の

ところに堀を掘るんですけど、もともと平川が

あったんですね。そこに日本橋という橋を初め

てかけた。だから海の線のほうが高速道路です

ね。陸のほうはそれに対する人間の通りという

ことになるんですが、それを前島という。前島

というのは半島ですから、半島のところは背割

りで入れるんです。その背割り線でこっちに水

勾配という具合に決まるんです。今の日本橋か

ら京橋まで来るそのどこから先を埋め立てたの

か分からないんだけど、そのあと日比谷の入り

江を完全に埋めて、この半島で途切れていたと

ころの銀座通りを使って江戸橋から向こうの東
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海道の方へつけていくという形になるんです。

ですから半島の先だったんです。そこにいろん

な人間を呼んできて、いろんな工事をさせた。

尾張町は尾張さんがやって。加賀町というのは、

加賀さまじゃなくて、加賀屋というのがやった

のではないかという説もありますが。それから

泉町とかも若干の埋め立てをしたんです。どこ

からどこまでだったかという範囲は、二三軒よ

く調べれば分かるのでしょうけれど。とにかく

前島が基礎になっている。そうすると軸が決ま

る。その軸を延ばしていって、ちょっと微妙に

違ってしまったと野口孝一さんの本に書かれて

いますが、微妙に違うんじゃなくて、あれは埋

め出しだから、こっちへすりつけるために、ち

ょっと触れたんですね。そういうところなんで

す。

しかしこの都市の軸線というのは、いっぺん決

まると変わらないんですよね。容易なことでは

変わりません。これを変更するのはよほどのこ

とです。もちろん、江戸は何度も大火はあった

し、関東大震災から戦災などいろいろありまし

たが、それでも幅が変わるぐらいのもので、こ

の軸は変わらないですね。軸線というのはその

ぐらい重要な意味持っているんです。いっぺん

つけちゃうと、町が丸焼けになっても変わらな

い。その基が自然の前島というところから来て

いるというのもちょっとおもしろいなと実は思

っています。

■銀座という響き

明治に入りまして、銀座という名前が有名にな

ったのは、なんと言っても銀座煉瓦街ができた

からです。そしてこの銀座という名前は、もう

私が言うまでもなく、銀座があったからで、こ

の名前がよかったからだと私は思います。

私は静岡で旧制の高等学校で行っました。静岡

には金座町というのがあるんです。そして銀座

は静岡にもあったんですが、静岡の銀座も移っ

てしまって、もう地名はなくなっています。「金

座」というのは語感から言って、ちょっと町の

名前としては締まらないんですね。やっぱり「銀

座」というのがすごくいい。名前が生きたと思

いますね。江戸の中の金座はご承知のように、

実際は日本銀行だったんですね。しかし金座と

は言わなかった。そんなことを考えても、やっ

ぱり銀座って、ちょっとしゃれてるなと。これ

は私の個人的な感じなんですが。

その銀座に煉瓦街ができてここは一躍、日の目

を見るんですけども。江戸時代まではだいたい

尾張町と呼ばれていた。尾張町４丁目、つまり

銀座４丁目のあたりまでだったわけで、もっと

泉町のほうに行くと職人なんかがいた。今は向

こうのほうが賑やかですが、昔はむしろ向こう

のほうがにぎやかじゃなかったわけで。ものご

ととはそういうものなんですね。都市の発展を

見るとおもしろいもので、賑やかではなかった

ところが賑やかになったり、空洞化していると

ころに実は中身があって、そうでないところは

逆に落ちてきたりと、そういうふうになるんで

すね。

さらに大きな次元で言えば、関東平野の中で江

戸という所は完全な空白地帯でした。ここが中

心で徐々に外へ発展したわけではないんです。

400 年前はむしろここは空洞地帯だったわけで、

だから家康が来て発展したんです。こういった

ことを 400 年ぐらいの次元で見ると、ちょっと

おもしろいですよ。
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■中間地帯だった銀座

銀座煉瓦街の話に戻しまして。この辺りに銀座

煉瓦街を建設したのは、由利公正でした。始め

たのは井上馨だという説もあります。由利公正

も自分だと言っているけど、どちらかというと

私は井上馨のほうを取るんですけど、まぁいろ

んな人間がからまっているんでしょう。銀座煉

瓦街が何故この場所にできたのかというと、そ

れはやはり横浜との関係だったと思いますね。

横浜からの駅をまず汐留の伊達家のところに作

った。当時は横浜が先に開港したわけですが、

その時、横浜の開港ではなく東京開港にしろと

いう議論がありました。ところが横浜は断固と

して反対して、東京には開港つまり外港にはさ

せないと頑張ったわけです。そのために東京が

開港するのは昭和 16 年になりますが、そうして

戦争が始まった年に初めて開港したわけですか

ら、実質は戦後の開港といえるでしょう。

それが東京にとって、どういう影響となったか

と考えると、もしあの時に田口卯吉なんかが言

っていたとおりにやっていたら、銀座はむしろ

別の所になってしまったと思うんです。そうい

う案を彼らは出していましたからね。つまり東

京は開港したいけれど、横浜が頑張って開港さ

せない。東京から見るとけしからんということ

だったわけですが、案外それが銀座を育ててき

たわけです。何でも取ってしまうというのはか

えってよくないですね。中央に何もかもありす

ぎると、ある時期まではいいけれど、結局は倒

壊してしまう。むしろ適当に離れた距離のとこ

ろに横浜があって、そこに外人が上がってきて、

そこから鉄道できたところが新橋で、それから

地方の通りである銀座通りを通って、明石町に

行くなり、丸の内に行くなり皇居に行くなり、

というふうに分かれた方が。そういうクッショ

ン的な役割があるからこそ発展していったわけ

で。いきなり銀座ではないんです。あくまでも

いろいろな場所との中間地帯だったということ

で、それが大変大きな意味を持っていたわけで

す。銀座の中でも、はじめは京橋に近い方が当

然賑わっていたわけですが、今では、それまで

遅れをとっていた４丁目から先の７丁目、８丁

目のあたりの方が、今では賑わっていて。つま

り先ほどのように、街というのはいろいろな逆

転が起きるんです。そこが非常におもしろい都

市のダイナミズムなんです。今でも新橋のとこ

ろに土橋の名前が残っていますが、あそこは江

戸の中でも外れのところだったんです。神田か

ら芝あたりはもう外れの外れで。町としては、

だいたい４丁目まででしたね。そこに鉄道がで

きたことで、メインロードが向こうの方に逆転

してしまったわけです。

銀座に対するいくつかの見方を挙げますと、

『東京繁昌記』に出ている服部撫松のものには、

ちょっとこけおどかし的な宣伝広告という部分

がありますが、もっと冷静に書いている人もい

ます。例えば外国人から見ると、日本でなぜこ

んなものをやっているのか、と思うらしくて。

ピエール・ロチが書いていますが、東洋の異国

にきて、中国はだいだい分かったけれど、島国

のジパングにきてここにも何か異国的なおもし

ろいものがあると思っていたが、とんでもなか

った。西洋に比べるといかにも安っぽい、しか

も東洋的な良さもないと。彼には非常に中途半

端に見えたんだと思いますね。

■余地としての隙間

その後、政府は由利公正をクビにして、責任だ

けは託して、その間に知事を取り替えてしまっ

た。昔でいえば、若年寄のような人を起用して
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一応江戸的な感覚を入れておかないとまずいか

なというのが、当時の明治政府の一端だったの

でしょう。しかし計画は決まっていますから、

計画は計画で実現して、まぁまぁとやったわけ

ですね。しかしもちろん、いろいろな人が書い

てますように、泉町あたりに残った人はほとん

どいなかったようです。これは当然のことで、

彼らは西欧風の町を作りたかったわけですが、

それは住民のためではなかった。しかし買って

くれる人間がいないのも困るし、とりあえず買

ってくれるであろう人はそこにいた人たちで、

そういう人が残ったわけです。

しかし、政府がやろうとした新しいことという

ものに中身があったかというと、あまり中身は

なかった。格好だけを作りたいということで、

格好だけ実現させたんですね。つまり町を作る

という感覚が当時の明治政府にあるわけがない。

今の政府にもあるのかは非常に疑問なんですけ

れど、当時も町を作るという感覚はなかった。

海外などで見てきたものを作るというのはあっ

たけれど、どういう町で、どういう生活をして、

どういう商売をしていくのか。そこを、とりあ

えず前の地主さんが買ってくれればそれでいい

と。それは売るという点ではいいけれど、生活

の形態がまったく違うわけだから、前の商売や

あるいは職人なんか、そこで生活するわけには

いかなくなった。金額も高くて、とにかく売れ

なくて困った末、見世物小屋をやったとか、有

名な話ではクマの見世物やってたとか、大蛇の

見世物やってたといいます。そこへ入り込んで

きたのが、私は新聞社だったと思うんです。政

府がもし煉瓦街を造る際にいろいろと細かい配

慮をして、もともとの住人を住まわせるように

していたら、その後の銀座はむしろなかったの

ではないかと思いますね。敢えていなくしたわ

けではないでしょうが、いなくてもいいという

ような政策だったわけです。それで隙間ができ、

新しい連中が入り込んできた。

この隙間というのが、なかなか重要なんです。

合意でつくる場合もあるし、まぁまぁとうまい

具合になんとなくつくってしまう場合もある。

それもはっきりとした意図はなかったけれど、

意図がなかった結果、やたらと新聞や報道関係

が入り込んできて、銀座といえば一時は報道の

町になっていた。当時は新しいものに対しては、

いろいろな需要があったわけです。しかし新聞

なんてその頃はまだなかった。『横浜日日新

聞』が日刊新聞の最初で、横浜にはあったけれ

ど、東京にはまだなかった時代です。江戸には

場所がなかったので、どこでそういうものが成

立したかというと、下町だった。瓦版ならいい

けれど、この銀座というのは、さきほども言っ

たように横浜にも非常に近い。政府にも非常に

近い。だから外人も近くにいる。それで格好と

してもなんとか新しい街ができたから、この辺

でやるのが割合いいとなったわけです。銀座で

一番最初に新聞をつくったのは、イギリス人の

ブラックさんです。「日新真事誌」というのを

こしらえた。これもやはり明石町という条件で

出てきた。それで次々といろいろな新聞社が出

てきて、当時銀座は商店街ではなく、新聞の街

だったという。これは、井上馨でも由利公正が

やったわけでもないけれど、たまたまそういう

ご時世になってしまったという。日本の街には、

そういうことがよくあります。

私が最近東京について、「積み木都市、東京」

ということをやりましたが、これも全体像とし

てはあまりなく、やるとなんかそれで街ができ

ているという感覚がある。銀座もそういうとこ

ろがありますね。だから意に反して、ではなく、

まず意がない。形を作るという意はあったけれ

ど、それ以上の中身はなかった。中身はないけ
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れど高いから、前の人たちは当然居られない。

そこには隙間ができて、その隙間に入り込んだ

のは、当時最も必要だとされたものが入り込ん

だ。だからもとから銀座に住んでいた人達から

みれば、俺達は追い出されたという感じかもし

れないけれど、近代日本の進むところからすれ

ば、そういう新しい物の受け皿を作ったともい

えるわけです。

都市というのは、転換期が必ず途中にはあって、

そのままずっといくということはないです。し

かも何年、何十年かに一度、大転換期がある。

私が仕掛けた「みなと未来 21」もそうです。当

時は 70 年くらい使ってきた、三菱の社長にも、

富士重工の社長にも「社長の任期ぐらいでこの

問題を考えてはダメだ。20 年、30 年の単位で考

えたら、あそこはいつまでも工場にしていると

ころではない。」といって説得して、それで動

かしてもらったわけです。銀座もまさにそうい

うところなんです。銀座っていかにも江戸時代

の昔から繁華街があって、いかにも街の中心だ

ったようにみえますが、そうではなかった。も

し仮にこれを日本橋の辺りが中心だった江戸の

頃にやろうとしていたら、もっとやりにくかっ

たと思いますね。従来から日本橋のあたりで蟠

踞している連中がたくさんいて、街の名主なん

て３人ともみんな日本橋ですから。そういうと

ころはあまり新しいものについていけないから、

むしろいろいろと工作されてうまくいかなかっ

たでしょうね。その当時、銀座は中心ではなく

端っこだったから、そういう自由があったんだ

と思います。

もう一つおもしろいのは、実は銀座は自由民権

の中心地だったということです。これは意外に

知られていなくて、歴史で習う明治７年の民選

議員設立建白書が、書かれたのはまさに銀座だ

ったということなんです。それが国会開設運動

の最初のものになるのですが、そのことを発見

して、なるほどと思いました。これもやはり都

市の隙間でわりあい情報が交流するところ、そ

ういうところにみんな入り込んできたわけです

ね。彼らの一番新しい問題というと、それはや

はり政治をどうするかということで、明治維新

というのはただ幕府を倒しただけで、どういう

政府を作るかという構想はなかった。それで、

やはり憲法や国会を作らなければいけないとい

う動きが出たわけで、その最先端のところには

一番情報があった。ここでも情報は交錯してい

て、おもしろいですね。しかしだからといって、

ここがものすごい価値観を持っていたわけでは

ないんです。あまり価値観を持っているという

ことは、つまりえらい家老がいたり、えらい商

人がいるということであって、それではやりに

くい。案外そういう人はいないところに、新し

い人が来てやっている。そういうところに士族

などがずいぶん入り込んできています。士族、

平民という分け方自体がナンセンスですが、江

戸幕末期から明治の初めというのは、やはり士

族が一番教養もあったし、教育も受け手いた。

新しい自由民権運動をやっていたのは、だいた

いがそちらの系統が多いですね。そういう人た

ちがずいぶん銀座に入り込んできていたようで

す。

つまり明治の銀座というのは、形はありながら

も、そういう情報が行き交うような空白地帯が

あった。そういうところからだんだん商店街に

なってくるわけですが、銀座煉瓦街がただちに

商店街になるわけではなく、途中で変な所とも

くっつけたようで、結構汚かったところもあっ

て雨漏りとかしていたようです。静岡のお茶屋

さんも、せっかくのお茶がみんな腐ったとか、

生糸にカビがはえたとか、大変だったようです。

その後、明治 20 年くらいに初めてのショーウイ
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ンドーというのが作られたり、それまでお客は

お店の中に入って上がりがまりの所に腰かけて、

やりとりしていたのを、三越が改革して自由に

見られるようなシステムにしたり。要するにこ

こは、江戸の知恵と蓄積が花開いたかのように

あらゆる新しいことが行われていくような土壌

となっていたわけです。その後の煉瓦街は、永

井荷風が書いているように、なにか老婆の白粉

がはげちゃったような、ひどい状態だったと書

いているくらい、これが銀座かと思うような頃

もあったようです。

つまり煉瓦街というのは、まず話題性をつくり、

今のようなガタイを作った。しかしガタイの中

身を埋めるようなものはなく、自由度だけがあ

り、情報と交流の場にはなった。これが明治の

銀座の基本的な姿だったと思います。ですから、

今でこそ立派な商店街がありますが、それは新

しいものをやる自由度があってからであって、

ただ古い商店街があります、ということではな

いはずです。情報が行き交い、誰に対しても開

放的であった。当時、外国に開けるというのも

大変なことだったと思います。

■銀座のストリート文化

銀ブラという言葉は、現在我々が使っているよ

うな意味からではなくて、銀ブラという名のつ

いた変なやつがいたからというのがことの初め

らしいですけれど、ただ銀座は本当に自由で、

別にものを買わなくても街を自由に歩けた。ス

トリートライフという見世物的な文化を作った

ところでもあるわけです。そういう銀ブラにく

る野次馬が、だんだん銀座に来る時には少し洒

落ていかなければいけない、と格好をつけるよ

うになり、特有のストリート文化ができていっ

たのだと思います。

ある人が、私が横浜でやったことを評価して、

「田村さんはストリートライフを充実させるた

めの、あるいはみんなをその気持ちにさせるた

めの空間づくりをやったんじゃないですか」と

言った人がいましたが、おそらくそういうもの

が抜けていたんですね。今でも日本を他と比べ

るとまだ抜けているところがあると思いますが、

銀座という空間がそれを可能にさせたのだと思

います。

都市というのは、必ず変化していくものですか

ら、銀座もこれからどこか変化していくと思い

ます。その変化をする中で、銀座の持っている

街の心とか精神とか、雰囲気が重要になってく

ると思います。それは偶然にせよ、一度できた

ものは大変な財産で、急に作れるものではあり

ません。銀座には非常にいい雰囲気があり、そ

れは銀座という名前にちょうどいい。これが金

座では浮ついてそうはならなかったでしょう。

銀座というと、ちょっと抑えた感じがあって、

そういうイメージが逆に銀座のふくらみになっ

たのではないでしょうか。最近は減りましたけ

れど、一時、町の商店街にみんな銀座をつける

ようになりましたね。しかしいい意味のイメー

ジがあるとはいえ、やはり銀座の名前なんかつ

けてほしくないと思うんです。

今後どうするかといえば、今のようなイメージ

に内包されているようなものを今後、町の中に

どう生かすのかということですね。中身でいえ

ば、一つのいろいろな接点があったこと、それ

から非常に開放されている空間だったというこ

と。日本の中で一番の開放地点だった横浜と同

様にここも開放地点になっているんです。もっ

とも横浜は入り口だというだけの意味しかもっ

ていなかった。銀座には同時に威張っている海
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軍もいたし、いろいろな人間が全て混在してい

た。そういう接点的な役割もしていて、そうい

う威張っている人間も銀座にくると、ちょっと

ホッとする部分があったと思うんです。そうい

う気楽になれる空間も含む非常に混在していた

場所であったと思います。

町というのは村と違って、異質のものを混在さ

せるところがあります。混在させながら、それ

なりにちゃんと成り立たせる。村は基本的に同

質性のもので成り立ち、違うものは排除してし

まう閉鎖性があります。村と書いてある村がす

べてそうだとはいいません。ただ自然が多い場

所という意味の「村」はいいのですが、共同社

会という意味の「村」はだいたいが閉鎖的です

ね。銀座はやはりいろんな意味で人間を呼び込

み、情報を呼び込み、新しい商品を呼び込む、

魅力を持っていたというところでしょう。また

同時に、先取り性というのもあったと思います。

時代に対して常に先駆的で、もちろん伝統的な

ものもあったかと思いますけれど。

■銀座の発展

つい数日前にも、浅草、台東区で下町の話をし

たんですが、浅草という町も非常に伝統的なも

のを持っていながら、同時に関東大震災までは

先駆的なところでした。例えば 12 階といえば当

時ではまさに超高層のビルですが、そういうの

があったり、地下鉄が初めてできたのも上野と

浅草です。文化的なものも、ロックや宝塚など

も浅草へきていたようで、父も新婚当時はよく

浅草へ行ったといってました。

それが地下鉄が銀座まで延びてから、新しいも

のは徐々に銀座のほうへ移っていったようです。

だから力学的にも、地下鉄が東京を分けたとい

えるでしょう。いずれにしても、銀座は先取り

性をもっていた。それはここに空白があったか

らできたことで、いつの時代をみてもガチッと

全部ができあがっていなかったのがよかった。

片側に夜店があり、もう片側には高級な店があ

るという、格の違うものが共存していたのもよ

かった。そういういろいろと違うものが共存す

るところが街の仕掛けであって、それらをどう

共存させるかという仕組みが、銀座の場合は非

常にうまくできていたのだと思います。

またそういう異質のものを呼び込んでいると、

自然に新しいもの、先端のものも呼び込むこと

になるんです。ここだけで先端のものを作り出

せていたかというと、ちょっと疑問で、あくま

でも呼び込んでいたわけです。同時にセンスの

良さというか、街の一つの魅力として女性がそ

こで美しく見えるかどうかというのがあります。

良い街というのは女性が美しく見える、という

街作りのテーゼのようなものがありますが、銀

座はまさにそういう街であり、さらに資生堂の

福原さんのような方がそれを盛り上げた。それ

で結婚して、その結果子供ができれば三枝さん

のところへ行って、とまぁいろいろうまく出来

ていますね（笑）。

銀座の可能性ということでは、何を残したらい

いかというより、何か空白を作っていって、そ

こではいろんな情報が飛び交っていくようなそ

ういう場所を作ったほうがいいと思います。コ

ンピューターのように機械が発達した世の中で、

人間の顔が見える仕組みがある銀座であってほ

しいと思ってます。

（講演終了）
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*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

－全体議論より－

■成熟した銀座

三枝／ 先生のお話を伺っていて、まさにおっし

ゃるとおりだと思いました。確かにそういう意

味では銀座というのは、今まで本当に完成され

たときがない。いつもなにか未完成のままで。

なぜもっと完全に作り上げてしまわないのかと。

どこかに隙間があったり、いつも建設途上のよ

うなところがどこかにあるんです。しかし先生

のお話聞いて、それが銀座の良さなんだといわ

れると、確かにそうなんです。ところが最近に

なって、そういう意味では完成というか出来上

がってしまって何か目標がなくなっているとい

う感じがあります。

田村／ 銀座の「銀座らしさ」がなくなっている

わけですね。先ほど都市というのは、ある発展

の段階までいくと、どうしても行き詰まってし

まうところがあると申し上げました。あえてそ

こで銀座とは言わなかったのですが、まさに銀

座がそこへ来ているのではないかなという危惧

があるわけです。もっと銀座の持っている本質

を考え、そもそも銀座が成立したときから発展

した過程の活き活きしたものを、もう一度呼び

覚ます必要がありますね。具体的にどうするか

というと、いろいろ手法はあるのでしょうけれ

ど、まずは今できあがっているところに乗るの

ではなくて、もうちょっとガサツにというか、

隙間を作って、そこで問題を考えていかなけれ

ばいけないんじゃないでしょうか。

三枝／ 確かにそういう感じはありますね。素晴

らしく高いレベルで完成したととは思っていな

いにせよ、完成したというか、ある意味で停滞

しているところがあります。これからどういう

町を目指したらいいかということすら、実は町

全体の意思としては分からない。一頃よく銀座

社用族というのがありましたが、昭和 30 年代に

一番比較されたのは新宿や渋谷でした。その時、

我々は新宿に負けるなんて冗談じゃないと思っ

ていて、まだみんなにやる気があって全員の意

志をはっきりしようという話もありました。と

ころが相対的にみると、いつの間にか銀座だけ

が沈んでしまって。銀座がおかしくなっている

という話があっても、もう最近ではどうしてい

いかわからなくなっているんです。

田村／  そういう風にある意味で都市が成熟し

てしまうというのは一つの宿命なんですね。そ

の宿命には２つパターンがあって、１つは成熟

すると都市が別な場所に移動するというもの。

その移動したところでまた同じようなことを繰

り返す。もう１つのパターンは、そこでもう一

度、再生する力をもっているというもの。その

どちらかに分かれるんですが、普通はもう少し

魅力的な別な場所へ移るというケースが多いで

す。しかし銀座に代われるような決定的に魅力

的な場所というのはまだないですよね。東京の

場合、他の中小都市と違ってやはり大量輸送機

関も発達しているのでショッピングセンター型

のモールを全部集めてしまうということも、意

味がない。またふつうはそれが中心商店街と対

抗するわけですが、東京はその構図にはなく、

そうすると他の商店街と比較すると、やはりま

だ銀座かなということなんでしょうね。

中小都市の場合、中心となる商店街は１つしか

なく、郊外型のショッピングセンターができる

と、これはかなわんということになるんです。

そして中心が郊外へ移り、もとの中心商店街は

衰退していくというパターンです。東京は都市
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が巨大すぎるから、そのパターンとは少し違っ

て商店街の相対的な競争力になってくる。しか

し東京でも少し端のほうの商店街は最近「もう

あかん」ということを言い出していますね。東

京でも大都市圏の中だと、まだお客が来るわけ

ですが、中小企業診断士の人などと話をすると、

盛んに彼らは「とてもじゃない」「駄目だ」と

言っていますね。

島田／ それぞれがね、みんな出ていってしまう

わけですよ。分散して同質性みたいなものを作

っちゃうから、必要なものができたときは非常

に便利だと思うけれど、それがこう飽和してい

くと、やはりもとからある発信する機能が古く

なってきて、今どこかでも○○ユニオンとか、

でも結局本物の銀座を超えるものはないわけで

すよね。

やっぱり銀座という相対価値から行き着いてし

まって、ある種の停滞が確かにあるのかもしれ

ませんが、たとえば並木通りみたいな所はすご

く勢いがありますよね。なぜこんなにいっぱい

の人が出てくるんだろう。それがほんとによく

分からない。なんでそんなにみなさん銀座なの

かなと思うくらい。最近、若い主婦たちは渋谷

にあまり行きたくないそうです。それは不潔だ

とかストリートパフォーマンスとか、つまりあ

る種、渋谷が若い人のストリートカルチャーに

なってしまったこともあるかもしれないけど、

そういうふうになっていてもう不潔だし道が狭

い、怖いなどといろんなことがあって、むしろ

非常にある種完成された状態の銀座みたいなと

ころに、やっぱり自然に目が行く。しかもステ

イタス性という別の意味も見直されているとい

う感覚は非常にある。

田村／ 私は今年の３月で大学をやめたんです

が、ゼミの学生たちに聞いても渋谷へはもう行

きたくないと言うんですね。「高校生のような

ガキどもとおれたちは一緒に飲めない」なんて

大学生がきいたふうなことを言うんです。自分

達もガキの時は行ったけどもう今は渋谷なんか

じゃおもしろくねえ、ということになっている

ようです。かといってまだ銀座に行こうという

ところまではいかない。このように中学、高校

とだんだん年齢が下がってきているようです。

私から見るとみんな似たようなものだけど、あ

のくらいの年は、ちょっとした年齢差でも、も

う彼らと一緒にされちゃ困るといって差をつけ

たがるんですね（笑）。その中でも「銀座はち

ょっと遠い」というのがあるらしい。しかしい

ずれは彼らも潜在的なものから銀座に行くかも

しれませんね。銀座というのは先程のダイエー

の話ではないけれど、高いとこは高いけれど、

意外に安いとこははるかに安いものをちゃんと

売ってるんですよね。なぜこんな安さで売れる

のかって言えば、結局お客が来るからで、量で

捌けるからでしょうね。

三枝／  それが一番銀座が強いというかおもし

ろいところではないかと私は思っています。銀

座というと、ものすごく高いというイメージが

あるんですけれど、そんなことはないです。幅

がすごくあるんです。その層の厚さが銀座の最

も強いところですね。

田村／ だからといって安物を売っているわけ

でもなく、それなりに良い物を安く売っていて。

商売の量をこなせば、利益も出るのでしょうね。

不動産をやっていた人間の立場からは、すぐそ

ういうことを土地代から考えてしまいます。こ

の土地代でこの値段じゃ売れないかなとか、コ

ーヒー１杯だとこのぐらいだとか、そういう計

算をしたものなんです（笑）。
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■規制緩和と都市計画

三枝／  先程の話で銀座の容積率が緩和される

という話がありましたが、銀座が政府に利用さ

れる時には、そういう規制緩和のシンボルのよ

うな利用のされ方をするんですね。実際には 30

年代から 40 年代のはじめくらいに建てられた

ものが多く、建て替えるとなると面積が減って

しまうといって様子をみていたわけですが、そ

れが緩和されるとなると、建て替えがかなり加

速されると思います。しかしその再開発につい

てのマスタープランなどないので、またそれぞ

れ個々に建て替えることになってしまうと思い

ます。もしこれから銀座にある種のマスタープ

ランを作るとすれば、どういうことになってい

くのでしょうか。

田村／ 東京の町でマスタープランを作ってや

ったといえるのは、徳川家康しかいなかったの

ではないかと私は思っています。それ以降、明

治になってもいませんね。明治の東京の中で唯

一やったというのは銀座だけなんです。しかも

その時の銀座は、偶然ですが住民の意に反して、

人間の中身に反してマスタープランをたてられ

た結果こういう街になったわけで、そこが大変

おもしろいですね。とにかくガタイだけをまず

こしらえ、そのガタイの間にいろんな隙間を生

んだわけです。しかも非常に情報発信力があり、

人を呼び込むことができた。それで隙間だった

ところがだんだん埋まってきて、いろいろな変

化をしながら最先端のところへ入ってきた。自

由民権運動の人たちが入っていたなんてすごい

話だと思いますね。そういう元気のよさを持っ

ていたんです。今は高級商店街というイメージ

が強いですが、片や自由民権というものがここ

にはあったわけです。そういうのがまた出てく

るような仕組みが何かできないかなと思います。

先日、王子ホールに行ってきました。たいへん

立派なホールでしたが、あのような立派なホー

ルやちょっとやわらかい建物など、いろんな種

類の建物があってもいいのではないかと思いま

した。その周辺になんとなく隙間なり、情報発

信なりの動きができてくるのではないかという

感じがしました。

前田／ 今回の容積率規制の緩和の話では、無条

件に緩和することを望む人が当然多いと思われ

ますが、その時に前にも述べたことがあるイン

センティブゾーニングという発想で、何かギャ

ラリーのような文化施設をつけるとか、少しで

も町をよくする工夫があればと思います。

田村／ もう 25 年前の制度ですが、私が横浜で

作った制度もそうでした。それで今頃になって

ようやくそういうことを言うようになりました

ね。「みなとみらい」でやったものも方々作り

かけていましたが、ちょっとご時世が悪いので

市で引き受けたと。しかしいろいろなことをや

るような仕組みを作っているから、国ではなく

横浜独自に作ってかまわずやっているというわ

けです。みなとみらいのランドマークタワーの

下のところにドックを残したというのも、実は

そういう仕組みがあるからで、今でも容積規制

云々などという頭はまったくないですね。やっ

ている人もみんな判っているわけではなく、本

当は部分だけ。それなのに政治家とかいろんな

人がいろいろと要望を出してくる。

前田／ 景気対策が手詰まりで何かやらなけれ

ばいけないということなんでしょうけれど、ま

たしても経済論理優先の規制緩和か、という気

がしますね。

野口／ ひとつには煮詰まってからこのような

状態になったわけで、さきほどの容積率で新宿

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第５回　田村明「まちづくりとしての銀座」98

とか他のところと比べると、みんな全然ダメだ

といってる。そういう意味で銀座の町はデザイ

ン的には容積率いっぱいですが、みんな揃って

いる。逆にいうと、普通は経済力がないからバ

ラバラになる。全国似たようなことになってい

ます。そこで容積率を上げて、何が生まれるか

というのは実は銀座の未来、将来の可能性とい

うチャンスがあれば。ここを誰がきめうかとい

う主体論としは、またいろいろ可能性がありま

すね。

議論の最初にお話いただいたことから考えると、

あまりプランニングしてはいけないのかもしれ

ないのかもしれないけれど。確かにもっとパワ

ーがければ、実力がないところに勝手におやり

下さいというのは無茶苦茶ですが、ここまであ

る程度、戦争で崩壊してしまったところでは、

容積率変化ということも一つのエネルギーとし

て使われて、それほど無茶苦茶にはならない。

だから容積率というのは、皆さんにまとまらな

い話をする時に説得しやすいわけで。逆に考え

ればこれが例えば容積率 50 ％引き上げますと

いっても、使えますかということになる。最初

はバラバラになっても、しばらくするうちに収

束していくと思います。

前田／ その辺よく分からないんですが、私はど

こまで銀座に力あるかが少し不安です。それだ

け緩和しても、全員がすぐに対応できるだけの

経済力があるのか。それと先ほど田村先生がお

っしやった「銀座の精神」みたいなものをハー

ド面ではなく、ソフト面で何か残す仕掛けをし

ておかないと危ないという不安があるんです。

今の銀座には、何かそういう仕組みが必要だと

思います。ほっといても力があるから大丈夫と

いうのは、少し怖いですね。

例えば、高さ規制などはどうなんでしょうか。

容積率が変わる場合、高さを規制しておかない

と良くないのでは。現在の建物は結構地下空間

が大きく既存不適格状態にありますが、そのよ

うに地下が拡がる分にはそう景色は変わらない

けれど、高さ規制なしに容積率が緩和されると、

相当な期間、スカイラインがでこぼこ状態にな

ってしまうと思います。さきほどの煉瓦街の話

でもありましたが、なんだかんだいっても銀座

の魅力っていうのは、空間がきれいだというこ

とですよね。それが、過渡的とはいえ、しばら

く壊れてしまうかと思うとその辺も心配ですね。

■町づくりの主体

田村／ 銀座の場合、本来的には東京都なり中央

区なりがしっかりしなければいけない。建設省

とかが考えているのは、それ以上の次元のこと

であって、町づくり的発想はないですよ。

本来自治というものには基礎自治体があり、さ

らに公益自治体という二重自治体構造になって

いるわけですが、東京都の区というのは正規の

自治体ではないので、区に住んでいる人には一

重しかないわけです。それでも最近は以前に比

べるとかなり区に自由にやらせるようになって

いますが、それでも中途半端ですね。普通は少

なくとも自分の市町村長、市町村議員、それか

ら公益自治体としての知事と議員の４つは選べ

ているわけですが、東京はかなり権利を制限さ

れていますね。

ですから都知事というのはかなり中途半端にで

きています。先日も都庁へ行った時、青島知事

が出てきましたが、彼も東京の自治長という感

じではないですね。立場的に小笠原や伊豆七島
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から、日の出町まで全部やっているわけですか

ら、銀座のことなんか考えている余裕ないです

よ。それは誰がやっても到底無理です。ですか

ら、まず基礎自治体を持つということが必要だ

と思うんです。国に町づくり的発想をやれとい

っても、無理です。仮に制度的に何かが書けた

ところで使う方の都合もありますから、変な話

になってしまうでしょう。分権の基礎というの

は、基礎自治体にあるんです。

前田／ そういう分権の仕組みが大切だという

のはわかりますが、一方で銀座という町がだん

だん近隣組織というか市民の町というより、企

業の町になってきていて、責任を持った市民に

よる自治共和国のような気分が昔に比べて乏し

くなっていることも問題ではないでしょうかね。

田村／ 銀座はまだまだおられますよ。中小都市

だって、商店街のみんなが社長さんですから。

ただディベロッパー的感覚で、容積率上乗せで

きるとなると、やはり考えるでしょうね。そう

してますます法人格的、無人格的になる。もち

ろんテナントは取るでしょうが、主体としては

だんだん変わってくるでしょう。

石丸／ まさにおっしゃるとおりの傾向に進ん

でいます。だいたいいわゆる上場企業、それは

全部不動産の株式会社ですから、そういう上場

企業とそうでない会社の比率は、どんどん開い

ています。銀座通りを間口割りでみても、だい

たい６割を越えて７割になっているかどうかと

いうところです。このような状況では、いわゆ

る地域意識といったようなものを決めるのは実

は２割か３割かの人間です。今後それが１割に

なろうが２割になろうが、やはりそういう者は

リーダーシップを取らなければいけないわけで。

幸い今のところはゴルフでいう会費会員のよう

なそういう存在になってくれていますから、銀

座通り連合会なるものが存在し得ているわけで

す。しかしそれがたとえ三枝さんたった一人に

なったとしても、銀座のリーダーシップは変え

ずに頑張っていくしかない。

田村／ 容積率が上がれば、それを機会にまたそ

っちの率は戻るでしょうね。しかしそうなると

インセンティブゾーンみたいにどこかに区切り

を作って、区とか市とかがきちんと仕掛けない

と一般論ではうまくいかない。だから私は江戸

市を東京のどこか真ん中に作ったらどうかとい

っている。今の区もそれなりにやっているよう

だけど、ちょっと頼りない。

野口／ 中央区と千代田区とで独立しようとい

う話もあるんですが、全然現実にはならないで

す。しかしいよいよ煮詰まっていることは確か

です。

■「計画」の計画

田村／ いろいろとおもしろい議論ですが、プラ

ンナーの立場からいうプランニングというのは、

今までの都市計画法でいう都市計画とは全く異

なります。都市計画法でいう都市計画は、ただ

の街路樹利用計画にすぎない。私たちが「計画」

と呼ぶものは、流動的かつ動態的なものです。

そしてそれを「プランニング」するということ

でいえば、実際今までに計画というものはなか

ったに等しい。計画とは、決め込んでしまうこ

とではなく、動きの中をどうつかまえながらい

くかということです。細部的な計画はどこかで

できる。

例えば私が仕掛けた「みなとみらい 21」も、最

初はなぜあんな間抜けなことを言うのかと、さ

んざん言われました。今だったら、これは最終
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的には事業というになってしまうのでしょうが、

私は初め、事業としては持っていかなかった。

いろいろな話として横浜全体の土地構造と、そ

れから 100 年の歴史と、これから先の話など、

そういうのを基本としてやる中で、徐々に具体

的な部分が煮詰まってきて、事業になる。そこ

が普通でいう計画なんです。しかし、そうでは

ないところの計画なんて誰もやらない。当時、

神戸が非常によくやっていた時代に、私の知っ

ている神戸の宮崎さんのブレーンだった人を横

浜に案内して私がやったことを見せたら、「そ

んなことを言って、よく横浜や三菱にぶん殴ら

れなかったですね、神戸ではとてもできませ

ん」と言われました。つまり彼らのやっている

のは皆事業なんです。事業計画の計画。これは

私のいうプランニングとは異なる。事業計画も

必要だけど、事業段階になればプランニングで

はないプランニングなんてないわけで。その意

味で構想力から何から、あるいは哲学を持って

いないとプランニングとはいえない。東京につ

いては、唯一、徳川家康という人がそれを持っ

ていたと思う。事業なんて、そうこうすると何々

法に基づいてなんとかだとか、財政措置はなん

とかかんとか、それはどうだこうだと、そうい

ったことが先になってしまう。もちろんその段

階にくればそういう計画もプランナーに言うか

もしれないけれど、もっとその前に、大きな流

れをどういう風につかまえて、どういうストー

リーを作っていくかということが大事。それを

抽象的に考えようとするとつぶされてしまうか

ら、それをいかに具体的なところにおろしてい

けるかというのが、私のいうプランナーであっ

て、そういう人が今はあまりにもいない。どこ

の町にも、そういう次元で考える人が何人かい

るべきです。今のような次元で何かゴチャゴチ

ャやって、財政がどうとかこうとか、そんなこ

と当たり前の流れで出てくるわけで。そんなこ

とを抜きにして、大きな流れで動いているとこ

ろをどうするか、それが計画なんです。せいぜ

い総合計画といって、どんどんよけいなことを

集めては、こっちでは閉じたり、そんな総合計

画になっている。これではまったく総合化され

ていない。そういうものをどこかで整理して作

っていっても悪くはないけれど、全部肝心なと

ころが抜けている上でやっているから、どうし

ようもない。

だいたい計画というものをきちんと考えたこと

がなくて、計画を「計画でない」というけれど、

そういう計画がまさに抜けているわけだから、

そこの計画が必要なわけ。そうでない個々の計

画しかないから、どれだけ役に立っているのか、

何をしているのか、ということになってしまう。

個々の計画の前にもっとそういうものがいる。

私は、本当の計画はまだないと思っていて、そ

れをやっていくと大きな仕掛けができると思い

ます。

だから銀座で計画をやるとしても、いきなり槍

出すと、まず容積なんかから入ってきて無理が

ある。そうするといきなり事業計画から考えな

ければいけないとなったり。そうではなくて、

もうちょっと大きなところから考える「計画」

がないと。構想といってもいいけれど、そこか

ら具体的にどうなのかという風におとしていか

ないといけない。

計画といっても、ろくな事をしてこなかったか

らと、計画の不要論を言う人がかなりいて、有

名なプランナーでもわざとそういうことを意図

的に言う人がいますが、それは違う。例えば、

都市計画というものを一番わかりやすく説明す

ると、中央区にも都庁にも都市計画課というも

のがあります。私が横浜市に入った時に、私は

計画調整部長だったけれど、今の都市計画の係
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長をしている者を連れてきて、係長にした。そ

の係長が「今度の田村部長は都市計画がご専門

だそうですね。私はずっと一貫してやってきて

おりますから、きっとお役に立つと思います。」

というから、私は初めから言ってやったんだ。

「君の都市計画と私のは違うけど、大いにやっ

てほしい。そういう君の持っているような知識

ももちろん必要だけど、私のとは少し次元が違

うよ。だけど一生懸命やってください。」それ

から彼は３カ月もたたないで、「私じゃ務まり

ません」と言ってきた。

今の都市計画法に基づく都市計画しかやってこ

なかった大ベテランという人間から見ると、私

のは著しく違って見えたようです。あまりにも

流動的で、あまりにもなんでも入ってきて。彼

らは決まったことしかしてないから。そのため

か「官庁都市計画」とわざわざ言う。官庁都市

計画の範囲はとても狭い。工学的都市計画とい

ってもいいけれど、大学の中で講義する工学と

いうのもほんの一部分。それで、総合計画と言

っても、範囲は狭く中身はあまりない。それに

比べると私の言う都市計画はとても範囲が広い。

同じ都市計画といってもこれだけ内容が違う。

だから私は、都市計画家というと何か誤解を招

くので、「プランナー」とカタカナを使わせて

もらっている。

ただもちろん、都市計画やってきた人の中にも、

もうちょっといろんなことをよく心得ている方

がいないというわけではないんです。ただ、仕

事の上で狭くなってしまう。私は企画という立

場にずっといましたが、企画というのは普通は

だいたい事務屋さんなんです。官庁用語で企画

というと事務屋。計画というと技術屋という分

け方になっている。民間の会社ではもうちょっ

とフリーに使われているけれど、官庁はわりあ

いはっきりしている。つまり企画というのはも

っとトータルにやるという部門で、計画という

のはその一部であるという位置づけがある。企

画でも最近は技術屋が１人や２人いますが、は

っきりいうと刺し身のツマになってしまってい

る。私は企画という立場でしたが、初めから技

術屋を入れて、技術屋主体にした。その技術屋

達を再訓練して、私も自らについているところ

から具体的なことが分かっていて、もっと全体

を考えたかった。事務系というのは全体をみて

いるようでも、足が地についてないところがあ

って、また訳が分からなくなってしまうところ

ある。

つまり私は計画というのを、基本的には基礎自

治体の中で充実させなければいけないと思って

いる。だからまず計画を持ってないというのは

論外。持っていても今度中身が私のいう計画に

伴わないのもある。それからもうちょっと本格

的にやり出して、それで計画ができるかという

とそうではない。今の都市計画は法律を駆使し

て、法律通りにやっていればいい。そして補助

金グループとやればいい。しかし私の計画は、

この地域全体をどうするかということを考える

ことから始める。地域にいるのはそこで商売し

ている人とか、産業をやってる人とか、また一

般に住んでいる人とか、いろいろいるわけです。

そういう人たちと一緒になってやれなければい

けない。都市計画はそれをやらなくても済んで

いた。私は計画がやるべきだと言っているのは、

ただ抽象的な計画ということではなく、地域の

人たちと一緒にやれるそういう計画。そうなる

と、いろいろなことを含んでくるので考えざる

を得ないわけです。これからはＮＰＯといった

人達も出てきます。都市計画というのはそうい

った人と一緒にやれる仕組みにはなっていない。

だから、そういう人達が出てきたら普通の役所

は嫌がりますね。彼らにはできるだけ知らせな
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いようにしようとしたり。

本当の良い意味でのトータルな計画を、私は「地

域政策、あるいは「地域経営」といっています。

地域をうまく経営していくような、地域経営と

いうのは狭い意味では組織経営ですが、もっと

資源というか、その土地の歴史やそこにいる人

間、産業、そういうものをどうやって組み合わ

せて未来につなげていくかということを考える

ことで、企業経営とも同じです。これからは地

域というものを対象とした、そういう考えが必

要ではないかと思っています。それを誰がやる

のかというと、今までの末端機関の自治体では

なく、それも自分たちが作る。つまり市民政府

が必要だと思うんです。

銀座全体をどうするかを考える時、まずそこに

はいろんな主体となる人がいる。１人でエイッ

とやるものではないです。ですから例えば建築

屋がエイッとばかり、入れ換えてたりしてやる

というものではないんです。ある段階にくれば

そういう人にやってもらうのもいいけれど、も

っとその前に考えなければいけないことはたく

さんある。しかし計画というとバッと絵を描い

て、さぁどうですか、とやりたがる人はたくさ

んいます。しかしあれでは全く都市計画屋では

なく、設備屋なんだけどね。

■経済政策と都市計画

田村／ 計画というと、１つ１つが材料にされて

いるようで。確かにこれらは、ちょっといじく

ると、けっこういろんなものに使えるんですよ。

言うだけで影響がある、その一番最たるものが

首都移転でしょう。何かのときに、あれを出し

ておくといろいろと材料になるようで。初めは

地価対策だったけれど、まだ都心の地価対策は

ほとんどできていない。しかし首都移転の話を

だして「これでやっとります」といえばなんと

かなる。しかし本当に首都移転するといっても、

直ちにするわけない、という気持ちがあるから、

結局その地価対策もできるわけない。それから

一時、地価は下がっていますが、そうすると今

度は景気対策。ぜんぜん逆になってしましまし

たね。そうするとまた作り直しますよと。そう

いうふうにほんとに真面目に考えているプラン

ナーなんてほとんどいない。だいたいそういう

意味ではみんなプランナーではないんですよ。

前田／ 住宅政策もそうだし、土木も都市計画も、

みんな経済運営の手段に使われてしまっていま

す。多少そういうところがあってもしょうがな

いと思うんだけど、あんまり露骨にやられると、

いいかげんにしろという気分になる。

田村／ 今の財政破綻というのは、１つにはやは

りそのツケが回り回ったということで。土建業

だけがこれだけ膨らんだ国というのは、途上国

にはあっても、先進国ではちょっとないですね。

みんなそれぞれのところで抑えているわけです

が、そうやっている以上、政治的にもなんとな

くうまくいくような。経済的にも景気刺激のよ

うな経済政策などというのもはやってきて、何

かというとこれでやってきてしまった。その結

果どんどんふくらませてしまって。しかしそん

なに全部うまくいくわけないんです。それで調

整期に入ったということでしょうね。地価が上

がりすぎるから冷やすんだ、という理屈でした

が、すごい大きなツケになりましたね。何でも

ある程度はしょうがないけれど、でもどこかで、

自動調整力が働いているんです。ほんとは市場

メカニズム的原理なんだけど、やりすぎるとま

ずい。ところがその自然調整力が働かないで、

逆にどんどん市場メカニズムに乗ってしまうこ

とになる。またしかし政府というのは市場経済

でやっているわけではないから、いくらでも赤

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第５回　田村明「まちづくりとしての銀座」 103

字公債を発行して、あとのツケは誰かに押しつ

ければいいという考えになっている。ところが

みんなツケで回しちゃったら、どうにも首が回

らなくなったということですね。

前田／ 結局一番ツケ回しされても文句を言わ

ないのは、自然環境です。我々の生活環境も。

我々は少し文句を言うけど、結局しょうがない

と済ませてしまうところがある。

田村／ でも文句言うところもある。私なんか、

公害の対策なんかで企業と大ゲンカをしました。

こういう時も１つ水準を下げると、だいたいそ

の水準になるわけです。そうするとやっぱり、

ぜんぜんものを言わないとダメで。環境にして

もものを言うところは何かと狙いにいくでしょ

う。廃棄物問題なんか、できるだけものを言わ

ないところへ回しているだけ。しかしものを言

う所が増えてきましたから、今度は何もものを

言わないところ、つまり海の底あたりを狙って

いると思いますよ。深海魚は文句言わないから。

あるいはどこか、これから二酸化炭素が増えて

海水面が上がって消えてしまいそうな島あたり

を狙っている。

長澤／ お話伺っていて思ったのは、ひょっとし

て私がよく使う「リミナル・エクスペンシブ」

といった意味合いなんですね。私はその考え方

とか方法にもある概念があると思うのですが。

例えばロンドンではビルとビルの間をすり抜け

る道に配管が出ていて、それでお勝手口という

ようなものができていて、次の通りにすり抜け

られるところがあります。そういう、あっちの

通りからこっちへの抜け道みたいなところがた

くさんコベントガーデンには残っていて。その

ドアにランプをつけて、新しいパブを作るとい

う界隈性。そうして入り込める空間を作ってい

る。日本では今、竹下通りなどがそうですね。

わざわざ設計してどうのこうのするのではなく、

なんとなく活用してしまう。そういうリミナル

なものが残ってしまうというのは、何かある種

の活力のようなものがあるからなのかなとお話

を伺って思いました。

いつも完成しきらずにどんどん変わっていくと

いう話では、ある人から都市計画や建築をやっ

ていると、ちょっとした隙間があると、とにか

く設計したくなっちゃうんだという話を聞いた

ことがあります。なんでもいいから理由つけて、

ポケットパークでもなんでもいいからとにかく

こう作りたくなるんだと。しかしそういう意味

においては、銀座の町もそういう可能性を残し

つつやってほしいなという感じがすごくします。

あと容積率の話で私はみなさんのお話とは少し

違った観点なんですが、工事中のみっともなさ

ということが、町の人気というのをかすめ取っ

ていくんではないかと思っています。私が住ん

でいるのは甲州街道沿いなんですが、マンショ

ン１つ建てても道を掘り返すのはたいへんなん

です。埋めたあとで、次の時また掘りますよね。

そうすることで、実際にはこの町の道路機能と

いうのは半分は使われていないというか使えな

い状態になっているわけですね。そして完成せ

ずに続けていく間ずっと、町が完成していない

状態をさらけ出している。ミラノで改修計画が

あるような時には、ビル１本分のきれいなパネ

ルを作って、そこにできあがるビルの絵を描い

てしまう。何か変なツタの絡まったパネルでは

なく、それくらいしゃれたことをやるんですね。

何かミキサーがきて、ぐじゃぐじゃになって、

という状態が続くと、おそらくきれいになって

からも行こうという気がなくなってしまう。下

手をすると、その工事をすることが人を遠ざけ

てしまっているのではないかと思うんです。
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ですから、今回の容積率の話も工事をするとい

う行為そのものが客足を遠のけるのではないか

という危険性を感じます。

田村／ できあがる姿だけを考えず、中間を考え

るとね、今のようなかなりおもしろくない美観

というのがありますね。それを次々と、あっち

こっち、あっちこっちでやっていると、その間

にあるいはイメージが変わってしまうかもしれ

ない。もっと別に魅力的なところができれば流

れも移っていってしまうかもしれない。ただ東

京の場合、他の魅力的なところというのが、も

う１つみんな弱いと思う。

長澤／ 原宿、表参道のあたりでよくあるのは、

空き地が出ると仮設のパブなどを建って、しば

らくアートスペースとかトークハウスを作った

りしますよね。あれはお金がなかったからとか、

埋めようがないからやったとか、時間の違いか

らやったことかもしれませんが、私の感覚から

すると、ある種のサブカルチャーのようになっ

て、あのスタイルがあそこに似合ってると思い

ます。ですから銀座もやり直しする工事期間を

どういうふうに、ちゃんと手当てしていくかと

いうことがすごく重要になってくると思います。

田村／ 私は大阪にけっこう長くいたんです。今

はだいぶ離れちゃって遠くなってしまいました

けれど、東京と比較してみるとおもしろくて。

大阪はご承知のとおりミナミですが、それに対

してキタというのがあって、ミナミからキタへ

移ってきた。あのころのミナミは駄目だと言わ

れて、キタだと言われてました。キタで梅田駅

前の大再開発をやりましたが、まったくつまら

なかった。結局再開発はされたけど、魅力がな

くて逆になった。今は地下街みたいなもの作っ

て、それで少しはキタもよくなりましたが、一

時、完全にあの頃はキタのほうがミナミを圧倒

していましたね。それがなんのことはない、猛

烈に容積率を上げて、ただの大再開発をやった

挙げ句の果てが、やっぱりミナミのほうが大阪

的魅力があるということになって。なんだかあ

そこは、大阪じゃなくてもなんだっていいやと

いうことになってしまいましたね。そのへんが、

おもしろいですよ。

■規制緩和と地域経営

田村／ さきほどの容積上げることも、地域経営

的に考えるとどうなるのかなと思う。本当にこ

の地区の人たちが地区戦略を持っていればいい

けれど、国が景気対策か何かでやっているのだ

としたら、さきほどの話のようにここの力学だ

けではなく、他の力学も関係してくる。「いい

絵があるぞ」と見せられて、そっちの方の機能

を活発にさせる。しかし今の経済政策からする

とそれでもいいということなんでしょうね。何

でも、やる気があるヤツにやらせようという政

策だから。しかしこの銀座地区の地域経営から

すると、その辺がちょっと衝突する関係になり

そうでどう対応するかが問題ですね。

私はこの「規制緩和」というのは大賛成なんで

すけれど、ただこと環境に関しては違います。

私もロンドンにしばらくいた時、たとえば運送

業者に「あなた運送業ですね、免許ありますか」

ときくと「ない」と言うんですよ。それでもい

ろいろ輸送している。それでは佐川急便じゃな

いけど「大変でしょう」というと、「いや、そ

んなのありません」と。ありませんと言っても

日本でやってたんですよ。それも海外 10 年以上

も経っているから「日本であったでしょう」と

いうと「いや、そう言えば日本ではそういうの

いろいろありましたね。しかしここにはそんな
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のぜんぜんありません。」と。だからまったく

場所移そうと何しようと自由だそうです。自分

の買った古い倉庫の内装だけ全部変えるのもま

ったく自由だけど、ただし外に関しては、外装

を変えるとかそういうことになったら、すごく

規制されてるようです。つまり環境に対しては

日本よりはるかに厳しい規制がされているんで

す。しかし業に関しては緩い。ニュース解説な

どをみても、そういうことがまだ分かってない

と思います。全部いっしょくたにしている。「規

制緩和」というのは規制の緩和でしょう。しか

し日本の環境に対する規制なんて本当に緩いん

ですよ。業に関しては厳しいですが。だから業

の方を緩くするならいいですが、環境に関して

も一緒に緩くしてしまおうという。そんな今で

さえ緩いんだから、これ以上どうしようもない

じゃないかと思う。みんなその区別が分かって

ない。政治家なんかが分からないのはしょうが

ないとしても、ニュース解説やってる連中でも、

分かってない。これはちょっと困ったものだな

と思う。

銀座についても、まず銀座の経営を考えること

が大切で、できれば銀座だけではなく、もう少

し広い地域で地域経営を考えられるようなもの

がなければダメですね。それを区役所がやって

くれればそれでよし、やってくれないならば、

どこかできちんとしたことを考えて、またいろ

んなところで接触を持てるような考えを。抽象

的に考えて、細部としてこんなものができた、

あれができたなんていうのではつまらないです

よ。常に話ができるような、そういうものがで

きるといいですね。そうなると銀座だけでは範

囲が狭いかもしれない。

島田／ 銀座にパワーを取り戻すということで

容積率の緩和ばかり注目されて勢いが出てくる

と、ある種計画されすぎたものばかりになって

しまって、非常にきちんとやる空間づけはでき

るかもしれないけど、計算されすぎてしまって

銀座が持つ界隈性というものはなくなるでしょ

うね。

ブラジリアといったところの都市計画はほとん

ど、計算されすぎてしまうというか理論上でい

くと、たいがい駄目になるものが多いですね。

人間の社会性というかケオスのような吉祥寺の

駅前みたいに、ごちゃごちゃとした何ともいえ

ない魅力みたいなものがあった方が。

田村／ あそこは再開発できなかったからこそ

魅力がでてきたんですね（笑）。

島田／ 対極的な関係ですね。それで１つ思って

いるのは、銀座の居住性、ハビテーション性と

いった、銀座ブラのお話でもあったようなこと

を考え、一度この辺に住んでみるわけです。そ

うしてみるとまた今とは違う新しいスタイルも

あり得るんじゃないかと思います。

田村／ 私は 25 年前に用途別容積制というもの

を横浜で作りましたが、その時は400 ％、500 ％、

1000 ％とは言わないで、何に使うのかによって、

例えば商業に使うんだったら何パーセント、住

居の場合は何パーセントとやりました。銀座み

たいに、人間が出てしまうのとは逆ですね。商

業空間を予定すると住居ばかりになってしまう。

横浜の場合はその逆が多く、せっかく商業地域

に指定しても、全部マンションになってしまっ

て、みんな東京に通いに行ってしまうのではつ

まらない。それで逆の意味で用途別容積制とい

うものを制度的にも作ったわけです。

もっと詳しく言うと、いろんな手段であまりみ

んなが無理を言えないような仕組みにしている

んです。役人が考えることというのは、一方的

な論理ばかりで、商売をやったり八百屋をやる
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方はやはり損得を多少は考えますよね。もちろ

ん損得ばかりではないですが、やはりある程度

は考えてあげないと。不動産というのは、ある

意味では大きければ大きいほどいいに決まって

いるんです。しかしこの地域だけではもたない

ということがあって、大容積をもつためには外

部から下水から交通まで、あらゆるものでもた

せていて、原理的にいうと、都市全体としてそ

の部分だけ破壊してしまうと、必要以上には要

求できなくなるような仕組みを内包させている

んです。ですから市場経済だからいいといって

も市場経済にはならないんですよ。あまり欲張

ると、うまくいかなくなるような仕組みがある。

そういうことをいろいろと組み合わせて、用途

別容積制をうまく使えば、銀座は銀座なりのも

のができると思いますよ。

本当にその地域のことを考えようと思ったら、

自然にそういうことも考えるはずなんですよ。

普通だと法律がどうなるとかと考えるのでしょ

うけれど、何が必要なのかということから考え

ると、そういう発想に当然なるはずです。それ

がなんとか違反だとかいっても、そんなのいろ

いろと手を加えてしまえばいい。やり出すと、

後から追いかけてくるものです。それを今度全

国的な制度にしてしまおうとすると、これまた

ダメになる。その場所で必要があってやってい

ることだから、その地域をしっかり経営できる

ようなところがそういうことを考えてうまく使

えば。

それから容積制度の緩和もずいぶんやりました。

必ずインセンティブを与えましたが、これを全

国一律的にインセンティブを与えようとしても

無理な話ですよ。容積はあっても、もらえない

ところもたくさんある。東京で不動産関係の安

藤さんとか五島昇さんとか江藤さんと一緒に座

談会をやる時によく言っていることですが、東

京は容積を使いきっていないんだと。それはい

ろいろな斜線制限があるから使えないという理

由だけではなくて、その地区にはそういう容積

を指定しているためで、使えないのは当たり前

なんです。それを抜きに何パーセントしか使え

ないという話をしても意味がない。ではそれは

どういうふうに指定されたかのか知っているの

かというと、別に知らないわけで。前の容積制

を導入した時になんとなく指定しているものだ

から、ほとんどルートもわからない。だから何

パーセント使っているといっても意味はない。

もしそれが必要で、またそれが地区にとって非

常に良いことならば与えればいい、というのが

私のやり方です。

計画論的に何か揃えようということも、１つの

価値だから、あくまでもそこにこだわるという

のも１つの計画ですよ。しかしそうではない場

合でも、いろんな手段を経営主体が持っていれ

ば、うまく容積制を使い、場合によっては容積

制の嵩上げをその代わりに何かに使えば。全体

としては、その町として何が問題で将来何だけ

は作っていかなければいけないか、と考えとし

て持っていなければいけない。しかし相手だっ

ていろいろですから、役人が考えるように一度

にやろうとしても同じにはならない。誰にでも、

いろんな会社の都合とか資金繰りとか、景気の

波とかなんだかんだとあるわけで、そこで計画

した通りになるなんてことは、まったくの架空

の話。だからそういう自由度を持ちながら、将

来性をもってやれる時にうまく相手にインセン

ティブを与えながら、町全体をよくしていくと

いうのを積み上げて十年なり続けていけば、相

当なことになるだろう。私が横浜でやった時も

お金も何もなくて、そういう手段を専ら使いま

した。横浜は当時、まったく条件がなかった。

銀座みたいに条件がありすぎるところでは、か
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えって難しいのかもしれない。だからやるのは、

でっかい金を動かして事業をやろうとなる。こ

れは非常にわかりやすくて、角さんの時代から

今までずっと続いている方法。しかし、金がな

くてもうまくやるには、人の金はうちのもの。

うちのものも、うちのもの（笑）、という感じ

で使っていけば、そこそこ小ぎれいにはなって

いく。そういうのをやらない限り、ただ計画だ

からで終わってしまったりする。そのうちそう

いう計画は全く現実とは無関係になっていく。

大きな流れを掴みながら、個々に動かしていっ

て、少なくとも二重に包めなければいけないと

思いますね。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

長谷川／ 田村先生には、いつも薫陶を仰いでい

るんです。田村先生が横浜に関わりを持たれた

のは本当に偶然なことからで、たまたまその時

はお住まいがもう一カ所あったらしいのですが、

横浜の方が先に決まったとかで。もし違う土地

に先生が住まわれていたら、今の横浜はまた違

ったものになったでしょうね。また先生が銀座

におられたとしたら、また銀座も違ってきてい

たかもしれないですね。

（ 1997 年 11 月）
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銀座座会　第６回

「銀座を売る　～不動産開発の視点からみた銀座～」

船曳 鴻紅

（株）東京デザインセンター代表取締役

東京大学文学部社会学科卒業後、文化人類学者の夫と共にポリネシ

ア、メラネシアなど未開地での生活を経験する。イギリスからの帰

国後は４児の母として家事育児に専念。1987 年、英オックスフォー

ド大学との間に留学講座を開設。1989 年に（株）東京デザインセン

ターを設立。日本初のインテリアマート、東京デザインセンターを

1992 年オープンさせ、現在ヨーロッパを中心とする世界のインテリ

ア・ブランド十数社をテナントとしている。さらに日本の建築・イ

ンテリア業界の活性化のため、デザイン展、セミナー、シンポジウ

ムなどの文化活動を多数展開する他、三井不動産を始めとするディ

ベロッパーのマンション開発に関わり、都市居住者に良好な住宅を

提供すべく活動している。1996 年より通産省グッドデザイン商品選

定審査委員も務める。

*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*　　　　　*

■はじめに

船曳／  この銀座座会に約１年間参加させてい

ただきましたが、これまで銀座は私自身何より

大好きな街でしたので、このように過去の歴史、

背景といったところから銀座に関わり、しかも

今の銀座をつくっていらした皆様とお話を交え

させていただけたことは、大変幸運だったと思

っております。

その中でこの１年間でのお話は、哲学的といい

ますか、社会科学的、文学的なものが多かった

ように思いましたので、私は不動産開発のスペ

シャリストではないのですけれども、皆さまに

は目新しいことかもしれないと思い、敢えて今

日のお話をさせていただくことにしました。

私は、現在インテリア・ショールーム・ビルを

経営しております。「東京デザインセンター」

といいますが、会社の業態としては不動産経営

です。また実家の方が、広く不動産業を行って

おり、例えばマンションの開発、販売にも関わ

ってまいりました。しかし私自身が不動産業を

専門にしているわけではありませんので、どれ

だけのことがお話できるのか不安ですが、この

一年久しぶりに銀座を往復いたしました中で感

じたことを今日はお話させていただこうと思っ

ております。また、最後にヨーロッパの方で少

し撮りました写真をスライドで見ていただこう

と思います。
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■銀座の不動産市場の現状

銀座の不動産市場の現状ということでいえば、

昨年は日本堂さんがなくなってしまったり、コ

コ山岡が倒産したりということで驚きましたが、

またたこ焼き屋や安いコーヒー屋などが出現し

てきて、ここ数年の間に銀座は随分さま変わり

した印象があります。特に新しいお店が多いで

すね。これは不動産業の方からいわせますと、

賃料がかなり下がってきたから、その値頃感か

ら物販関係が随分増えてきたということのよう

です。もう一つ、並木通りに象徴されます高級

ブランドがどんどん進出してきたこともあって、

今や銀座は他の繁華街に比べるとホットな状態

で、１階店舗に空きが出ても即埋まるという不

動産市場としては非常にうれしい状況にあると

きいております。飲食業の方では、ソシアルビ

ルで２階以上の部分が空室にあえいでいるとこ

ろもありますが、店舗リースで貸し出している

ところは、かなり恵まれた状況でテナントさん

が入っているというふうにもきいております。

このような状況で、テナントの入れ替わりが激

しく、かなり新しい外部の方々が出店すること

が可能なのですが、以前は銀座に店を開くとい

うことが一つのステイタスであったかと思いま

すけれども、現在はそれよりもビジネスの観点

から銀座に開くということが多くなっているの

かと思います。そういう意味で銀座の特殊性と

いうものは少し薄まってしまったのかなと思っ

ています。

それから昨年あたりでは銀座にも随分、安売り

屋さんが増えてきましたね。またコンビニのよ

うなお店が銀座に出てきたというのはかなり驚

異的に受け止められていたかと思うんですけれ

ども、これもある程度一巡したらそれらの出店

もかなり控えめになってきた感がありますね。

銀座は、一応オフィス街でもありますので、当

然 OL やサラリーマンに対する日常的なサービ

スは必要とされているわけですから、その需要

と供給が満たされたところで収まっていれば、

皆さまもそれほど心配ではないかと思いますが。

それよりも、並木通りを中心とする高級ブティ

ックが、かなりジャーナリスティックに取り上

げられているようです。そのＰＲ効果もあって

か、クリスマス前に行きましたら大変な賑わい

でした。こういったことは銀座が新しい繁栄を

迎えつつあるということを示していて、大変頼

もしく思った次第です。

■将来の開発への危機感

一方で、この銀座座会に出席させていただいて

皆様の話を伺っていますと、不動産開発に関し

てはかなり危機的な状況にあるんだということ

がわかりました。地価が非常に高いために、新

しく銀座らしいものをつくるビジネスを立ち上

げようと思ってもなかなか難しいということ。

またご商売の流れが変わっていくなかで、家業

として個人企業でお仕事をなさっている方々が、

いろんな意味でその経営が難しくなり、大企業

が進出してきてしまったために、街並みがどん

どん変化してしまったと。もちろんそれもご商

売の内容によるのでしょうけれども。それで思

い出されますのは、鳩居堂のご主人が亡くなら

れた時に、地価日本一にあげられたことが一因

とされたこと。そんなことがあったぐらい、銀

座の地価というものは、決して皆さんにプラス

をもたらしているわけではないのだということ

をあらためて知りました。

ところで、そういう状況のなかで、銀座は将来

のために何を組み立てていかなければならない

か。それをこの座会では議論されているわけで
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すけれども、一般的に銀座の状況は、地盤沈下

している他の繁華街に比べて決して悪くないと

思います。

ただ汐留の再開発など、周辺の状況が変わって

いくなかでどう発展を続けるのか。銀座の場合、

その発展の道筋の方向性が少しでも狂うと、銀

座が銀座ではなくなってしまうかもしれないと

いう危険性はあると思います。銀座の町会を支

えていらっしゃる中心メンバーの方々は家業と

してお仕事を次の世代につなげていらっしゃる

方々が多いように思いますので、その後を継が

れる方々と共に、何をその方向として持ってい

くのかということがなければなりません。また

町会としてどういうコンセンサスを得て、この

街をつくっていくのかというのが、大変大きな

問題だと思うんです。

■銀座らしさ

これは改めて申し上げるまでもないのですけれ

ども、銀座はいろいろな異文化を消化してきた

街であり、また銀座の街にいらっしゃる方々は、

消費者としても経験のあるレベルの高い方々で、

そういう方々に支えられた銀座なんだというお

話も以前にあったかと思います。

私事になりますが、先ほどお話しました東京デ

ザインセンターというインテリア・ショールー

ム・ビルも、そういった点では銀座と少し共通

性を持っているのではないかと思っています。

私どもの東京デザインセンターというのは、イ

ンテリアのショールームとして多数テナントを

入れておりますが、ただ単なるメーカーのショ

ールームというだけではなく、私共の方で入れ

るテナントをかなりセレクトしています。それ

は会社の大小ではなく、まずクォリティの点で

選ばせていただいております。そのためどちら

かといえば一般の消費者の方よりはプロユーザ

ーの方の目にとまりやすい存在になっているよ

うです。

今年で６年目に入りましたけれども、最初の５

年間はかなりプロユーザーの方を意識しまして、

建設業界、インテリア業界の本当に上層のとこ

ろにまず情報を発信していくということを心が

けました。やはりそういった層にこの東京デザ

インセンターというものを充分に認識していた

だけるようになったことで、徐々にそのことが

業界の中で伝わっていって、そういう構造がう

まくとれてきたのだと思います。５年目からは

一般の消費者の方々にも強くアピールするよう

に、例えば新聞にちらしを入れたりとしてきま

したが、その時にはデザインセンターの中の一

つの雰囲気というものも確固としてできあがっ

ておりましたので、一般の消費者の方がいらし

ても、クオリティについてはこちらから申し上

げることもなく理解して、また期待して来てい

ただけるようになっております。

話が長くなってしまいましたが、つまり銀座の

魅力も同様で、いかにクォリティの高い商品が

集積しているかということだと思うんです。そ

こでは質の高いものを求めたお店がたくさんあ

り、消費者もそれを期待してそこに行く。その

厚みや重なりが銀座というものをつくり出して

いるのではないかと思っております。

■自前の開発ビジョン

さきほど周辺の不動産開発ということを申し上

げましたが、皆さん銀座については非常に襟を

正してくるような街というイメージが強く、ま

たそれが銀座の売りにもなってきたわけです。

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第６回　船曳鴻紅「銀座を売る」112

しかし例えば近隣の汐留や、日本橋からの再開

発が進みますと、そこにはオフィスを中心とし

たたいへんな人口集積ができるわけです。そう

すると当然、そういう方々に対する日常的なサ

ービスが必要とされるようになるわけです。

銀座はいつでも変わるものだよというお話があ

りました。それは銀座にはもともと土地の商人

がいるわけではなく、いろんな人がいろんな商

売を持ち込んでも、それを拒んだことがないか

らだという話を聞いたことがあります。ですか

ら昔の雰囲気がないと言っても、それはしょう

がないことで、銀座というところはどんどん変

わっていくのが特徴なんだと。

しかしこれから数年は明治から大正、昭和初期

の長い時間のなかで徐々に変わってきたものと

違って、あと数年で大きな変化が一挙に起こっ

てくるであろうということが、見えるわけです。

その時やはり銀座としては独自の将来像なり、

開発コンセプトというものを持っているべきだ

と思うわけです。実際、汐留には大会社が入っ

てまいりますので、立ち上がるまでにはいろい

ろなアドバルーンがあげられると思います。し

かもその青写真というものは当然経済状況によ

って変化していくわけですから、そのつど銀座

の側としては振り回されることのないような独

自の開発コンセプトが必要だと思います。例え

ば汐留開発については、確固としたビジョンは

おそらくまだ出来ていないのだろうと思います。

そういう時、銀座はすでにこういうふうに考え

ているんだよ、というようなことを積極的に売

り込んでいくと、あちらも何か焦点を必要とし

ているわけですから、それを核として何か新し

い汐留の再開発を考え直すことができて、うま

く共栄する方向性で銀座としてのイニシアチブ

も取れるのではないかと思います。またそうし

ないと、汐留の方は普通にホテルとオフィス、

そして一部集合住宅となるでしょうし、その一

部でウォーターフロント的なことができるかも

しませんが、所謂普通の金太郎飴的な再開発に

なってしまうと思います。数的にはあちらの方

が強いわけですから、そういうオフィス的な日

常性が徐々に銀座を浸食しかねないともいえま

せんので、是非銀座としての個性を投げかけて

いくということを考えていただきたいと思いま

す。

その中で、では銀座の不動産開発をどのように

まとめていくのかということになりますと、こ

れまでにも建築やランドスケープといった方面

でいろいろとお話がありましたが、私はどちら

かというともっとそこにどのような人たちが集

まり、どのようなソサエティーがつくられてい

くのかといったことをより追求する方がいいの

ではないかと思っております。もちろん私も多

少は建築とかインテリアに関わっておりますの

で、スペース・デザインとか空間をつくるとい

うことから離れてしまうのは、自分の職業とし

ては方向が違うのですが、しかし銀座というこ

とを無心に考えてみますと、そこには既に銀座

というものが存在しているわけで、そこに何か

を付加するようなことを前提とすると、少しハ

ードに偏りすぎて、何か違うものになるのでは

ないかと思っているわけです。

例えば、私どもの東京デザインセンターはマリ

オ・ベリーニというイタリアの建築家にデザイ

ンを頼みまして建築した建物ですが、私はこれ

をベリーニのおそらく最高傑作ではないかと思

っております。また設計関係の方々にも、東京

デザインセンターの建物は質が高いと認めてい

ただいておりまして、オープン当初から数年間

は、建物の中を見学したいというご要望が随分

ありまして、ツアーもかなり続けてきました。

しかし６年目に入りますと、たとえどんな名建
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築であろうと、もうその建築というのはデザイ

ンセンターの中で起こっていることの内容とそ

の質を、間接的に伝えるものにすぎないのでは

ないかと思っております。ただもちろん、入れ

物というものも非常に重要で、空間がその中の

ものをつくっていくということがあるわけです

から、決して切り離すことはできないのですが、

やはりどちらかといえば、その中のものが建物

もつくっていくという見方もできるのではない

かと思っております。

『朝日新聞』にも何度か取り上げてありました

が、銀座の７丁目か８丁目にあるイルタスとい

う不動産会社が、銀座の店舗部分の空室状況を

定点観測されていまして。そこの千葉社長に伺

いましたら、それを始めたきっかけは社内の社

員教育だったそうです。それを続けてみると、

銀座という街の一つの考現学というようなもの

ができてきて、非常にやりがいがあるとおっし

ゃっています。銀座の中でも、もちろんテナン

トさんの出入りはあるわけですけれども、街と

いうものは、やはりそこにいらっしゃる住民の

方々、またテナントの方々、そしてその街にお

客としてくる人たちがつくるわけで、そういう

街の雰囲気というものは、何かこういうものを

作ればどうだろうか、というようなことででき

るものではないというふうに率直に語られてま

した。千葉さんは戦後ずっと銀座を見てこられ

た方ですから、その言葉には真実味があります

ね。

それでは、そういう形ではないもので、中にい

る人たちや外から街へやってくる人たちが、ど

ういう銀座をつくるのか。そして皆さんの中に

ある銀座というイメージをどういう形にしてい

ったらいいのか。どういう人間がどういうふう

に仕組みをつくっていくものなのか、と考えて

いきますと、まず一つには、銀座でご商売なさ

っていらっしゃる方々、もしくは銀座にお住ま

いの方々の観点から。もう一つは、やはり外か

ら銀座に来られる方の観点というものがあると

思います。この二つから、今後の銀座のヴィジ

ョンが見えるのではないかと思っております。

■ホンネでなければ支えられない

自分が不動産業をやっているからということも

多少はあるのですが、実態のところでは、銀座

の町会のメンバーのかなりの方々が実は不動産

に依っていらっしゃるのではないかな、と思い

ました。

先日も、家業の専門店が成り立たなくなってき

ているというお話を伺いましたが、では、同じ

商業で何が成り立っているかと見ると、商社系

や外資系のブランドショップであり、世界的な

ブランドショップで、こういった大資本にどん

どん押されてきている状況があるというお話で

した。

専門店としてはスーパーのようにお客に勝手に

選ばせるというのではなく、やはりその物の価

値を充分に理解していただけるように売りたい。

そのためにはもっとお一人お一人に時間をかけ

なければいけない。そのため固定費も上がるわ

けですから、それも商品価格に乗せざるを得な

い、というような非常に苦しい悪循環となるわ

けです。その中で専門店としてやっていく仕組

みをどういうふうに確立するかということにな

ります。またそのコストをどこで回収するかと

いうことを考えなければいけないわけです。

実際のところ銀座では、ホンネは不動産業の方

が多いのではないかと思いますので、もしそう

だとすればその不動産を表のほうで切り離して、
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商品とかご商売とかのことをいっても、ちょっ

と議論が長続きしないのではないかなと思うわ

けです。そういう町会のメンバーの方々の本当

の経営基盤が何に依っているのかということを

見据えて、今後 50 年そして 100 年後のことを考

えなければ。もちろん理念を語ることは非常に

重要なことで、まずそれがなければ前に進むこ

とはできないわけですが、同時に現実的な方策

として、もしその不動産が経済的基盤だとした

ら、それをどう確立するかということも考え、

逆にその専門店ならではのビジネスをそこから

支えるようなことを考える必要があるのではな

いかと思います。

話は長くなってしまいましたが、改めてこの不

動産ということの話をさせていただきたいと思

います。誤解があるといけないので繰り返しま

すが、何もご商売が遊び事で実際には不動産業

で儲けているといっているわけではないんです。

むしろ逆に私がこれから申し上げたいのは、銀

座としてのご商売とか、ある文化を創り出して

いくというような、そういう作業自身が銀座の

不動産的価値を高めていくんだということを申

し上げたいわけです。

実際、それぞれの物件価値は、この銀座という

エリアの価値によって判断されていくわけです

から、如何にこの銀座エリア全体の空間価値を

上げていくかということがあると思うんです。

その空間価値を上げるためには、やはり銀座が

銀座らしくあるべきだと思います。

これからの不動産価値というのは、まず収益に

合った合理的な価格がつくられる時代になるわ

けですから、その不動産価値とそこで行われる

商業活動というのは不即不離の関係になると思

っております。土地はそれぞれの土地の能力に

応じて収益をあげ、その収益をあげる土地の価

値というものは、やはりそこで経済活動を行う

方々の努力と積重ねがあってからだろうと思い

ます。

■人が住む、生きた情報文化の街

また一方で銀座は、外からいらっしゃる方によ

っても支えられているわけで、そういう方々の

ことについて少し申し上げたいと思います。

ここは経済活動の豊かさと同時に、やはり外か

ら来る人々を惹きつけるものがあるわけですが、

そのためにここで作られたり積み上げられた文

化とか活動というものが、外の方へ適切に情報

として伝わっていかなければならないと思うん

です。その情報は必ずしもそこで経済活動をや

っている方々からというだけでなく、できれば

そこに住みついた人たちからの情報が伝わって

いく、そういう情報をつくっていくというのが

より望ましいわけです。

そこでこれからは私の提案なんですけれども、

まず一つ、銀座は外からいらっしゃる方々に対

してもう少し開かれていてもいいのではないか

ということです。そしてもう一つは、ここに居

住する方々と取組む何か仕組みのようなものを、

もう少し積極的に作っていったらいいのではな

いか、ということです。

銀座に来る方々にもう少し開くということでは、

銀座はすでに長い歴史のもとで商店がきちんと

できあがっているため、なかなかそういう余裕

を持つことが難しいと思いますが、他の新しい

街、例えば新宿とか渋谷とかというところです

と、大資本が関わってくるということもありま

して、街に来る人々を吸い込むような装置を意

識的につくっていますね。ただし銀座の場合は、
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やはり土地の問題がありますから、そういう装

置を設けるにもなかなか解決がつかないところ

があるのだと思います。

しかし例えば銀座の１丁目から８丁目までの長

いストリート沿いの中に、お休み処とでもいい

ますか、人がこうちょっと休めるような、息を

抜けるところがあると、もっと銀座の中の人々

の動きが活発で豊かなものになるのではないか

というふうに思うんです。例えば資生堂やミキ

モトさんのところもそうですけれども、何かあ

のようなところに、20 平方とか 30 平米でいい

んですけれども、少し引き込んだ小さな小さな

ミニパークとまでいかなくても、そういう場所

がつくられて、例えばそこでインフォメーショ

ンが得られる。そのインフォメーションも機械

的なインフォメーションではなく、ボランティ

アの方でもいいのです。例えばお店の情報だと

か、そこで行われる催しの情報とか、いつも街

に来る方々に積極的に流せる、そういう場所に

出来ればいいと思います。

以前、私が銀座でスキー服を買おうしてデパー

トに行きましたら、売ってなくて。昔ならデパ

ートに行けばだいたい何でもあったと思うんで

すけれども、今のデパートは非常に付加価値の

高いものや、もしくはスキー服のようにディス

カウントショップが一手に引き受けてしまって

いるようなものは逆に扱わない、ということが

はっきりしてきているようで、どこのデパート

に行ってもなかったんです。しょうがなく交番

でも聞いてもみましたが、わかりませんでした。

勿論、銀座にスキー・ウェアがないということ

も考えられますが、やはり何か銀座ほどのとこ

ろに百貨がないというのも何かな、というふう

に思いますし、必ずどこかにはあるんだと思い

ます。そういったことで、例えば和菓子屋さん

がどこにあるとか、蕎麦屋さんがどこにあると

いったことを、単に地図があるからそれでいい

ではなく、いわばここの蕎麦屋はこういう味で

すよとか、この蕎麦屋のつなぎには何が入って

いて、ぐらいの情報をあげられるくらい、来訪

者にとって親切な情報をサービスすることがで

きたらと思います。

それからもう一つ、皆様もよくご存じだと思う

のですが、ヨーロッパの中心的な街では大体目

抜き通りのいわゆる銀座にあたるようなところ

でも、建物の上のほうにはまだまだ人が住んで

いますね。それが街の繋がりをつくっていて、

街のロイヤリティーというか街の求心力を満た

しているようですね。これに似たことで一時、

区の方で住民が少なくなってしまうから、それ

を何とか埋めるために、ビルを建てる時には住

宅を上のほうに持っていかなければいけないと

かとやっていましたが、そんなことではなく、

住民票なんか持ってこなくていいのです。とに

かく 24 時間そこに住みついてこの銀座を愛す

る、そういう人々をつくり出していかなければ

いけないのではと思います。

実際この前テレビで、銀座の７丁目か８丁目の

裏のほうで勝又さんという方が自分のビルに住

んでいらっしゃるそうで、そういう気持ちが、

素晴らしいと思います。商業ビルの上ですから、

おそらく住居としてはあまり恵まれた環境では

ないと思いますが、しかしその気持ちが私はい

いなあと思います。

ですからここで提案したいのは、現在ソシアル

ビルなどで高級バーやクラブがどんどんなくな

ってきて、その後もテナントが入らず空室が目

立ってきているところに、それより少し一般的

な飲食店を入れてしまうといったことではなく、

敢えてこれをアパートに改造できないだろうか、

ということなのです。
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勿論アパートといっても、そんなに窓はとれな

いので環境もよくはないでしょうけれども、最

近は建築基準法もだんだん変わってきていたり、

空調や換気装置も非常に優秀になってきていま

すので、窓がない部屋でも居室として認めるよ

うになっています。それで、地下室が居室とし

て認められるようになってきたわけですから。

しかしそういうところですから、あまり長く住

むということにはならないと思いますが、ホテ

ルのような感じで人を入れてしまえないだろう

かと。そんなことを言い出しましたのには２つ

理由がありまして、一つはこのままソシアルビ

ルの高級バーがどんどんなくなっていくと何か

上の方がこう歯抜けのようになりまして、そこ

が並木通りのような高級ブランドショップが並

んでいるところですと、中にはうまくいく場合

もあるかもしれませんが、今でも 2600 店にもお

よぶ飲食店があるようなところで、それら全部

がこちらが望むようなオフィスで埋まるとも思

えないんですね。もしこのまま単に歯抜けして

いくところを同じような、しかもちょっとグレ

ードが落ちたところで入れていくという流れで

いくと、私は何か裏側の銀座がすまさじく寂れ

てきてしまうのではないかと思うんです。今ま

で銀座は他の繁華街に比べて、非常に治安がい

いということになっていましたが、それが段々

悪くなってきて、日中のほうにもそれとなく響

いてくるのではないかという心配があるんです。

しかももし再開発ということになりますと、当

然、テナント退去の問題も出てくるわけですか

ら、そういう面でもあまりうれしくはないです

ね。

大体ロンドンやパリをはじめとする欧米の一流

都市で、その国を代表する一流の商店街と、そ

れから言葉は悪いですが、飲屋街とこれほど接

近しているところを私は知りません。それが今

までは、銀座だからやってこれたわけですが、

銀座の裏側が従来の銀座でなくなるとすれば、

何かとても危険なことが起こるのではないかと

思います。

それからもう一つは、積極的に人を入れていく、

ということです。それは同時に、銀座自身のＰ

Ｒにも利用できるのではないかと思うんです。

実はずっとこの座会に参加させていただきなが

ら、銀座がこれからどうなっていけばいいかと

いう皆様のお話を伺いながら、私は頭の半分で

ずっとこれじゃないかと思っていたのが、この

ことなんです。

敢えて冒険的なことを申し上げてしまいますが、

例えば村上春樹みたいな人が、この銀座の表通

りの住人になったらどうだろうかと。例えば彼

が朝の５時、６時に起きて、まだカラスしかい

ないような銀座の通りをジョギングしたらどう

だろうと思ったわけです。もしそうなったとし

たら、何か最高のイメージになるのではないか

と。ある意味では『ティファニーで朝食を』の

感じにも思えるわけです。それが例えば、村上

春樹さんが高円寺の商店街のところを朝ジョギ

ングしていても何もならないわけで、それはや

はり銀座でやるから意味があるわけです。それ

だけのオーラを銀座は持っているわけで、ただ

し村上さんが来るかどうかはわかりませんが。

もちろんそれは桃井かおりさんでも、誰でもい

いんですけれど、とにかく何か興味を持ってや

ってくる、そういう人。戦前や大正期でしたら、

私たちが有識人、文化人と思っていたような

方々がここには来てくれるのではないかと。も

しそういう人がうまくここに嵌まってくれたら、

そういう方々を渦にしながら人の集まり、クラ

ブというものが出来上がっていくのではないか

と思うわけです。
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クラブといえば、今はクローズされましたが西

武の「有楽」というクラブがありましたが、そ

ういう形から入るクラブではなく、まずいろん

なパーソナリティが来ることから、何かそうい

う人を少しずつ核にするようにしながら、ソフ

トにクラブ的な人波が出来上がって、それがま

たソフトに広がって、銀座文化というものをつ

くっていければというようなことを夢想したわ

けなんです。

ですから先ほどの、人を住まわせたらいいとい

うのは一つはそういうことで、銀座の飲食街が

抜けていく部分をいい形にもっていって、また

同時にその埋め方も工夫することによって、銀

座が単なる商業の街ということから、一つの文

化をつくっていく街なのだということをＰＲで

きる仕組みに出来るのではないかと思ったわけ

です。

しかし現実には、今申し上げた話は、実現は非

常に難しい。まず最初の銀座通りのなかにちょ

っとしたミニパークを設けるといっても、当然

そこの地権者、営業権を持っている方々がそれ

ぞれ利害関係にあるわけですから、こんなこと

は普通、そういう方々が税金が払えなくなって

そこが国庫の土地に収まらないかぎりなかなか

実現しないわけです。

またアパートに改造しましょうという話では、

実際に文京区あたりの方でオフィスをアパート

メントに改造して、非常に高い利回りでうまく

いっているという話があったり、そういうコン

サルティング業もできていますし、また千代田

区ではオフィスなどを住居に改修しますと補助

金が出たりするそうで、流れとしてはあるわけ

ですが、ただ具体的にそういう所に住みたいと

いう本当に物好きな方を探すというのも、非常

に危うい話で。先ほどの営業権以上に居住権と

いうのが出てきますから、そういうリスクを誰

が取るんだという話にもなると思うんです。そ

れからまた有名人を引っ張ってくるといっても、

かなり低廉な家賃でお入りになりませんか、と

言わないと。

■不動産証券化

そこで提案２なんですが、今不動産業界のなか

では、バブル期の不良債権をどうしようかとい

う話になっていて、不動産証券化ということが

よく言われています。大手不動産会社がこのと

ころよくその手法を取りたがって、そういう条

例の法制化をはかっていて税制上でも無理なく

スムーズに行われるようにと一生懸命プレッシ

ャーをかけております。しかしアメリカではも

うこれは、とりわけ 1970 年代、80 年代には一

般的にとられてきた手法ですので、これをいわ

ゆる不良債権の処理とかということではなく、

もっと前向きに考えて、取り入れてみたらどう

かと思うんです。

なぜこのようなことを突然申し上げるかという

と、一つには不動産を利用した銀座の文化的な

再開発、いわゆる土地というハードの部分の再

開発ではなく、ソフトの再開発が可能になるか

もしれないからです。そしてもう一つには、例

えば銀座のなかに土地家屋を持っている方が、

その土地家屋を守らなければならないと同時に、

ご商売の関係でどうしても緊急にどうにかせざ

るを得ないとなった場合に、その不動産部分が

金融商品化できていれば、不動産経営というの

はそのプロに任せてしまって、ご商売はご商売

で専念できるわけです。そして家業のほうでプ

ールするお金が必要であれば、その不動産から

の収益を使うこともできるわけです。
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これは以前、三枝社長がおっしゃっていたこと

ですが、現在の銀座の街のなかには具体的なル

ールが何もなく、抽象的なものしかないんだと

というお話をされて。外部の方がどこから入っ

てくるのかもわからない状態で具体的なものを

つくろうとしても、メンバーが固定しないので、

作りにくいし又つくったものも周知徹底しない

んだとおっしゃってまして。しかも、そういう

状況であるにも関わらず、銀座通りの今の建物

は大体昭和 30 年から 40 年代に建てられたもの

なので、多くがその改築の時期にきているとい

うことです。現在は容積率の問題と、経済不況

の問題で止まってはいるけれど、これが動き出

したら、おそらく５年くらいで全体の様相はあ

っという間に変わってしまうかもしれない、と。

たしかに地価が日本一高いことを考えますと、

その有効利用ということでちょっと中を変える

ぐらいではなく、本当に建て替えを考えなけれ

ばならないところもあるわけですね。

また同時に、建設省がアメリカ並に容積率の売

買をしてもいいということを今度建築基準法に

盛りこもうとしていますね。これが実現します

と当然裏側のビルの容積未消化の部分を表側の

ビルに乗せられるわけですから、再開発も非常

にやりやすくなるわけです。その時にはおそら

く銀座はモデル地区として、まず第一にあげら

れるのではないかと思うんです。そうしますと

本当にこれは、あっという間にこの街のなかが

変わっていくだろうという感じがしますね。そ

の時いくら理念的に銀座はこうであらねばなら

ないと言っても、やはりそれぞれの経済事情が

あるわけですから、そういったご都合にはかな

わないところがあるわけですね。

しかし敢えてここで大きなことを言ってしまい

ますと、この機会に銀座の町会で、「特別会社」

を作って不動産証券化に取り組んでみたらいい

と思うんです。普通この不動産証券化というの

は、大手不動産会社が自分のところが持ってい

るホテルとか、オフィスとかそういうものを金

融担保に入れて、証券として売り出し、そのあ

がりをまた配当として配るわけですが、別にこ

れは不動産会社だけがやる権利を持っているわ

けではないので、きちんとコンソリデートされ

たものができあがれば誰がやってもいいわけで

す。ですから、それは株式会社なのかトラスト

という形になるのかはわかりませんけれども、

可能かと思います。そうすることで銀座の街の

発展そのものの方向性を、参加するメンバーの

方々の気持ちを代弁した形で、かなり現実味を

帯びてくるのではないかと思います。

こういうことを申し上げますのは、やはり今後

50 年後、100 年後、200 年後の銀座の文化価値

を保持するためにも、開発の形というものは共

につくっていかなければならないと思うからで

す。同時にこれは、そこに土地をお持ちの方々、

土地を持ちながらご商売している方々にとって

も、大変な問題ではないかと思います。実際、

再開発に乗るとか、土地を誰かに貸す、売却す

るという時には、やはりそれぞれそれなりの理

由があるわけで、今土地は値上がりしないとい

われていますし、値上がりどころかもしかした

ら下がるかもしれないという思いがあるわけで

す。そのように土地神話は崩壊したわけですけ

れども、またこれを有効利用しないで放ってお

くと、土地というのは逆にコストがかかるので、

より不良資産になってしまうんです。まさに所

有することがリスクであるという時代になった

わけです。

そうなると、銀座の街全体の開発コンセプトと

か、街の雰囲気とか、歴史とかそういうものを

まったく無視するから売るんだとか、変わるん

だというのではなく、もうやむにやまれず、そ
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うならざるを得ないということの方が多くなる

と思うんです。そういう時に、共通化できた理

念を掲げて、50 年後、100 年後の銀座をこうい

うふうにつくっていこうという青写真を、自分

達の経済性を犠牲にすることなく行えれば、こ

れは本当に皆さんにとってハッピーなことだと

思われるわけです。

アメリカの不動産信託というのは非常に簡単な

ことで、もちろん簡単とはいっても実際にはい

ろいろ複雑な仕組みがあるわけですが、まず投

資家の方々が出資して、何か会社のようなもの

をつくります。それに対して皆さん本業でまっ

たく別のことをなさっているわけですから、そ

の会社は投資顧問会社なり、不動産会社にでも、

投資のアドバイスを求めたりとか実際の運営を

するわけです。別に管理人がいる場合もあるで

しょうし、管理委託をする場合もあるでしょう。

ともかく投資家側の方々が自分一人で考えたら、

膨大なエネルギーと費用とがかかる部分を、う

まく纏めて会社として、組織としてできればい

いと思うんです。その投資の見返りは、うまく

運営された事業の収益が分配されるという形で

利が生まれるわけです。そうしますと、例えば

現実に銀座にビルを一つ持っているオーナーの

方がいらした場合で考えますと、その方はそこ

で自分の商売を続けたい、けれども手元にも資

金が欲しいという場合には、その権利を部分的

にトラスト会社のほうに売ってもいいですし、

また自分所有のビルに付随する証券として、特

約条項でもって自分のところの証券としておい

て、部分的にその賃料を受け取るということも

可能だと思うんです。ともかく不動産というの

は、かなりいろいろな部分で不自由なもの、動

産ではなく、不ですから、不自由なものですけ

れども、それをかなり自由にすることができる

のではないかと思います。例えば今まででした

ら、資金が必要な時にはビルを売却するという

一生に一度、一世一代のことを考えなければい

けなかったわけですが、それを小出しに売って

いくということも考えられるわけで、そこで生

業としてやってきた方々が動く必要もなくなる

わけです。そうなりますと新しく入ってくる

方々によって何か全体の方向が変わってくると

いう状況も回避できるわけで、最終的には街並

みも守れるのではないかと思いますし、それか

ら銀座が銀座なりの文化の青写真を着実に築い

ていけるのではないかと思うんです。

■銀座に住む夢

最後にもう一つ私の夢を申し上げさせていただ

きますと、そういう不動産証券として利益があ

がった場合、部分的にビルとか土地を現物出資

などでまわしてもらったり配当してもらったお

金で一体何をやるのか、ということなんです。

これは、先ほどお話しました人の住む街、生き

た情報が動く街、というところに関わることで

すが、ここで提案したいのは、不動産証券とし

てその利用権と所有権を会員制マンションに似

たような形で、小口売りにして売るというのは

どうだろうかということなんです。

もちろんその不動産のビル自身が別に賃貸アパ

ートである必要はなくて、オフィスビルであっ

てもよし、店舗であってもいいのですが、この

不動産信託の特徴は、やはり利回りが固くまわ

っていかなければならないところで、オフィス

に偏るとか商業に偏るということになってしま

いますと、やはり景気の好不況にかなり左右さ

れてしまいます。そこで一つの手法として住宅

を入れたらどうかということなんです。その住

宅もただ分譲ということですと所有権の問題な

©財団法人ハイライフ研究所　http：//www.hilife.or.jp



第６回　船曳鴻紅「銀座を売る」120

どが出てきますから、当然賃貸ということで考

えるわけですけれど。それには、銀座を持つと

いうもう一つの夢を与えられるわけです。会員

制マンションのように、証券の 100 万か、500

万、1000 万を買ったとします。そうすると勿論、

そこから配当も得られわけですけれども、配当

を得るかわりに、例えばそのアパートに１年間

暮らす権利も同時にいただくと。

こんなことを言いだしたのは、実は私自身が一

度でいいから銀座に住んでみたいからなんです

（笑）。一生に一度、数ヶ月か１年くらい。空

気が悪くてもいいから本当に銀座の真ん中に住

んでみたいのです。おそらく自分の家の中はク

ラブのようになってしまうと思いますが、人も

どんどん遊びにきてくれるだろうと思いますし、

こちらも人の家に遊びに行く時、お土産を買う

のにも目の前で買えばいいわけですから。そう

いうふうに老人になればなるほど、もっと動き

たくなる。しかも所有してますよという夢も叶

えさせてあげる。もともと日本は不動産の売買

とか、得たり、売ったり、手放したり、人に貸

したりという手間が本当に面倒ですね。ですか

ら、そういうことを一切忘れたらいいんです。

かといってホテルに住めといっても、ホテルは

他人行儀でいつも襟を正していなければいけな

いみたいで、何より高いですね。そこを何かコ

ンドミニアムみたいな形にして、少しは入る人

を選ぶというところが出てくるとは思いますが、

その交渉権、売る方をある程度クローズドなマ

ーケットにして、コンドミニアムの運営もホテ

ル並とはいかないまでも、ある程度一括管理し

て運営会社に任せておくことができれば、本当

に私はうれしいと思うわけです。

こんな夢みたいなことを思っていましたら、以

前にいただいた『はいらいふ』の中の対談で、

木幡さんという方が下河辺さんのことをお話に

なっていまして。そこを抜き書きしてまいりま

したので読みますと、「面白い話で元国土庁事

務次官の下河辺淳さんがおっしゃったことです

が、今彼は丸の内の東京海上研究所にいるんで

すが、丸ビルが随分老朽化しているから、そこ

を買って、あの辺りで働いていらした所謂三菱

だ、なんだの方々のオールド・ピープルズ・ホ

ームにするのはどうかと。そういう人々を引っ

込ませないように、そこをその方々の老後のホ

ームにする。そうすると彼らにとっては、最も

生き生きとした時代の場所だから、別の老後の

過ごし方があるだろう。どうせあの程度のビル

では、今のインテリジェント・ビルには対抗で

きないから、そのまま使って、そういうふうに

したほうがいいのではないか」と。そう言った

ら、多田さんも非常に喜んで、「いや、ぼくも

そういう都市のなかにご隠居横町つくるような

こと、是非賛成だな」といったお話が出ていた

んです。

常々、本当に私も自分と同年代の友達と話をし

ている時に、高齢化が進んだ今、お互いにこれ

からどういうライフスタイルになるのだろうか、

と話をしていますが、別に老人のことだけでは

なく、若い人も時間消費型になるだろうと一般

的に言われています。自分の時間を大切にして、

どういうふうに過ごすか、というのがおそらく

それぞれ一番の関心事になるだろうと。私も本

当にそう感じていますが、しかしその時間消費

といった時に、どういうイメージがあるかとい

えば、自分一人で読書をするとか、自分一人で

何かしっとりしているということぐらいで。実

際にはそれだけではなく、おそらく子供も手元

を離れていきますし、もしかしたら伴侶もどこ

かでいなくなってしまうかもしれない。そうな

るとやはりちょっと寂しいだろうなと思うわけ

で、その時にもっと賑やかな所で、約束してな
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くても誰か知り合いと出会える可能性がある状

況やそういう場所に。しかもそこは自分が若い

頃によく出かけた場所なら尚更良し、とそうい

うところを求めると思うんです。何もそこに老

後ずっと住むというわけではなく、短ければ数

ヶ月、もしかしたら数年でも、そういう生活を

楽しめたら本当にいいなあと思って。しかもそ

れが手間のかからない賃貸という形で。

そして、そういうところに例えば先ほど申し上

げたように銀座らしい、銀座らしさを創り出す

ような、そんなイメージリーダーみたいな人が

住んでいたら、尚更素敵だと思うんです。テレ

ビなどを見ていましても、エリザベス２世号と

か、飛鳥とかに何百万、何千万もかけて、半年

船に乗って洋上旅行するということに、ウェイ

ティングがかかるくらいの人気があると聞きま

す。私は、そのようなことと銀座に住むという

ことは同じことだというふうに思うんです。船

のようなあれほど居心地の悪いところで半年間

我慢してでも、ああいうところへ出かけてみた

いという人がいるわけですから、きっとその熟

年夫婦のなかには銀座で一度暮らしてみたい、

そんな暮らし方を人生の中で一度やってみたい、

と思っている人たちが必ずいると思うんです。

このようにお話していますと、ますますこれが

実現性のあるもののような気がしてきてしまい

ました。

■都市に住む　（スライドと共に）

最後に都市に住む、都心に住むということでは

おそらく銀座と共通するものがあるかと思いま

して、ほんの僅かですがロンドンやパリで撮り

ました写真をいくつかご紹介いたします。

まずこれはパリの宝石店カルチェです（※1 ）。

カルチェの場合だけは、上のほうがカルチェの

オフィスで占められているんですけれども、こ

の横あたりはホテルであったりとか、アパート

であったりとか、１階、２階ぐらいまでは商業

店舗やオフィスであったりして、大体その３階

以上は、住居にして人が住んでいることが多い

ですね。

これは事務所ですね（※2 ）。でも左側にショ

ップがあって、その奥に、これもまたアパート

メントなんですね。

下のほうはオフィスに使われていましたけれど

も。パリの街区というのは、ご存じのように非

常に大きいですから、当然区画のなかのほうは

　※1

　※2
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余っちゃうわけですね。余っちゃったところに

こうちょっとした中庭をつくって、またそこを

ずっと囲むようにして建物が建ってるわけなん

ですが。

次はロンドンのセント・ジェームス・ストリー

トと言いまして。この通りには昔からクラブが

非常に多いということで有名なんです（※3 ）。

このあたりに、全部が全部だとは申しませんけ

れども、会社のクラブがあったり、大学のクラ

ブがあったり。これも大学のクラブですけれど

も、クラブというのは何なのかと言いますと、

ひとつには勿論、ここにライブラリーがあった

りとか、ちょっとしたバーがあったりするんで

すが、その上のほうにホテルのような居室があ

りまして、ホテルよりはずっとクラブのメンバ

ーに対しては、安く開放されていますので、か

なり長期にわたって滞在したりするんですね。

ですから先ほど私、アパートメントと申しあげ

ましたけれども、もうひとつの形としては、ク

ラブ組織というものもあると思います。また別

のクラブをご紹介しますと、これはソーホーの

方にありまして、その裏のほうにコベントガー

デンがありまして、劇場街が非常に近いもんで

すから、これもとても人気があるクラブなんで

すね（※4 ）。

グラウチョクラブと言うんですけれども、この

クラブが今、すごい。入会にはウエイティング

がかかっている。なかなか入れないんです。何

故かと言いますと、決してきれいではないとこ

ろなんですけれども、裏の劇場街があるもんで

すから、作家とか劇関係者といった人がここの

バーとかをよく利用しますので、そういうこと

もありまして、文化人的な人たちが集まるんで

すが。いくつかの建物を階段でつなげていて、

全部でどのくらい居室がありましたでしょうか。

50 ぐらいでしょうか。本当にもう入口は、でき

るだけ目立たないようにしています。基本的に

そのイギリスっていうのは、何と言いますか、

オックスフォードとかケンブリッジは典型的に

そうなんですけれども、例えば学生証なんかが

ついこの間までなかった。ではクラブの場合、

ガードに立っている人がメンバーをどうやって

見分けるのかと言いますと、まずひとつはよく

来る人の顔を覚えるということはありますけど、

それ以外に何となくその人の挙措動作を見てい

るわけです。例えば書類鞄を持ってなかへ入っ

ちゃうとする。そのクラブは鞄を持ってなかに

入ってはいけないという規則があったとします。

お前違うじゃないかと。必ず鞄をここで預けな

きゃいけないのにとか、そういう細かいことが

いくつもあって、どっかでその身分が明かされ

ちゃうというわけです。

　※4

　※3
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最後にこれはパリで成功した開発を、ひとつ不

動産開発の手法としてご覧になっていただきた

いと思いまして、持ってまいりました。

ここは昔、この上を鉄道が通っていたところで

す（※5 ）。もう鉄道を廃止してから、40 年も

50 年も経って、荒廃しつくしていたところなん

ですけれども、それをパリ市が再開発に入りま

して、この鉄道の桁のところにひとつひとつ店

のスペースをつくってみたんです。

しかもこのあたりは工芸とか職人の街だったも

のですから、ここに入る人たちは、そういう工

芸的な、もしくはアート関係の人たちに限るよ

ということで、今こうなっています。たしか 40

ぐらい、あります。

鉄道が走っていたところは、先ほどのちょうど

屋根のところにあたるわけです。竹などを植え

まして、それで非常に親しみがあると同時に、

下の街を通らないでも、こちらで行き来ができ

るような、そういう公園にしています。

パリ市民は、あまりミッテランのパリ市改造計

画には賛成ではなかったんです。パリのルーブ

ルを始めとしまして世界的には、非常に有名な

ものができて観光資源が増えたということにな

っていますけど、パリ市民は殆どこれに NO と

言ってるわけですが。ただこの開発だけは、パ

リ市民には非常に好評でした。

（講演終了）

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

　※6

　※5
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－全体議論より－

■柔軟な発想を取り入れて

三枝／ 全体を通して、とにかくたいへん柔軟で

夢のあるご提案をいただいて大変感謝しており

ます。おっしゃるとおり銀座で特に大事な、大

事というか頼りにしているのは、実は不動産な

んですが、これが非常に難しい。私どものよう

なものが銀座で商売できるというのも、この不

動産があったからで、おそらく借りてやろうと

していたら、なかなかだったと思います。しか

し商売をやっていますと銀座ではやはり商店の

経営が本業であって、不動産はいわば生業では

ないという発想があるんです。ですから、そん

なことは、まあいいじゃないかということでこ

こまできてしまったわけですが（笑）。

しかし現実には、たしかに不動産が支えている

という事実もあるわけで、だからもっと不動産

を柔軟な不動産にというのは大変大切なことだ

と思います。その運営を積極的に図って、街の

方向性を決めていくという発想はおそらく必要

なのでしょうが、しかし現実にはなかなかそれ

が出来ない。

銀座の不動産については、たしかに今日船曳さ

んがおっしゃったように結果が問題でして、今

は個人経営としてあくまでもやっていますけれ

ど、銀座をモデルに試験でやっていく景気対策

は、今までの集約型の再開発にすぎず、細かい

ものをいっぱい集めてくればまわりの約束を取

れるといった形態促進型なんですね。これまで

のように容積率に対して、政府が厳し過ぎたり、

規制が厳し過ぎて、再開発ができなかったため、

緩めてやれば、再開発が促進できると、あくま

で量的なものなんですよ。

しかし最近銀座は、今までにない銀座になりつ

つあるので、これを機会に中身をどうするかと

いう問題が出てきていて。これを早くケアして

いただきたいと思うわけで。不動産は量的に緩

和されると、その分地価はおそらく上がると思

うんです。ただちょっと、二、三階、上積みし

たような建物が、同じようにできても。あるい

は建築のデザイナーも、30 年か、40 年経つと、

ますます個性がなくなるだろうし。ですからそ

こを早く人が住むような住宅に、という発想は

よくわかるんですけど、ところが我々は人が住

むといった場合にまず何を考えるかと言うと、

他から銀座に住むために来る人なんていないだ

ろう、というのがあって。だからそうなると商

店の親父が住まなきゃしょうがないや、とこう

なるわけです（笑）。ですから、先ほどの住民

票なんかいらないなんてという発想はまず出て

こなかったですね。住むということは、そこへ

住民票を持つということであって、そうなると

いろいろ子どもの教育上の問題とかがあって難

しいだろうと。ただ中央区としては、住民票を

持ってきて区民になるといえば歓迎するでしょ

うね。それで住民票を増えれば、要するに政治

的な力を銀座が持つようにもなって、政治的な

圧力が増して、それでもって銀座を代表する、

権利を代表するような政治家をつくって、とい

った発想しか出てこないのでしょうけど。

しかし、今のお話のようにそんなことは関係な

いんだ、と言われたら確かにそうなんですね。

だから外からだって、銀座に住んでみたいとい

う人はいっぱいいるんじゃないの、いわれると、

我々もなるほどそうかなと思えて。中にいると、

意外とそういう発想が出てこないので、そうい

う意味でも私どもは不安を抱いているんです。

現在も石丸さん達とちょうど銀座の商店会が来

年で 80 周年なので、その相談をしているんです
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が、そういう時にちょうど容積率の話が大幅に

緩和されそうなので、それをただ政府が考えて

いるような景気対策に協力するようなことだけ

で終わらせないようにと。今が大体 800 ％です

が、それがうまくいけば 1300 ％くらいになると

いう。これは相当な緩和になっていろいろ可能

性が増えるわけです。それをできるだけ前向き

に捉えていこうと。

銀座というのはそういうことを、今まであまり

にやってこなかったんです。さきほど、銀座の

あらゆるものをきちんと説明するセンターがあ

ればいい、というお話がありましたが、確かに

銀座にそういうものはないんです。しかしそれ

は逆にこれまでの銀座は、むしろそういうのを

つくらないのが粋だと考えてきたところがあっ

て。しかしこれからはそういうのでは通用しな

い、むしろそれがマイナスになってくる、とい

ったご指摘だったわけで、耳が痛いですね（笑）。

これからはそこから一歩進めて、銀座の街づく

りの所謂ハードなところを捉えるというような

仕事をしたいですね。そういうことを実現する

ためには、具体的にこういう手法がある、とい

うところを提案しようと考えていたところでし

たので、今日は大変勉強になりました。

前田／  私も銀座に住んでみたいかといわれれ

ば、住んでみたいと思いますね。しかし、私が

住んでもあまり役に立たないだろうな、と思っ

てお話を聞いていたんですが（笑）。

この提案は、住うということと経済活動の中間

領域とでもいえるもので、考え方自体が情報発

信するようなものではないでしょうか。例えば

ニューヨークでは、子ども博物館が大規模商業

施設のキーテナントになってたりしますよね。

もともと、奥さんたちがマンションの一室でポ

ランティアで子どものための博物館を開いてい

たら、だんだん人気で出てきて、あまりに人が

いっばい来るのでそれを商業施設のキーテナン

トにしましょうとなったらしいのです。これは、

今までのキーテナント像と違うものです。今後

は、子どもだけではなく高齢者の溜まり場みた

いなものをつくってキーテナントにするという

考えもあるかもしれませんよね。

例えば、岐阜県の梶原知事が東京に来た時に、

それなりの有識者を集めてサロンを開く場所と

いうのがあるらしいです。各県の知事でもそう

いう人が集まる場所というものを考えているん

ですね。銀座でクラブといえば、今までは女の

人と話をしてお酒が飲めるところですが。それ

とは違うかたちのクラブをつくることも考えら

れるのではないでしょうか。そこにはビジネス

の部分も引っかかってきますけれども、インフ

ォーマルなかたちで特定の人が集まれるクラブ

です。そういうものには結構お金を出しやすい

のではないでしょうか。それと似たような話に

なりますが、銀座はもともと情報産業の町なの

ですから、現在のクラブがなくなったところに

情報産業関連のスモール・オフィスが入っても

らうといいですね。

石丸／ キーワードはコストですよ。まさに船曳

さんみたいなオーナーが、過去銀座に住んでい

たことがあって、そこには全国から知り合いが

来たらしくて、奥さんが音をあげて結局青山に

引っ越してしまいましたね。確かに賑やかには

なるんですけれども、呼びたい人間ばかりでは

なく、呼びたくない人間まで来る（笑）。そう

いう不便さもあるみたいですよ。

もちろん社交的な意味からすると素晴らしいポ

ジションではあるんです。しかしそれは家庭の

すべてではないということもあって。もう一つ、
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やはり過去に７丁目の虎屋さんが自分の所の裏

にマンションを作られたのですが、その家賃が

20 年ほど前でしたが、月 30 万でした。ワンル

ームマンションに近い状態でバス、トイレはあ

りましたけれど。それを借りた人は、大阪の財

界の方々で、個人的な付き合いから東京に出て

きた時の本拠といった使い方をされていたよう

です。その後の消息は知らないのですが、おそ

らくみんなオフィスになってしまったのでしょ

うね。ですから、やはりすべてはコストなんで

すね。

前田／ 私もそう思ったので、中間的な発想はな

いかなと思ったりもしたんですけど（笑）。

三枝／  同じ場所でも住居というのは少し賃料

が下がってしまうので、やはりそこをオフィス

として借りてくれる人がいる場合、どうしても

そちらの方になってしまいますね。あと、やは

り管理という点でもオフィスは大変楽なんです。

会社はたいがい昼間は使っているし、使い方も

決まっている。ところが住居となると 24 時間人

が住んでいるため、管理も大変なんですよ。で

すからオフィスで借りてがある間は、なかなか

住居にはつくらないですね。

島田／  先ほどの外部から人がきているという

話でいえば、例えばニューヨーク、ソーホーな

どあの辺りが復活してきたのも、要するに人が

離れていったところ、誰も寄りつかなくなって

しまったところに、逆にある種の文化人という

かアーティストが、広くて安いといって入り込

むようになったからで。そこからいろいろ自主

的な再開発のような形が始まっていくという状

況だったわけです。そういうことからいえば、

ある都市の生成分布という一貫するプロセスと

して非常にわかりますね。ただ銀座の場合はや

はりコスト的なものがどうしようもない。

船曳／  ですからソシアルビルを改造したらど

うかと思ったのですが。聞くと結構、平均家賃

が下がりきっているというんですね。２万数千

円。それだったら高級マンションと同じくらい

でしょうか。

島田／ 僕も京橋で生まれ育ったので、いずれは

また住んでみたいですね。しかしマクロ的に見

れば今でも都心享受している生活ではあります

が。デベロッパーの商品をみていても今は非常

に都心享受型が復活しているようですね。それ

が仮に銀座を中心にしたところでできるとなる

と、やはりそれはいろんな問題を孕みつつも、

最高の都心享受物件ということで充分成立する

と思いますね。

そういう新しいスタイルを考えていくべきだと

思うし、今の銀座のような深さというかディー

プさを残しつつ、容積率緩和における今後の 50

年といったくらいの計で、さきほどのスライド

でもあったパリのアパルトマン形式のように、

居住と商業、ビジネスを一体化していけば。こ

れは何か古くて新しい手法なのかもしれないけ

れど、とにかく今日お話を聞いていて、何かを

変えていかなければいけないんじゃないかとい

う気がしてきました。

中西／ 私も漠然とはしているんですが、定年後、

１年のうち３ヶ月くらいロスアンジェルスにア

パートを借りて住んでみようと思っているんで

す。特に深い意味はないんですが、ただ観光旅

行でロスに行ったところでよくわからないと思

うので、３ヶ月くらい、という夢みたいなもの

なんですが、是非やってみたいと思ってます。

しかしそれは３ヶ月で 100 万円かかるんです。

ですから、田舎のちょっとした金持ちで暇のあ

る人が、３ヶ月銀座に住んでみてそれで 100 万
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円だったら半分旅行みたいな気分で、エリザベ

ス２世号に乗るといったことと同じ意味合いで、

きっとやってみたいと思う人はいると思うんで

す。

島田／  まさにマルチハビテーション思考です

よね。僕もかつて福岡にアパート借りたことが

ありまして。週１回くらい福岡に行かなければ

ならない状態だったので、それなら借りた方が

安いということだったんですけれど。家賃が５

万円で駐車場もついていて。それで、ついでに

ユーノスのオープンカーを中古でまた買って

（笑）。

前田／ 避暑地である軽井沢などでは、避暑の期

間に別荘地コミュニティーができますが、日本

の中心である銀座を、マルチハビテーションの

対象にするというのは、その反対の発想で、と

ても新鮮でしたね。

船曳／ とにかく私自身がまず、やりたくてしよ

うがないことだったんです（笑）。

保田／ 銀座に限りませんが、街というのはとて

も複雑なものですよね。いろんなものがあって。

それらを多くの人は一つの流れとして捉えて、

そこからいろんな意見を出されるわけですが、

船曳さんの場合はその複雑なものを複雑のまま

捉えて、そこから意見を出されているので感心

してしまいました。それらが実現するのかどう

かということでは、もっと複雑な要素があるの

かもしれませんが、本当に実現できるといいと

思います。ただ私はちょっと銀座には住めない

かな（笑）。

長谷川／ 先ほど船曳さんが、世界の都市の裏側

にあたるところには、いろいろな飲食街がある

けれども、銀座の裏側はその中でも非常に奇異

な歓楽街になっているというお話がありました

が、これは地理学的には何かあるのでしょうか。

荒井／ これは決して銀座に限らないんですが、

日本のように、こんな密度で不安定な商店街と

いう形態はあまりないですね。ただ銀座という

のは歴史的に見て、ある種、西洋開発の見本み

たいなところであったわけで、極めてアジア的

であって、それがもたらしてきたエネルギーと

いうのは、ある意味では銀座が必要としている

ものだったと思うんですよ。

野口／  先ほどスライドを見せていただいた中

で、ロンドンやパリにはクラブハウスがありま

したが。それが何故日本にはできないのかと思

うのですが。

船曳／  やはりクラブというのは難しいのでし

ょうか。コミュニティーといえば、地域にもと

もと住んでいるような方が寄り集まるというこ

とからできあがるものですが、クラブというの

は一人一人が家から離れて、本当に自分個人で

参加して行くわけです。日本人はどうもそうい

うのは苦手みたいですね

保田／ ロンドンやパリのアパルトマンは、３階

から上が住居になっているということでしたが、

昔からそうなんですか。

船曳／ 昔からそうだと思います。もしかしたら

１階まで全部が住居だったところを、下のほう

だけ商業に転換されたのかも知れませんね。店

の並びはあまり続いていませんから。

石丸／ 日本の場合、銀座といえども、ビルで何

世代という家はないですからね。マンション族

でようやく今、２世代目くらいができはじめて

いるかもしれませんが、だいたい皆さん、木造

で庭付きですから。土地離れということではも

う少し時間がかかるでしょうね。
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保田／ 珍しさというのはありますが、住むとい

うこととはまた違うと思うんですね。

前田／ ですから、多分永住するというよりも、

期限つきですね。

保田／  永住という言葉がもう無くなってくる

とすると、住んでみようかなということになる

かも。

島田／ つまり安定と不安定だと思うんです。そ

の日常性と非日常性の組み合わせをいかにうま

くやるか、そういう仕掛けができていれば。

*　　　　*　　　　*　　　　*　　　　*

長谷川／ 楽しく議論している間に時間がきて

しまいました。お話の最後の方では、船曳さん

ご自身の思いが熱く語られていましたが、この

夢もきっと実現される時が来るのではないかと

思います。また今後ご一緒に議論できる企画が

できたらと思います。

（ 1998 年 1 月）
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銀座研究を終えて

銀座座会 座長

長谷川 文雄

■研究のきっかけ

明治以降の文明開化により、銀座は日本の近代文化を推進していく大きな仕掛

けとしての機能を果たし、常に先端をいくハイカラな商業空間の魅力を恣にし

てきた。流行歌に歌われ、銀座で会食をし買い物をすることが人々の夢であっ

た時代が長く続いた。それにあやかろうと日本各地でも銀座の名を冠した命名

が多くなされてきた。しかし時代の流れは早く、経済的な豊かさが増すにつれ

人々の価値観は多様化してきた。夜の銀座は社用化し、少しずつ若者が銀座か

ら離れていった。また急速な国際化にも対応できず、世界に燦然と輝くパリの

シャンゼリゼや、ニューヨークの五番街のような人気を博することができなく

なってきた。日本各地の街並みも個性化を模索しはじめ、銀座の名を返上する

動きもあらわれてきた。

こうした背景のもとに我々の銀座研究はスタートした。単に商店街を活性化す

ることや新たな賑わいを創設するといった表層的な研究ではないものを目指し

た。歴史の流れの中で銀座が今日までどのように位置づけられて来たかを再整

理し、そのうえで今日の課題を明らかにしようという試みである。さらに日本

人の、いわゆるハイライフを形成するのに果たしてきた銀座の機能や役割を再

確認し、これからの方向性を探ることにした。いわば銀座という針の穴から日

本の生活文化の変遷をたどり、さらにその視野を近未来にまで外挿しようとい

う試みだったともいえる。そのため研究の領域は多岐に亘り、一種の考現学的

な形態となった。こうして、現代の生活の質のあり方を追求するハイライフ研

究所の一つの柱として、研究は 1994 年から 4年間継続的に行われた。
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■研究内容

研究は 3つの視点から推進された。

第一は、「銀座座会」と称する研究会である。年間テーマを設け、それにふさ

わしいゲストを招き、基調講話をもとに自由闊達な意見交換がなされた。それ

ぞれの内容は年毎に報告書としてまとめられている。

・1994 年　「銀座のフォークロア」

・1995 年　「銀座の仕掛け」

・1996 年　「銀座の未来」

・1997 年　「銀座が残すべきもの」（今回の報告書）

第二は、銀座を客観的にとらえるために、その対極ともいえる関西からの分析

である。武庫川女子大学の高田公理教授のもとで継続的に研究は行われ、それ

ぞれ以下のテーマで報告書にまとめられている。

・1994 年　「関西から見た『銀座イメージ』に関する研究」

・1995 年　「『銀座』と『心斎橋』の比較研究」

・1997 年　「関西から見た　銀座の未来」

第三は、関連研究である。

・1994 年　「若い世代から見た銀座とハイライフ」（報告書）

・データベースの整備

銀座に関するデータを整備するためにデータベース構築の基礎研究を行った。

あわせて銀座に造詣の深い方々へのヒアリングを行い、順次データベースに組

み入れていく作業のきっかけを創出した。

■銀座研究への課題

当初企画した銀座の研究は、途中紆余曲折を見ながら 4年間に亘って継続され

た。この間、日本はバブル景気の終焉とも重なり、日本の街全体の活気が消沈

し始めてきた。
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研究を通じて明らかになったことの中に、銀座の自浄作用とも言うべき機能が

ある。新規なもの、キッチュなものが銀座に進出した場合、銀座がもつオーセ

ンティシティ（ authenticity ）に順応していないと、やがてそれらは街から消え

ていくという歴史的事実である。これは一種、銀座の自浄作用とも読めるが、

またここである種のハイライフに通じる文化が形成されてきたともいえる。そ

うしたチャレンジを受け入れるところも銀座の銀座たる所以なのかもしれない。

ここ数年、にわかに「銀座ブーム」が起きている。目まぐるしく動く時代のな

かで、人々が原点にあるものや不動の価値、心の拠り所などを模索していると

も読みとれる。まさにそれは銀座のオーセンティシティに繋がっていく。現在

のブームも、そうした深い傾向なのか単なる一過性の流行なのか、楽観は許さ

れない。

銀座がこのままでよいというわけではない。「大人の街」と言えば聞こえはよ

いが、これまで銀座を支持してきた層は年々高齢化している。次の世代は、銀

座を一つの選択肢としてしか位置づけてない。銀座の国際性も十分備わってき

たわけではない。燦然としていた街並みも輝きがあせてきている。銀座が、そ

の絶対的存在から相対的な存在に推移しつつ、ポジショニングを巡って次の方

向性を模索しているようにも見える。

生活文化の研究に終わりがないように、銀座の研究をこれで終えたわけではな

い。

日本の生活文化にいかなる変容が起きているのかを常に観察し思考し、将来の

ビジョンにつなげていかなければならない。その意味では今まさに銀座の研究

がスタートしたといってもよい。そのきっかけづくりにこの 4年間に亘った研

究がいささかなりとも貢献したとすれば、それは望外の喜びである。

最後にこの研究に携わっていただいた多くの方々、またこうした研究を長期に

亘って支援し続けた財団法人ハイライフ研究所に感謝したい。

1998 年　師走

（はせがわ　ふみお）
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